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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　武名を馳はせし英えい雄ゆうあり。


　英雄、一ひと度たびは心を失い歩みを止める。


　されど、一ひと時ときの雌し伏ふくの後、再び自らの道を見定めんと欲ほつす。





　英雄が選びしは、もっとも険けわしき覇はの道。


　されど、幾いく多たの経験を積みし英雄は知りたり。


　一人の歩みは小なりしも、同どう胞ほうの手あらばいかな障害も乗り越こえられんと。






　序章　指導者たちの憂ゆう鬱うつ







　　　　１




　王都において、国務大臣カルレーン侯こう爵しやくが反乱を起こした。


　それは本来なら王国全土を揺るがしたであろう大事件であったが、フィリップ将軍の手によって瞬またたく間まに制圧されたため、大きな混乱が広がることはなかった。


「フィリップさま。カルレーン侯率ひきいるおよそ二百人は王都を脱だつ出しゆつしましたが、残党はほぼ鎮ちん圧あつを終えました」


　王都の住人すべてが寝ね静しずまるような深夜、その報告がフィリップのもとへ届けられる。カルレーンは王都の重要拠きよ点てんを一いつ斉せいに制圧するため、兵力を分散していた。その残党がまだ王都のあちこちで抵てい抗こうを続けており、フィリップは夜遅おそくまで起きて騎き士したちに指示を与あたえねばならなかったのだ。


「そうか、ならばよい」


　この時間になるとさすがのフィリップも疲つかれを隠かくせなかった。後のことは信しん頼らいを置く近この衛え騎士アーウィンに任せ、王城内の自室へと戻もどる。


　ようやく一人になると、ベッドに倒たおれこみたい衝しよう動どうを抑おさえ、静かに告げる。


「パンドラ。出て来い」


《何用かな、我わが主あるじよ》


　音もなく瞬しゆん時じにその声が脳のう裏りに響ひびき、不ふ吉きつ過ぎる深しん紅くの衣ころもをまとった精せい霊れいが姿を現す。まるで呼ばれるのを待っていたかのような速さであった。


　本来なら口に出すのも憚はばかられるような疑問を投げかける。


「おまえはすべてを見通せると言ったな？　ゆえに聞きたい。なぜ私は、アレスに勝てなかったのだ？」


《ほう。アレスに負けたことは素す直なおに認めるというのか》


「まだ負けてはおらぬ！　ただ勝てなかっただけだ！」


　我われながら、いささか子供じみた言い訳だった。


　これも寝ね不ぶ足そくのせいだと、内心でわざわざ自分に言い聞かせる。


《案ずることはない、今の汝なんじは充じゆう分ぶんに強い。しかし汝と我が契けい約やくを結んでからまだ半年と経たっておらぬ。汝には時間と、そして経験が足りぬのだ。我が授さずけた力を使いこなすだけの時間がな》


「…………」


　それは、フィリップが心の奥で密ひそかに求めていた回答だった。


　自分はアレスには劣おとっていない。経験さえ積めば勝てる。これほどフィリップにとっての慰なぐさめはない。


　だが、だからこそパンドラの言葉が容易に信じられなかった。あまりに都合が良すぎるのだ。


《あまり納なつ得とくしておらぬ顔だな？》


　見み透すかしたように、パンドラは悪あく魔まのような笑えみを浮うかべる。


《実を言うとな。汝に一つ助言を授けよと、我が黄たそ昏がれの主が仰おおせだ。聞きたいか？》


「言いたいことがあるなら勝手に言え。私は何も求めてはおらぬ」


《それは失礼した。では勝手に述べるとしよう。もし汝がアレスに劣るところがあるとすれば、それは恐おそらく武具であろう》


「……勝負の言い訳に武具を持ち出すほど、私は愚おろかではないつもりだ。それに私にも、妖よう魔まの王より受け取った甲かつ冑ちゆうがある」


《確かに汝のまとった甲冑は、アレスの着ているそれに劣らぬ品であろう。だが、汝の剣けんはどうだ？　たとえば、アレスの用いる剣は、代々ファノヴァール家の当主が使ってきた名めい剣けんだ。千の敵を斬きり刻もうと刃はこぼれ一つ生じぬ。そして盾たての方も、アレスのことを知り尽つくしたドワーフにより造られた逸いつ品ぴんだ》


「…………」


　いちいちパンドラの言うことはもっともだった。フィリップの使っている剣は、確かに厳選された品ではあるが、名剣と呼ぶ価値があるかどうかは疑わしい。事実、アレスの持つ盾に傷一つ付けられなかった。


「つまり、私に剣でもくれるというのか？」


《そうだ。汝に道を示そう。もし汝が望むのなら、汝に仕つかえているオーガの女にこう持ちかけてみるがよい。オーガに伝わる剣を献けん上じようせよと》


「あるのか？　そんなものが」


《あるとも。オーガの歴史は、人のそれとは比ひ較かくにならないほど激しい戦いに塗まみれている。そしてオーガは、人の世には伝わらぬ秘術を持っている。造られた名剣、魔ま剣けんの類たぐいは数限りない。どうだ、少しは興味が出てきたのではないか？》


「……私も武人だ、興味がないと言えば噓うそになる。だが、必要ない。私は武具になど頼たよらずともアレスに勝ってみせる」


《その心意気や良し。しかし真の武人は武具を選ぶという。汝のような強つわ者ものが強き武具を求めるのは当然のことだと思うがな》


「…………」


　いよいよ詐さ欺ぎ師しのような言い回しだった。


《まあよい。どのみち、今決断をする必要もない。汝の前にアレスが立ち塞ふさがるのは、今しばらく先のこととなろうからな。ただ、そのような道もあるとだけ、覚えておくがよい》


　いつものように、言いたいことだけ言ってパンドラは姿を消した。


　だが彼女の言葉は、まさしく悪魔の囁ささやきのように、フィリップの脳裏へと直接刷り込まれていたのである。





　　　　２




　王国暦れき八十三年第十一の月初しよ旬じゆん。


　この頃のジェレイド率いるボルネリア軍の状じよう況きようは、最悪の一言に尽きた。


　港町オルトーユを巡めぐる戦いにおいて敗北を喫きつし、さらに指導者ジェレイドが倒れたためである。


「聞いたか、ジェレイドさまの容態は相当悪いらしい。もう何日もお姿をお見せにならないのはそのせいだそうだ」


「厄やつ介かいなことになっちまったなあ。オルガスタじゃ、俺たちに協力してくれていた商人たちが手を切る準備をしているって話だぜ」


「この辺りに住む貴族どもも、今こそ俺たちを倒すいい機会だって息巻いてるそうだ。この分だといつまた争いになるやら……」


「ピーターの奴やつ、今け朝さ死んじまったそうだ。今までもったのによぉ。この分じゃ俺たちだって……」


　ボルネリア軍の軍律は、決して緩ゆるくない。特に流りゆう言げん蜚ひ語ごの類を流す者は厳しく罰ばつせられることになっていたが、それでも兵卒たちは毎晩のように焚たき火びの傍そばに集まってはそんな噂うわさ話ばなしに興じずにはいられなかった。


「なあ。ここにいたら俺たちも危ねえ。いっそ逃にげださねえか？　今ならまだなんとかなるかもしれねえ」


「そうだな。逃とう亡ぼうの罪で処しよ刑けいされるのも、戦場で殺されるのも同じだしな……」


　どうせ殺されるならいっそ──。そんな考えに囚とらわれかけていた兵士の数は少なくはなかった。それは敗軍では珍めずらしくもない光景であり、軍勢が崩ほう壊かいする前兆でもあった。


　それでもボルネリア軍の場合、ギリギリのところで軍としての体てい裁さいを保つことができていた。他ほかならぬジェレイドの存在のためである。


「まあ待てよ、おまえら。俺らがこんな危機に陥おちいったのはこれが初めてってわけじゃねえ。ジェレイドさまのことだ、きっと何かお考えがあるに違ちがいねえさ」


「そ、そうは言うがよう、俺たちゃもうずっと同じ場所にいるだけだしよう。やっぱりジェレイドさまの病気が重いから、動くに動けねえんじゃねえのかい？」


「おまえらなあ！　だったらなおさら逃げるなんて言い出すもんじゃねえ。俺たちゃただの農民だ、それがここまで戦ってこれたのも、貴族どもに一ひと泡あわ吹ふかせられたのも、家族に仕送りできたのも、全部ジェレイドさまのおかげでねえか！　そのジェレイドさまが病気でお困りだからって、俺たちが逃げ出すとか不義理にもほどがあるべ！　こんなときだからこそ団結してジェレイドさまの助けになんなきゃなんねえべ!?」


　わずかながらそのように主張する兵士もおり、そしてその真しん摯しな言葉は多少なりとも他の兵士たちの心を打った。


「その者の言う通りだ。このようなときだからこそ、我らは団結しなければならぬ」


　厳格な響きを伴ともなった、訛なまりのない声がした。


「こ、これは！」


「ベルハルトさまでねえですか！」


　その場に現れた人物を見て、兵士たちは平へい伏ふくしそうな勢いで身を正した。


　ベルハルト。元騎士で、今はボルネリア軍の副将でもある。


　元農民であった兵士たちは、小さな頃ころから騎士や貴族といった存在を見かければ、即そく座ざに身を正すよう躾しつけられてきた。もし貴族の不興でも買えば、命にさえ関かかわるからだ。


　今でこそその貴族や騎士相手に武器を振ふるっているのだが、それでも階級や身分の高い人物が現れると、反射的に頭を下げてしまう性しよう分ぶんだけは変えられるものではなかった。


「いい、そう畏かしこまるな。ただ通りかかっただけだ」


「べ、ベルハルトさま。ひょっとして先ほどの我々の相談を聞いていたんでしょうか？」


　そう問いかけたのは、先ほど逃亡を提案した兵士だった。敵前逃亡は重罪で、死し刑けいすら有り得るのだ。もしあの会話を聞かれていたら、ただではすまないだろう。


「なんのことだ？　私は通りかかっただけと言っただろう」


　すました顔で、ベルハルトは答えた。


「ただ、おまえたちが深刻そうな表情をして話し合っていたことは知っている。大方、我が軍の将来を悲観していたのだろう？」


　そんなことはありません、とは誰だれも咄とつ嗟さに言えなかった。


「へえ、その通りでございます。ベルハルトさま、本当に我が軍は大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか？」


「もちろんだ」


　不安を取り除くかのように、力強く頷うなずく。


「勝敗は兵へい家かの常といってな、いかなる軍人であっても勝つこともあれば負けることもある。ジェレイドさまとてすべての戦いくさに勝利してきたわけではない。確かに先日の王国軍との戦は我が軍の敗北であり、港町オルトーユを支配下に置くという構想は実現できずにいる。しかし、我々はまだ数千の軍勢を有しているし、城じよう塞さい都市オルガスタも未いまだ我が軍の支配下にあるのだ。我々は以前とは違う、たった一度の敗北ですべてが無む駄だになるほど我が軍は脆もろくはないのだ」


　ベルハルトはゆっくりと丁てい寧ねいに、言い聞かせるように語を継ついだ。


「大体、考えてもみよ。オルトーユにいた王国軍は、我が軍に一時的に勝利したとはいえ、追つい撃げきも行わず現在も動きを見せん。それどころかフィリップは、すでに王都に帰き還かんしているという。つまり、奴らは一時的な勝利を収めたものの、それ以上のことは何もできなかったのだ。常に第二、第三の手を考えておられるジェレイドさまを恐れたのだよ。オルガスタを我が軍の支配下に置いた時点で、我が軍の優位はすでに決しておるしな」


　その戦略的な話のほとんどは、読み書きも満足にできない兵卒たちには理解できなかった。しかし〝ジェレイドに次いで偉えらい人〟に、こうも丁寧に、しかも優やさしげな口調で「我が軍は大丈夫だ」と説とかれることは、兵士たちに大きな安心感を与あたえたのである。


　だが、もちろん中には未だ不安を隠かくせない兵士もいた。


「おいらにゃ難しい話はよく分かりませんが……。ジェレイドさまのご様子はどうなんですかい？　おいらも、あの方さえご無事ならどうにかしてくれるんじゃないかと思っとります。ですが、そのジェレイドさまはもうずっと寝ね込こんだままと伺うかがっとりますが……」


「うむ、おまえの不安はもっともだ。我が軍はジェレイドさまなくして存在し得ぬからな」


　真しん剣けんな表情をして、ベルハルトは言った。


　だが、次の瞬しゆん間かんには誰もが想像もしない顔をして見せた。にんまりと笑ったのだ。


　元騎き士しであり、堅かたい性格で知られるベルハルトは、人前で笑うところなどほとんど見せたことがない。そのベルハルトが、にんまりと笑ったのだ。居並ぶ兵士たちは思わず呆あつ気けに取られた。


「いいか、おまえたち。実を言うとな、これはジェレイドさまの作戦なのだ」


「さ、作戦!?」


「そうだ。ジェレイドさまはやむなく一敗地にまみれたときから、病びよう床しようの身にあるフリをなされているのだ。そのために、もっともらしく兵士たちの前で血を吐はいたように見せかけたのだ」


「い、一体なぜそんなことをなさったんで……？」


「考えてもみよ。この状況で、指導者が倒たおれたという話が広まればどうなる？　オルトーユにいる王国軍か、あるいは功に駆かられた周辺の貴族どもか──どいつかは分からんが、喜び勇んで我が軍を攻こう撃げきしてくるだろう。功に釣つられて出てきた敵を撃げき破はすることはたやすい。我が軍は間ま違ちがいなく勝利するだろう。そして勝利の報は瞬またたく間まに王国全土に広まり、人々は知ることになる。ボルネリア軍未だ健在なり、とな」


「な、なるほど」


　兵士たちは納なつ得とくした。誰だれ一人ひとり疑問を差さし挟はさもうとはしなかった。


　ジェレイドの考えそうなことだと思ったからだ。それに、以前も似たようなことがあったと聞く。


　転んでもタダでは起きない。それが今までのジェレイドのやり方だったではないか。


「分かったな？　なんなら、この話は他の兵卒たちに伝えてもよいぞ。我らは団結し、来きたるべき戦に備えなければならぬからな」





　……こうして、ベルハルトの草の根の活動によって、ボルネリア軍はかろうじて統とう率そつと士気とを維い持じすることに成功していた。


　ただ、それは一時的な処置であって、近いうちに指導者ジェレイドが姿を現さなければ、再び兵士たちが疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆られるであろうことはベルハルトにも容易に想像がついていた。


　早くジェレイドには立ち直ってもらわねばならない。しかし、その術すべをベルハルトは知らなかった。


　だが、ベルハルトは知らずとも、他のある人物が、その病びよう巣そうを取り除く術を知っていた。


　オリビアである。





　　　　◆




　秘書的な立場からジェレイドと密に接し、協力してきたオリビアには、ジェレイドの病巣の原因が分かっていた。


　指導者としての重圧である。


　ジェレイドは、常に十年後を見み据すえて行動してきた。たとえ今日や明あ日すに大きな犠ぎ牲せいを出すこととなっても、十年後に平和と繁はん栄えいが勝ち取れるなら問題はない。それがジェレイドの根幹を成す戦略であり、ゆえにジェレイドは必要とあれば他者を──それも平民を犠牲にすることすら厭いとわなかった。


　しかしボルネリア軍は、港町オルトーユを巡めぐる攻こう防ぼう戦せんに敗北した。ジェレイドは他者を犠牲にすることを厭わなかったが、一つだけ例外があり、自分に付き従う人々にだけは、決して不必要な犠牲を強しいたりはしなかった。


　だが先の敗北では、ジェレイドの采さい配はいの結果、多くの部下が犠牲になった。オルトーユを支配することは不可能となり、ジェレイドの立てた戦略そのものが破は綻たんしかけていた。


　普ふ段だんからジェレイドの考え方に接してきたオリビアには、ジェレイドの受けた重圧がどれほどのものだったか容易に想像がついた。


　ジェレイドはこう考えたことだろう。これまでに自分が犠牲にしてきた多くの命はなんだったのか、と。部下を含ふくむ多くの人々の死に、責任を感じずにはいられなかったのだろう。ただでさえジェレイドは、他者を犠牲にすることが必要なことだと考えつつも、割り切ることができずにいた。


　結果的にジェレイドは、体に変調を来してしまうほどの重圧を受けたのだ。


　外傷ならば神の慈じ悲ひを請こうことでいくらでも改善できる。しかし心の病だけは、白しろ魔ま術じゆつをもってしても治ち療りようすることはできない。


　それでも、他ならぬオリビアにだけは解決の糸口が見えていた。ようはジェレイドがやってきたことが──他者を犠牲にしたことすらも無駄ではなかったと証明すればいいのだ。


　オリビアはジェレイドの秘書として、あるいは兵へい站たん管理の責任者として、多くの情報に接することができた。かくして彼女は、その情報の中から、ジェレイドにとっては最良の薬となるある一通の報告書を作り上げたのである。





「ジェレイドさま、お休みのところ申し訳ありませんが、少しよろしいでしょうか？」


　その日、オリビアは報告書を胸に抱だき、ジェレイドが身を休めている天幕を訪おとずれた。


「もちろんですよ、なんでしょう？」


　ジェレイドはベッドの上で身を起こし、いつもと変わらぬ口調でオリビアを迎むかえた。


　ただし、顔つきも体つきも、以前より明らかに悪化している。もともと青白かった顔からはさらに生気がなくなり、頰ほおもげっそりと瘦やせこけている。食事の世話をしているソフィアという少女から、ジェレイドがほとんど食べ物を口にしていないという話は聞いてはいたが、それにしてもひどい有様だった。


　無理もないことだとは思う。ジェレイドは、ボルネリア領の領民を含めれば何十万もの命を預かる立場にあるのだ。数十万の命の重み。それは想像することもできない。むしろ疑問に思うほどだ。ジェレイドはなぜそれほどの重みを背負ったまま歩むことができるのかと。


　──いえ、だからこそ、限界が来てるんだわ。


　恐おそらくは今までもっていたのが奇き蹟せきなのだろう。そしてその限界が、病という形になって表れているのだ。


「ジェレイドさま。ジェレイドさまに見て頂きたい報告書があるんです」


「はて。内容は？」


「この王国北部に生じている、ある現象についての報告です」


「……よく分かりませんが、情報はいくらあっても不足するものではありません。拝見しましょう」


「これです」


　ジェレイドに、羊皮紙の束を渡わたす。





　無言でジェレイドは報告書を読み進めていった。


　しかし時間が経たつにつれ、その表情に変化が現れる。呆あきれたような、感心したような、あるいは嬉うれしそうな、安あん堵どしたような複雑な表情だ。それは、オリビアが想定していた通りの変化でもあった。


「……オリビア」


　やがて報告書を読み終えたジェレイドは、静かに口を開いた。


「はい、なんでしょう？」


「本当ですか、この報告は？」


「もちろんです。何一つとしておかしなことではありません、むしろこうなることが必然だったと言うべきです。恐らくはジェレイドさまも予想されていた変化ではないかと」


「まあ、こうなるのではと考えて自分を誤ご魔ま化かそうとしていたのは事実ですけどね」


　ジェレイドは苦く笑しようを隠せない様子だった。


「しかし、まさかこんな報告書を見ることになるとは……。あなたが作ったんですよね、これ？」


「はい。今のジェレイドさまにとって、多分一番の薬になると思いましたので」


「……そうですね。それは間違いないようです。つまりオリビア、あなたは僕に徹てつ底てい的てきにやれと言うのですね？　足を止めている時間などないと」


「その通りです。ジェレイドさまのやってこられたことには意味があるんです。今ここで足を止めることこそ、すべての犠牲を無駄にする蛮ばん行こうではないかと」


　ジェレイドは中指を伸のばして眼鏡めがねをかけ直した。その目には、先ほどまではなかった強い光が宿り始めている。


「その結果、さらに多くの犠牲を生むことになっても……ですか？」


「そうです。それが必要なことだと分かったのですから」


　オリビアは怯ひるまなかった。


「ただ……ジェレイドさまお一人にすべてを背負わせるつもりはありません。その報告書を作ったのはわたしです。分不相応であることは承知していますが、わたしもお供いたします。たとえ、煉れん獄ごくの底までも」


　ジェレイドは笑った。


「ありがとうございます。いいでしょう、地じ獄ごくに堕おちるのは僕一人で充じゆう分ぶん……などとは言いません。こうなったらどこまでも付いてきてもらいますよ、オリビア」


　かくして。


　たった一つの報告書によって、ジェレイドの病状は大きく改善に向かうこととなる。




　第一章　蠢しゆん動どう
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　ベールセール王国の中心に、鉄てつ壁ぺきの二つ名で知られる城じよう砦さいがある。


　トゥールスレン城砦である。古いにしえの帝てい国こくが造り上げたその城砦は、現在の技術では再現できぬほどに巨きよ大だいかつ強固であり、ベールセール王国の治世に少なからぬ貢こう献けんをしてきた。


　そのトゥールスレン城砦の現在の所有者は、ボルネリア軍ということになっていた。より正確を期すならば「ボルネリア軍が王国軍から期限付きで借り受けている」ということになる。しかし、ボルネリア軍は再び王国に牙きばを剝むいて反乱軍となり、しかも王国にも最高指導者たる国王が不在であることから、その契けい約やくが今も有効だと考える者は皆かい無むだった。


　いずれにせよ、少なくとも現在のところトゥールスレン城砦の支配者はボルネリア軍であると誰だれもが思っていた。ところが、その明白だったはずの事実に、誰もが予測し得なかった妙みような変化が生じ始めていたのである。


　半月ほど前、ジェレイド率いるボルネリア軍は、城じよう塞さい都市オルガスタを支配下に置こうと、その東西南北の交易路を封ふう鎖さするという戦略を取った。結果的にその試みはうまくいったのだが、この際にオルガスタの南方に位置するトゥールスレン城砦のみが、ジェレイドの意に反して包ほう囲い網もうに参加しようとしなかったのである。


　トゥールスレン城砦は、今後も王国軍と戦うにあたって最重要の戦略拠きよ点てんである。その城砦に何か良からぬことが生じているというのなら、早急に原因を突つき止め打開しなければならない。


　ジェレイドの同郷の友人にして弓の名手として知られるマシューが、トゥールスレン城砦を訪おとずれたのはそのためだった。





　ボルネリア軍において最古参であるマシューは、それなりに顔が知られている。


　名を名乗れば簡単に城砦内へ入れるかもしれない。しかし、トゥールスレン城砦で何が起きているのかまったく分かっていない以上、それはできなかった。場合によっては、城砦がすでに王国軍と通じている可能性すらあるのだ。


　実際、マシューはここへやってくる道すがら、あるただならぬ噂うわさを聞いていた。なんでもトゥールスレン城砦には聖女がおり、立ち寄る旅人に一夜の宿と食事を提供してくれ、さらにいかなる病や怪け我がをも無む償しようで治してくれるという。


　軍事拠点に無制限に人の出入りを許すことなどあってはならないことだ。そもそも、その聖女とやらはどこの誰で、一体どこから出てきたというのか。しかもなぜボルネリア軍の軍事拠点に居座っているのか。


　情報はあまりにも不確かであり、マシューとしても身分を明かす気にはなれず、それゆえこのときはフードを目ま深ぶかに被かぶり、ただの旅人として城砦を訪れていた。


　──確かにどこか妙だな、こいつは。


　城砦の北門に差し掛かかったところで、すぐさまマシューは異変に気付いた。


　まず城砦の警備が異常なほど厳しい。城じよう壁へき上にはいたるところに兵士たちが立ち並び、険しい顔で辺りを窺うかがっている。ここが最前線の軍事拠点であることを考えれば不思議ではないが、それにしても兵の数が多過ぎるように思えるし、何より雰ふん囲い気きが物々しすぎる。大体、王国軍が攻せめてくる可能性のある南側の門の警けい戒かいを厚くするならともかく、なぜ北側にまでこれほど厳重な警戒が必要なのか。


　もう一つおかしなことがあった。門が閉とざされていたのだ。当然といえば当然だが、では旅人に宿を提供してくれるという噂はどこへ行ったのか。


　──まあとにかく話を聞いてみるか。いきなり殺されることはねえだろうし。


　半なかば楽天的に考え、ひとまず北門の前に立っている二人の門番へと近寄る。


「こんにちは。旅の方ですか？」


　見た目の物々しさとは反対に、妙に優やさしく声をかけてくるので、思わずマシューは面めん食くらったほどだった。


「あ、ああ。ここに来れば一夜の宿を提供してくれるって聞いたんだが」


「申し訳ありません、現在城砦は立ち入り禁止になってまして。代わりにこの城砦の東に宿場町ができてますからそちらへどうぞ」


「しゅ、宿場町だって？」


「ええ。もともとこの城砦の東西には出城があったんですよ。そこに新しく人が寝ね泊とまりできる施し設せつを造ろうってことになりましてね、西側にあった出城を解体してできた資材を使って東側にいろんな建物を造ってるんですよ」


　確かに、トゥールスレン城砦の東西には、かつて王国軍の来らい襲しゆうに備えて造られた二つの出城があった。


　それは今後も王国軍との戦いで大きな意味を持つはずだった。ところが、そのうちの一つが勝手に解体され、もう一つは旅人のための宿場町として使われているという。


　──わけが分からん。一体誰の指示だ？


　少なくともこの城砦の守備隊長バーグラムは、ジェレイドに無断でそんなことをする人物ではなかったはずだ。とすると、例の聖女とやらのせいかもしれない。


「そうか、分かったよ。けど、どうせなら難なん攻こう不ふ落らくで有名なこの城砦に泊とまってみたいんだがなあ」


　とりあえず、軽くそう話を振ふってみる。


「やめておいた方がいいですよ。こんな石の城砦、今は寒くて大変ですから」


　もっとも過ぎる返答だった。この石造りの城砦で暮らしたのは数か月ほどだったが、暮らしぶりは最悪の一言だった。昼は暑く、夜は寒く、湿しつ気けはこもり、さらにそこに多くの人々の体たい臭しゆうが加わるのだ。あれに比べれば、多少質素であろうと天幕でも張って外で寝泊まりする方が何倍も快適だろう。


　しかし、ここで引き下がっては内情が分からない。それならちょっと見学だけでもさせてくれないか──と提案しようとしたが、さすがにそれは怪あやしまれるだろうと諦あきらめる。一応はここは軍事拠点なのだ。これ以上ゴネて効果があるとは思えない。


「分かった。じゃあその宿場町とやらへ行ってみるよ。ひょっとして、話に聞く聖女さまってのもそっちにいるのか？」


「ええ」


　兵士は、あっさりとその存在を認めた。


「必ずいらっしゃるとは言えませんが、この時間でしたら大たい抵ていおられるはずですよ」


「そうか、ありがとよ」


　兵士たちに礼を言い、ひとまずマシューはその場を離はなれた。


　城砦は警備が厚く、出城は勝手に宿場町にされ、しかも聖女が存在し、頻ひん繁ぱんにこの辺りを出入りしているという。この城砦にこんな変化が生じているのは、間ま違ちがいなくその聖女とやらの影えい響きようなのだろう。一体何者なのか、早く顔を拝みに行きたかった。


　だがそのとき、ある光景がマシューの目に入った。


　平原の北部から、物資を運び込む荷馬車の一隊がやってきたのだ。


　ここが軍事拠点であることを考えれば、物資の搬はん入にゆうが行われること自体は珍めずらしいことでもない。だが、今の状じよう況きようではそれは異変というべきだった。


「おいおい。どっから出てきた物資だよ……！」


　ジェレイドは、この城砦が来きたるべき王国軍との決戦において最前線の防衛拠点になると考え、たとえ孤こ立りつすることがあっても充分な期間籠ろう城じようが可能なようにと、かなり多くの物資を搬入していた。その後も継けい続ぞく的な輸送は続いていたが、トゥールスレン城砦が不可解な行動を取るようになってからはそれも停止され、今に至っている。


　そのトゥールスレン城砦に、物資が運び込まれるわけがない。ジェレイドを裏切って王国に付いたというのなら分かるが、それならば出城を宿場町に改築したり、旅人の立ち寄りを認める理由がない。


　一体どういうことかとマシューが首を傾かしげている間にも、輸送隊は城砦に近づいてくる。そして間もなく、マシューはもう一つの大きな異変に気付いた。


　輸送隊には、当然ながら護衛らしき人々の姿が見えた。


「あ、あれは……！」


　しかし、馬に乗り、甲かつ冑ちゆうに身を包んだ彼らは──ただの兵士ではない。騎き士しだった。


　──一体どういうことだ!?　なんで騎士がここに……!?


　様子を窺っていると、騎士たちの率いる輸送隊はそのまま城砦の中へと入っていった。


　農民主体の軍勢であるボルネリア軍に、騎士などいるはずがない。あるいはどこかの騎士が義ぎ俠きよう心しんに駆かられてやってきたのかもしれないが、そうだとしても、あの大量の物資の出所という問題は残る。


「……もう駄だ目めだ、わけ分かんねえや」


　もとよりマシューは考えることが苦手だった。だからこそ知ち恵えの回るジェレイドに昔から一いち目もく置き、その指示に従ってきたのである。


　とにかく、今はできるだけ多くの情報を収集し、そしてありのままをジェレイドに伝えるべきだろう。そうすれば後のことはジェレイドが考えてくれるに違ちがいない。


　かくしてマシューは、城砦の東に造られたという宿場町へと向かうのだった。
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　その日、人里から遠く離れた森の片かた隅すみで、ひっそりと葬そう儀ぎが行われていた。


　といっても、地面を掘ほる道具すら不足していたため、満足な見送りなどできない。遺体をできる限り綺き麗れいにして穴に埋うめるのがせいぜいだった。


　埋まい葬そうされたのは、近この衛え騎士ら十人ほどと、そして国務大臣カルレーン侯こう爵しやくである。


　昨晩、王都ヴァンフィールにおいてカルレーン侯爵率いる騎士たちが、次期国王たらんとするフィリップに反逆し、その留守を突いて決起した。


　しかしフィリップはその反乱を完全に予期し、準備万ばん端たん待ち構えていた。結果的に決起は失敗し、カルレーンたちは多くの死傷者を出しながら王都からの脱だつ出しゆつを余よ儀ぎなくされた。


　決起に参加した騎士の数は、およそ五百人ほど。しかし王都を制圧するために兵力を分散し、さらにフィリップとの戦いで多くの犠ぎ牲せいを出したため、王都を脱出できたのは結局二百人ほどだった。


　しかも、その中には多くの怪我人がいた。脱出こそできたものの満足な治ち療りようも受けられず、夜が明けたときにはさらに十数人が亡なくなっていた。その中の一人が、カルレーン侯である。


　かくして、カルレーン侯を含ふくむ十数人の墓が作られ、簡素な葬式が行われたのである。


　一国の国務大臣まで務めた侯爵を、墓石すらない粗そ末まつな墓に葬ほうむっていいものかと少しばかり議論が生じたものの、


「この国の大地に眠ねむることこそが、カルレーンさまの本ほん望もうです。自分の墓ぼ碑ひなど気にするお方ではありませんでしたわ」


　カルレーン侯の忠実な部下であったというベアトリスという妙みよう齢れいの女性の一言で、異議を唱える者はいなくなっていた。





「国家の礎いしずえとなった英えい霊れいたちに、黙もく禱とうを捧ささげる」


　騎士たちを代表してそう告げたのは、コンフォルトという老騎士である。カルレーン侯の求めに応じて兵を集め、決起の手助けをした老ろう獪かいな武人だ。


　厳げん粛しゆくな沈ちん黙もくが辺りを支配した。


　誰だれもが黙禱を捧げ、共に戦った戦友と、そして最後まで国家に殉じゆんじたカルレーン侯に最後の別れを告げる。


　その中に、アレスたちの姿もあった。従者レオン、〈風の戦いくさ乙おと女め〉ことミーア、その連れルーク、エルフのリーエンノールもいる。


　ミーアなどは亡くなったカルレーン侯や近衛騎士たちとは何ら面識もなく、それどころか敵味方の関係にあるといっても良かったが、それでもこのときばかりは神しん妙みような顔で黙禱を捧げ、そして他の近衛騎士たちも彼女がここに存在することを非難しようとはしなかった。


　それにはカルレーン侯という指導者を失い、騎士たちもどうすればいいのか分からなかったというのもあるが、何よりアレスという存在があったためである。


　一時はハインツ王太子殺害容疑をかけられていたアレスである。生き残りの近衛騎士の中には、アレスを疑う者も少なからず存在していた。しかし彼らを危地から救出し、殿しんがりを務めて王都からの撤てつ退たいを支し援えんしたのは、他ほかならぬアレスだった。しかも、カルレーン侯は死の間ま際ぎわ、アレスを呼び、後こう事じを託たくしたとの噂うわさもある。結果的に、近衛騎士たちはアレスに対し、少なくとも表向き礼を失することはなかった。


　やがて簡素な葬儀は終わった。


　生き残った者は、今後のことを考えなければならない。それゆえアレスは、歓かん迎げいされないことを覚かく悟ごの上でコンフォルトに話しかけた。


「これから卿けいらはどうするつもりだ？」


「正直なところ、どうすればいいのか分かりませぬ」


　カルレーンを失い、そして多くの部下を失ったためだろう。コンフォルトの顔には、明らかな疲ひ労ろうの色が見て取れた。


「我らはカルレーン侯の王家への忠節に殉ずるため、戦ったのです。そのカルレーン侯亡き今、我らは完全に仰あおぐ旗を失ってしまいましたからな」


　気持ちはよく分かった。国王と王太子とが亡くなったとき、アレスも同じような迷いを持ったことがあったためだ。


「それよりも、お聞かせ願いたい。アレスさまこそ今後どうなさるおつもりなのですか？」


「私か？　私は──」


　そもそもアレスが王都へ向かったのは、フィリップに捕とらえられているクラウディアに会うためである。彼女に会って、様々な心の整理をつけたかったのだ。そして、自分は一体何を為なすべきなのかを教えてもらいたかった。


　結果的に、アレスはクラウディアと会い、その答えの一いつ端たんを知った。おまえが為すべきと思ったことを為せ。彼女はそう言ったのだ。


　さらにそんなアレスに、カルレーン侯もこう言い遺のこしたのだ。どうか、王になってくれと。ファノヴァール家にはその資格があると。


　もちろんアレスは迷った。自分が王になるなど想像もつかなかったし、自分のような弱い人間に王が務まるとも思えなかったのだ。


　あるいは昨晩、無理にでもクラウディアを連れて王都を逃にげ出していれば、誰も迷うことはなかったのかもしれない。アレスもコンフォルトも、そしてこの場に集つどった近衛騎士たちも、力を合わせてクラウディアのために戦っただろう。しかし、その道を選んでいれば、恐おそらく夜を越こすのも難しかっただろう。フィリップがクラウディアを手放すとは思えず、そしてフィリップにはパンドラの力が宿っている。その気になれば、一晩中自分たちを追い回すこともできたのだ。今戦せん闘とうが起こっていないのは、恐らくクラウディアがフィリップを止めてくれているからに違いない。


　かくしてアレスは、未いまだはっきりと自らの歩むべき道を定められずにいた。だが一つだけ指針はあった。ミーアに言われたのだ。今この国には、自ら人を導こうとしている人物がもう一人いる。そいつに会ってみたら──と。


「──私は、ひとまずジェレイドのもとへ行ってみようと思う。ジェレイドが何を意図して再び争いを起こしたのか、その真意を問いたいのだ」


「……なるほど。それもよいかと存じます」


　神妙そうな顔をして、コンフォルトは頷うなずいた。


「コンフォルト卿きよう。フィリップが追っ手を差し向けてくる可能性は否定できない。今はできるだけ王都から離れ、どこか安全な場所へ逃げ込むべきだと思う。卿けいらの誇ほこりを汚けがすつもりはないが、もしよければ私に送らせてもらえないか？」


　近衛騎士が他者に護衛されるなどあまり気分は良くないだろう。しかし、怪け我が人ばかりの騎士たちを置いていくことはできなかった。


「今の我らにはありがたい申し出です。しかし、それはお断りさせて頂きたい」


　丁てい寧ねいだが、頑かたくなな態度でコンフォルトは言った。


「なぜだ？　今は面子メンツにこだわっている場合ではないと思うが」


「仰おつしやる通りです。ただ私は、アレスさまの足を引っ張るようなことはしたくないのです」


「どういうことだ？　助けを必要とする者を助けることが、なぜ私の足を引っ張ることになる？」


「私はカルレーンさまからこう命じられているからです。もし自分に事あらば、アレス卿に従うことを考えよ、と。カルレーンさまにどのような意図があってそう命じられたのかはもはや分かりませんが、我々は今もカルレーンさまを信じております。ゆえにアレス卿、あなたには、我らのことなど気にせず、ご自分の信じる道を進んで欲しいのです」


　コンフォルトは騎士としてアレスよりもはるかに長い経歴を持っている。そのコンフォルトが、急にあらたまった丁寧な口調になっていることに、アレスは気付いた。まるで目上の存在に接するように。


「我々のことでしたら心配はいりません。どのみち、二百人でぞろぞろと街かい道どうを行くわけにはいきませんし、一いつ旦たん分散して身を隠かくすつもりです。逃げるアテもいくばくかございます。近衛騎士の中には、貴族を父に持つ者も少なくありませんしな」


「…………」


　アレスとしては彼らを放っていくつもりはまったくなかったが、コンフォルトの提案は妥だ当とうなものと思えた。フィリップとて、未だ正式に王となったわけではない。王都を離はなれてどこかの貴族のもとへ逃げ込むことができれば、多た少しよう時を稼かせぐことはできるだろう。そもそも彼らが分散して行動するというのであれば、アレスには護衛のしようもない。


　大体、アレスとて二百人ほどもの騎士たちを養えるわけではない。コンフォルトの提案の方がよほど理に適かなっている。


「……分かった。では、卿らの無事を祈いのっている。フィリップは皆みなが考えている以上に抜ぬけ目めのない男だ。決して油断はせず、常に自分の居場所はフィリップに露ろ見けんしていると考えて行動して欲しい」


「肝きもに銘めいじておきましょう。それから、アレスさまにもこれだけは覚えておいて頂きたい。我らは王家のためならば喜んで命を捧げる所存だということを。もしアレス卿が王家のために行動なされる時が来たならば、我らは喜んで駆けつけるでしょう」


「……そうか」


　ひょっとして、コンフォルトは知っているのかもしれなかった。ファノヴァール家が、実は王家の血を受け継ついでいるらしいということを。


「アレスさま。わたくしはアレスさまに付いていきたいのですが、よろしいでしょうか」


　このとき、ただ一人そう同行を申し出たのは、ベアトリスであった。


「わたくしはカルレーンさまにこう命じられました。今後はアレスさまをこそ主あるじと思えと。わたくしはその遺ゆい言ごんに従いたいのです」


　彼女はアレスにとって、いささか複雑な相手である。なぜならかつて彼女に殺されそうになったことがあるからだ。それも──ベッドの中で、半はん裸らの彼女に。


　その後、しばらく彼女とは会う機会もなかったが、クラウディア王女がトゥールスレン城じよう砦さいに滞たい在ざいしていた折には彼女が護衛を務め、また城砦を脱出する際にも彼女の協力があったという。


　そして、今は亡なきカルレーン侯こう爵しやくとは父子のような関係にあったらしく、ファノヴァール家が王家の血筋を引いていることを知っている一人でもある。


「……分かった。好きにするといい」


　結局はそう言って、アレスは彼女の同行を許した。色々な経けい緯いはあったが、彼女と敵対する理由も思い浮うかばなかったためである。


　かくして、アレスたちはコンフォルトら近衛騎士たちと別れ、一路北へ向かうこととなった。その旅の道連れは、レオンとリーエンノール、ミーアとルーク、そしてベアトリスの五人である。


　もっとも、そのことをあまり快く思ってなかった人物もいた。


　ミーアである。





　　　　３




　アレスたちは、静かに森の小道を進んでいた。


　そんな中、一人ミーアは自分の馬をベアトリスのそれへと近づけた。


「ねえ。ベアトリス……だったわね」


「はい？　なんでしょう、ミーアさま？」


　ベアトリスは、見事なばかりの人ひと懐なつっこい笑顔で答えた。


　しかし、異性が相手ならば瞬しゆん時じに警けい戒かいを解かせるベアトリスの笑顔も、同性のミーアには通用しなかった。


　このような笑顔が瞬時にできる女は、油断ならない。直感的に、そう悟さとる。それは、古来、幾いく万もの男を苦しめてきた、女の勘かんというものだった。


「ミーアで結構よ。それより、あたしあんたのことよく知らないんだけど、アレスとどういう関係なの？」


　その直接的な質問は、ベアトリスの方にもある確信を抱いだかせることとなる。ミーアがそのような質問をする理由はなぜか。答えは一つしかない。


　ベアトリスは、わざとらしいほど恥はずかしそうに顔を背そむけた。


「言わせないでください、恥ずかしい。アレスさまは今のわたくしにとっては主であり、身も心も捧ささげるに足る大事なお方ですわ。もっとも……身の方はすでに一度捧げたこともあるのですけど」


「……！」


　ミーアは驚おどろきを隠そうとして失敗した。


　そんなミーアの反応を横目に見ながら、止とどめを刺さすかのようにベアトリスは続けた。


「今でも、はっきりと覚えていますわ」


　と、服の上からでも分かる豊かな膨ふくらみに手を当てる。


「アレスさまのお手が、わたくしの胸に触ふれたときのことを」


「噓うそね。噓に決まってるわ」


　即そく座ざにミーアは断じた。


　そうあからさまに否定されると、ベアトリスとしても心こころ穏おだやかではいられない。


「失礼ではありませんか？　このようなこと、冗じよう談だんでは言えるわけがないでしょう」


「甘いわね。言っとくけど、あたしだってあいつともう何日も二人っきりの夜を過ごしたことがあるんだから」


「え──」


　今度はベアトリスの方が動どう揺ようする番だった。


「よ、夜を過ごしたからといって何かあったとは思えませんわ。あのアレスさまのことです、どうせ別々に寝ねて終わりだったんでしょう？」


「ええそうよ。あの甲か斐い性しようなしに、女を押おし倒たおすとか胸を触さわるとか、そんなことできるわけないわ。あんたの話だって、どうせうっかりぶつかったときに手が胸に触れたとか、そんなところでしょうよ」


「…………」


「…………」


　二人の視線がぶつかりあった。もし視線に物理的な力があったら、二人の間に火花でも散っていたかもしれない。


　このとき、何かよからぬ雰ふん囲い気きを感じて、レオンやルークら男たちは自然と馬の歩を速め、二人から距きよ離りを置いていた。


　自分の後方で何が起こっているのかを知らないでいたのは、アレスただ一人であった。
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　もっとも当のアレスは、このときベアトリスとミーアに聞かれたら間ま違ちがいなく怒おこるであろうある悩なやみに駆かられていた。


「……しまった」


　きっかけは、ある単純な事実を思い出したことにある。


「クラウディアさまの誕生日、もうすぐだったな……」


　もう間近に迫せまっていたその日は、クラウディアが成人になる日でもあり、そして何よりもアレスがクラウディアに再会を約束した日でもあった。
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　もっとも、クラウディアとはすでに先日王都で再会している。してはいるのだが、だからといって誕生日に何もしないというのは、なんとも後ろめたかった。大体、そんなことをすれば後でクラウディアに何を言われるか分からない。


　せめて贈おくり物ものの一つもできればいいのだろうが、フィリップにはすべてを見通すパンドラの加護があることが判明している。とてもではないが会いに行けるような状じよう況きようではないし、物を贈れるような状況でもない。


　かくしてアレスは、しばらくの間人知れず頭を抱かかえ続けることとなる。




　第二章　傑けつ士し相そう求きゆう







　　　　１




　ボルネリア軍に、活気が戻もどりつつあった。


　指導者ジェレイドが、再び兵士の前に姿を見せ始めたためである。ジェレイドは以前より少し瘦やせて見えたものの、積極的に会議を開き、城じよう塞さい都市オルガスタを支配下に置いている自分たちの現状は決して悪いものではないということを示し続けた。そのかいあって、兵士たちも士気を取り戻しつつあったのである。


　ただ、当のジェレイドには、ある悩みがあった。アレスの説得に向かわせた〈風の戦いくさ乙女おとめ〉が、未いまだに戻ってこないことについてである。アレスの説得が容易でないことは分かるが、さすがに半月も連れん絡らくがないとなると不安にもなってくる。


　ところがある日、その疑問は思わぬ形で解消されることとなる。一人のドワーフの訪問によって。


「おまえのところの戦乙女から伝言を預かってきた」


　面会が叶かなうなりそう告げたのは、アレスの従者ガルムスだった。


「ミーアは今、我わが主あるじの用事に付き合うため、王都に向かっておる。それが終わり次し第だい、ここへ戻る。そうおぬしに伝えてくれと頼たのまれてな」


「……は？」


　ガルムスが何を言っているのか、ジェレイドにも咄とつ嗟さに理解できなかった。ドワーフのサバサバした性格をジェレイドは嫌きらいではなかったが、しかしこれはいささか端折はしよりすぎだと思う。


　だが、次第にこれは吉きつ報ぽうではないかと思い始めた。ようするに、アレスの説得を任せたミーアが、まさに今アレスと行動しているというのだから。


「王都に向かってると聞きましたが……。一体何をしに？」


「さあな、本人に聞いてくれ」


　つれない返答であった。ただ、ドワーフは人間と違ちがい、進んで噓を吐つくような種族ではないという。あるいは本当に知らないのかもしれない。


「アレスの用事が終わり次第戻ってくると言いましたね？　それはつまり、ミーアがアレスと一いつ緒しよに僕のところへ来るということでしょうか？」


「さあな。ミーアは戻ってくるだろうが、わしの主と一緒だとは限らん。あるいは一緒かもしれんが、だからといって別におまえの部下になるかはまた別だろう」


「……そりゃそうですよね」


　段々と、あまり楽観的な状況ではないのではないか──という気になってくる。


　たとえば、いかなる手段を用いたかは分からないが、アレスにはある事実──いや、弱みを知られている。かつてこの国に北の侵しん略りやくを呼び込んだのが、他ほかならぬ自分だということを。あの頭の堅かたい騎き士しが、それを知ってなお力を貸してくれるとは到とう底てい思えない。「北の侵略を招いただけでは飽あき足たらず、再び反乱を起こすとは何事か！　斬きる！」などといきなり一刀の下もとに両断される可能性の方が高いような気もする。


　いずれにせよ、こればかりは深く考えても仕方なかった。そのうち帰ってくると言っている以上、今はただ帰き還かんを待つしかない。


「ところでガルムスどの。あなたはこれからどうなさるおつもりですか？」


　ジェレイドがそう聞いたのは、いくばくかの打算があったためである。


「さてな。我が主のもとへ赴おもむくだけよ」


「ならば、しばらくこの陣じん地ちに滞在していかれませんか？　アレス卿きようもここへ来るかもという話ですし」


　ガルムスをここに繫つなぎとめていれば、アレスをも繫ぎとめるきっかけになるのではないか。そう考えた末の提案だった。


「ふむ、まあよいか。よし、ならばこうしよう。兵卒として働くから人並みに飯ぐらい食わせてくれ。……いや、違うな。三人分の働きはしてやるから飯は三人前食わせてくれ」


　かくして、ボルネリア軍の兵士は一人増えたのである。それも、ボルネリア軍初のドワーフの兵士が。


　そして彼の主が姿を現したのは、このわずか数日後のことであった。
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　その日、ジェレイドは自分の天幕の中で、間かん者じやからあまり良くない報告を受け取っていた。


　報告の内容は、周辺の貴族たちの動きについてである。港町オルトーユを巡めぐる戦いの際にもそれほど目立った動きを見せなかった北部の貴族たちが、ここに至って大きな動きを見せ始めたのである。


「……以上のように、キアテーヌ侯こう爵しやくを中心に、周辺の貴族たちは兵の動員をほぼ終えております。出しゆつ撃げきの準備はほぼ整い、もはやいつ動き出してもおかしくはない状況です」


「軍勢の規模は？」


「およそ三千から四千と見られます」


「四千……ですか」


　それは周辺の貴族たちの持つ国力からジェレイドが推測していた数値とほぼ同じであり、それゆえに真実味があった。


「ご苦労さまです、引き続き警けい戒かいをお願いします」


「は」


　一人になったジェレイドは、一人椅い子すに座って考え込んだ。


「これもフィリップの仕し業わざなんでしょうかねえ」


　この局面で、貴族が動いた。その理由はいくつか考えられる。


　たとえば、ボルネリア軍は港町オルトーユを巡る攻こう防ぼう戦せんにおいて敗北した。その結果、兵数は三千ほどにまで減り、何よりも士気が低下している。その弱みに付け込んで功を上げようという腹なのかもしれない。


　あるいは、オリビアの報告書にもあった、王国北部で生じ始めているある影えい響きようを打ち消すために動かざるを得なかったのかもしれない。


　フィリップが裏で動いたという可能性も高い。現在フィリップは王都に戻って足場固めに専念しているようだが、だからといってこちらに休む時間を与あたえるとは思えない。未来の王に忠誠を見せつけよ──そう命じて貴族を動かしたのかもしれない。


「……考えれば考えるほど、貴族が動かない理由がないんですよね」


　ボルネリア軍としては、先の敗戦の失点を取り返すためにも、次の戦いくさでは相手が誰だれであろうと完勝しなければならない。それができなければ、兵士たちよりも先に城塞都市オルガスタの商人たちが手を切りにかかるだろう。


　しかし、貴族たちの兵力は三千から四千。こちらと同数かそれ以上であり、勝利はたやすくない。


　もちろん、勝算はある。四千の軍勢は、一人の将軍によって統とう率そつされているわけではなく、貴族たちがそれぞれ私兵を率いて集まっているだけだ。船頭多くして船山に登るという。貴族たちを仲なか違たがいさせる手があれば、打うち崩くずすのは難しくはないはずだった。


　ただ、現在彼らを統率しているのはキアテーヌ侯爵だという。その名前は知っている。先の北との戦の折、決死の覚かく悟ごで兵を率い、難民が逃にげる時間を稼かせぐべく北と果か敢かんに戦った貴族だ。その実績と名声はとても軽視できない。しかし逆に言えば、彼さえどうにかできれば後は烏う合ごうの衆しゆうとなるはずなのだ。


「大変だ、ジェレイド！」


　ジェレイドの思考の時間は、侍じ従じゆうともいうべき立場にあるクライスの乱暴な登場によって乱された。


「なんですか、騒そう々ぞうしい。陣じん中ちゆうにあっては、たとえ奇き襲しゆうを受けても騒さわぐべきじゃないといつも言っているでしょう」


「いいから聞けよ！　〈風の戦乙女〉が戻ってきたんだ！　それも……〈赤の悪あく魔ま憑つき〉と一緒に！」


「……へえ。それは、確かに大変ですね」


　数日前に訪れたドワーフの言葉通りであった。それゆえ、少なくともこのときはジェレイドが驚おどろきを露あらわにすることはなかった。





　　　　◆




「これが、ボルネリア軍か」


　陣地の入り口に到とう着ちやくしたアレスは、その陣容に驚きを隠かくせないでいた。


　聞けばボルネリア軍は、つい半月ほど前にフィリップに敗やぶれたばかりという。にもかかわらず、負傷兵や戦意をなくした兵の姿など、およそ敗軍という言葉から連想されるようなものが一いつ切さい見受けられなかったのだ。


　それどころか、兵士たちは武装して二列に並び、自分たちを出で迎むかえる準備を完全に整えている。


「なんかあいつら、殺気こもってないか？」


　居並ぶ兵士たちを見て、従者レオンがやや弱気に呟つぶやいた。


「まあ仕方あるまい、アレスといえばボルネリア軍がもっとも恐おそれた天敵だからな」


　リーエンノールがあっけらかんと同意する。


　確かに、兵士たちの表情には、殺気に近いものが浮うかんでいた。もし妙みような動きを見せれば、即そく座ざにかつての仲間の仇かたきをとってやる──そう言っているようでさえあった。


「ま、あたしたちも一緒なんだからいきなり襲おそわれることはないわよ。さ、行きましょ」


「分かった。頼む」


　ミーアが先頭になって、アレスたちは陣地を進んだ。一歩進むたびに、様々な感情のこめられた視線が突つき刺ささる。もし兵士の一人が混乱して突きかかってくるようなことがあれば、何か目に見えない均きん衡こうが崩れて大乱戦となるのではないか。そんな気にさえなってくる。


　だが、それは杞き憂ゆうだったようだ。兵士たちはよく統率されていたためか、あるいは〈風の戦乙女〉がいるためか、最後まで持ち場を動くことはなかった。


　やがて、アレスたちは陣地の中央に到とう達たつしようとしていた。


　そこには大きな天幕があり、そして一人の統率者が待っていた。


　このとき、王国暦れき八十三年第十一の月十日。すでに西の空に日は沈しずみかけ、東の空は夕ゆう闇やみに染まり始めていた頃ころ。アレスとジェレイドの二人は、三歩ほどの距きよ離りを置いて対たい峙じした。


　その気になれば一ひと太た刀ちでジェレイドを斬きり裂さける距離である。そのせいか、周囲の兵士たちから感じられる緊きん張ちよう感かんが一気に増したように感じられた。
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　──はて。何か変わりましたね。


　ジェレイドは、眼前に現れたアレスの変化を敏びん感かんに感じ取っていた。


　彼と最後に会ったのは、巨きよ人じんを操あやつる北の一軍──ミレスデン軍との決戦のときである。その後、アレスにはミレスデン軍の撤てつ退たいを見届けるという任が与えられ、それ以後何か月も目もく撃げきしていない。


　たった数か月の空白。にもかかわらず、明らかにアレスは以前とは違っていた。


　まず、甲かつ冑ちゆうが変わってるのは確かだ。近この衛え騎士の赤い甲冑ではなく、今は白銀の甲冑をまとっている。


　もっとも、そんな外面的な変化は些さ事じに過ぎない。何よりも変化しているのは、雰ふん囲い気きや顔つきだった。


　たとえば、前回会ったときは、十八歳という年ねん齢れいゆえか、言動にしろ顔つきにしろ、まだどこか子供っぽさが残っていた。ところが今はそれが消え、顔には深みすら増したように思える。


　それを老ふけた──と表現する者もいるかもしれない。だが、そのような指し摘てきをする者は、世間知らずの子供だけだろう。ジェレイド自身がそうであったからこそ知っていた。アレスの顔は、苦労を積んだ男のそれになっていた。


　考えてみれば、アレスは王太子殺害容疑をかけられ、これまで忠誠を尽つくしてきた王国全土から追われる身になっていたのだ。それ相応の苦労を積みもしよう。もっとも、その経験が彼にどのような影響を及およぼしているのか、ボルネリア軍にとって吉きちとなるかはまだ分からないが。


　──ま、よく考えたら彼が何しに来たのかもよく分からないんですよね。


　一番ありがたいのは〈風の戦いくさ乙おと女め〉の説得が成功してアレスが味方になってくれることだ。アレスの横に彼女の姿があることを考えれば、決して有り得ないことではない気もする。
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　しかし、そうだとしたら、アレスがああも張はり詰つめた表情をしている理由が分からない。油断はできなかった。





　　　　◆




　一方、アレスの方も似たようなことを考えていた。


　──やつれたな、ジェレイド。


　それが、数か月ぶりの再会で最初に抱いだいた印象だった。


　青白い顔は相変わらずだが、全体的にさらに瘦やせたような感がある。


　だが、明らかに以前より強くなっている部分もあった。何か覚悟を決めたような強い意志だ。


　そういえば、フィリップにも似たような雰囲気があった。フィリップの場合は覚悟というより飛びぬけた高こう慢まんさとでもいうべきかもしれないが、いずれにせよ統率者たらんとする者にはそういった気き概がいが自然と宿るのかもしれない。


「ようこそ、アレス卿きよう」


　先に口を開いたのはジェレイドの方だった。このような異常な状じよう況きよう下かにありながら、その口調に歪ゆがみはない。


「救国の英えい雄ゆうにして王太子殺害の容疑をかけられているあなたが、一体どのようなご用向きでしょう？」


「……ジェレイド。おまえに、問いただしたいことがある」


　短く、それだけを伝える。


　わずかな沈ちん黙もくの後、ジェレイドは言った。


「いいでしょう。あなたほどの人が僕ごときのためにここまで来てくれたのです。こちらも敬意をもって対応いたしましょう」


　ジェレイドは背を向け、天幕の方へと歩を進めた。


「こちらへ。せっかくです、かつてのように二人きりで話をしようではありませんか」


「…………」


　アレスは無言でその後に続いた。


　一軍の指導者と、閉ざされた空間で一対一になろうというのだ。ボルネリア軍の兵士たちからしてみれば、あまり好ましい状じよう況きようではないだろう。


　しかし、二人きりで話をしようと言ったジェレイドの言葉に忠実たろうとしているのか、あるいは雰囲気に気け圧おされたのか、誰も異議を唱えようとはしなかった。ミーアでさえ、今回ばかりはその場に留とどまり動こうとしない。





　天幕の中は執しつ務む室のようになっていた。


　あるものといえばベッドとテーブル、それに椅い子すがいくつかあるぐらいで、一軍の指導者の滞たい在ざい場所とは思えぬほど質素である。ジェレイドらしいといえばらしいが。


　ただ、中には二人の子供がいた。


　見覚えがあった。かつてクラウディアと共にトゥールスレン城じよう砦さいに滞在していたとき、ジェレイドが世話役として付けてくれた少年と少女だ。今はジェレイドの小こ姓しようでも務めているのだろう。


「クライス、ソフィア。すいませんがここで話し合いをすることになりまして」


「分かった。行こう、ソフィア」


　クライスと呼ばれた少年は、事情を察したのか少女の手を引いて天幕の外へ出て行った。追い出してしまったようで少し申し訳ないが、こればかりは仕方ない。


「どうぞ、お座りください」


　テーブルを挟はさんで、椅子を勧すすめられる。


「いささか密談をするには壁かべが薄うすいのが欠点ですけどね。ただ、外であの二人が見張ってくれているはずですので、大声を出さない限り誰だれかに聞かれることはありませんよ」


「…………」


　別に外で誰が聞き耳を立てていようとどうでもよかったが、これもジェレイドなりの誠意なのだろうと前向きに解かい釈しやくし、勧められた椅子に座る。


　それにしても、ジェレイドを前にするとなぜか妙に気が張り詰めてしまう。自分は別に喧けん嘩かをしにきたわけではないのだ──アレスはまずそう自分に言い聞かせた。そして張り詰めた気をほぐすため、自ら話を振ふる。


「こうして向き合うと、思い出すな。初めておまえと会ったときのことを」


「おや、あなたの方からそんな世間話を振られるとは思いませんでしたね。まあ確かに、思い出さずにはいられませんが」


　ジェレイドはわざとらしくおどけて見せた。


　あれは確か、第五の月のことだ。アレスは、かつて師の手引きでジェレイドと──最初は偽ぎ名めいを名乗っていたが──出会った。そして、ジェレイドは語った。なぜ反乱を起こすに至ったのかというその経けい緯いを。


　あれから、まだ半年ほどしか経たっていない。にもかかわらず、ずいぶんと色々なことがあった気がする。


「まあ、過去の話はこの辺にしておきましょうか。あなたも、そんなことのためにお越こしになられたわけではないでしょうし」


「そうだな、本題に入ろう」


　アレスは一度大きく息を吸った。そしてジェレイドを正面から見み据すえる。ジェレイドも、真っ向からその視線を受け止めた。


　ずっと抱いていた疑問を投げかける。





「おまえは一体、何をするつもりなのだ？」





「…………」


　ジェレイドは相変わらず顔に何ら感情を浮かべず、代わりにアレスの言葉を静かに促うながした。


「何を……とはどういうことでしょうか？」


「北の侵しん略りやくは撃げき退たいされ、ようやくこの国に平和が戻もどりかけたこの時に、おまえは軍勢を動かし城じよう塞さい都市オルガスタを支配下に置き、ついには王国と刃やいばを交まじえたとも聞く。おまえの目的はなんだ？　再び大きな争いを起こし、この国になおも混乱をもたらすことか？」


「その通りです。必要とあれば」


「なに──」


　ジェレイドの即そく答とうに、アレスは言葉を失った。


「僕が何をしたいのか、ですって？　目的は以前にもお話ししたはずです。農民たちの地位を向上させ、十年の後に農民たちの楽園を作ることですよ。僕の志こころざしはまったく変わってません、今もそのためにすべきことをやっているだけです」


　ジェレイドと再会してから、初めての憤いきどおりを覚える。


「つまり、そのためなら再び争いを起こし、血を流すことも辞さないというのか！」


「そうですとも。僕たちにはそうする必要があったんです。先に亡なくなった国王陛へい下かと、僕たちは和わ睦ぼくを結びました。あるいは陛下がご存命であったならば、僕たちもこんなことをせずに済んだのかもしれません。しかし陛下は亡くなり、次の国王はあのフィリップというではありませんか。彼の為人ひととなりは多少なりとも知っています。名めい誉よ欲よくが強く、独善的で、何より平民を軽かろんじている人物です。父親を殺して侯こう爵しやくの地位を奪うばったという話さえ聞きました。そんな人物が王になったとして、僕たちに平和が訪おとずれると思いますか？　僕にはとてもそうは思えません」


　王都におけるフィリップの所業を見、そしてフィリップ自身の言葉を聞いたこともあるアレスは、咄とつ嗟さに何も言い返せなかった。


　事実、フィリップは言ったのだ。慈じ悲ひでも慈じ愛あいでもなく、力によって支配者たらんと欲ほつすると。そのフィリップが王となれば、再び争いの火が生まれることは間ま違ちがいないだろう。


「……確かに、フィリップに王たる資質があるかは疑問が残る」


　その点については、アレスも同意せざるを得なかった。


「だがおまえとて、かつては北の侵略を呼び込み、多くの人々を傷つけたこともあった。そして今また再び戦乱の世を呼び込み、多くの人々を犠ぎ牲せいにしようとしている。そんなおまえにフィリップを非難できる資格があるというのか？」





「然しかり！」





　ジェレイドは即そく座ざに断言し、思わずアレスの方が呆あつ気けに取られたほどだった。


「な、なんだと……？」


「何を言い出すかと思えば、そんなことですか。確かに僕は北の侵略を呼び込むことで混乱を呼び込んだかもしれません。ですが、それが何だというんです？　僕は少なくとも僕に従ってくれる人に無用の犠牲を強しいたことはありません。僕は僕に付いてきてくれる人だけを救うべく全力を尽つくしてきました。これまでも、そしてこれからもその方針を変えるつもりはありません。たとえベールセール王国に住む人々すべてが死に絶えようと、僕に付いてきてくれる人たちだけが生き残ればそれは僕にとっての勝利なのです。そして、たとえ一時的に多くの犠牲が出ようと、十年後にはすべてをよみがえらせ、真の楽園を作ってみせましょう」


　思わず啞あ然ぜんとなる。


「一部の人を切り捨てて実現する理想になど何の意味があるんだ！　それではフィリップと同じではないか！」


「心外ですね。何度も言いますが、僕は少なくとも僕に従ってくれる人にだけは、誠心誠意尽くす気でいますから。それにアレス、そのように僕を非難するのであれば、僕もあなたに問わなければなりません」


「な、何……？」


「あなたこそ、一体何ができるというのですか？　確かにあなたは多くの人々の命を救ってきたのかもしれません。実際、北の侵略の際にも、傭よう兵へいから多くの人々を救ったと聞いています。しかし、あなたが救った人々が、今どこで何をしているかご存じですか？」


「え……」


　思ってもみなかった方向からの詰きつ問もんに、アレスは鼻はな白じろんだ。


「あなたが救った人の多くは、間違いなく難民となったでしょう。しかし難民を援えん助じよする制度など、今の王国にはありません。難民の多くは住む場所も与あたえられず、物ごい同然の生活をするしかないんです。その結果、どれだけ多くの難民が飢うえて死んだかご存じですか？」


「…………」


　答えられなかった。


　だがその事実を、アレスは少なからず知っていた。アレス自身、最下層の身分──奴ど隷れいとなってその様子を目まの当たりにしてきたからだ。


「まあその点についてあなたを責めるのは筋すじ違ちがいかもしれません。あなたは武人、剣けんを振ふるうことで人を救うのが仕事なのですから。しかし、僕は違ちがいます。僕たちは本ほん拠きよ地ちボルネリア領において多くの難民を受け入れ、養っています。分かりますか？　確かにあなたには、目の前の人々を助ける力はあるかもしれない。ですが、あなたには彼らの十年後、いや、一月後すら救うことはできないんですよ」


「…………」


　まるで舌の根が凍こおり付いてしまったかのように、言葉が出てこなかった。


　ジェレイドはそんなアレスを正面から見据えた。ただし、それまでのような真しん剣けんなまなざしではない。侮ぶ蔑べつ、冷れい笑しよう。そんなものがこもった視線でだ。


「アレス、もう一つあなたに問いましょう。人の上に立とうとしているという点で僕と同じ志を持つフィリップにならまだしも、何の責任も負おうとせず、目先のことしか考えていないあなたに、僕のやることを非難できる資格があると本気でお思いですか？」


「……！……」


　アレスは呻うめき声一つ出せなかった。


　自分にジェレイドを、そしてフィリップを非難する資格があるのか。まったく何も答えられなかった。


「だ、だからといって……」


　ほとんど苦くるし紛まぎれに、アレスは声を絞しぼり出した。


「一部の人々を救うためならば何をしてもいいのか。北の侵略を呼び込み国全体を危機に陥おとしいれることすら抵てい抗こうはないのか！」


「ええ、そんなには」


　ジェレイドは人を食ったような返答を、躊ちゆう躇ちよなく言ってのけた。


「な、に……？」


「残念ながら、万ばん物ぶつが有限である限り、すべての人々を救うことなど不可能なのです。ならば救えるだけを救うべきであり、だから僕は僕に従ってくれる人だけを助けます。彼らは僕に賭かけてくれたんです。ゆえに配当を受ける資格があるし、僕には配当を払はらう義務がある。それ以外の人々は、僕に賭けないことを選んだ。賭けに外れれば、損害を負う。結局はそれだけのことなんですよ。生物が朽くち果はて、それが大地の糧かてとなるように、多くの人々が傷つき、死に絶えることでこそ成し遂とげられることもあるのです。僕に従わない人々が何万人死のうと泣なき叫さけぼうと、僕にはどうでもいいこと。それが嫌いやなら、僕に従えばいい。そこに道義的な問題があるというなら、地じ獄ごくに堕おとされた後で何百万回でも詫わびますよ」


　啞然とした。


　説得する言葉を失う。ジェレイドが恐おそろしいと、初めて思えた。


　その考え方が怖こわいのではない。人を犠牲にすることをも厭いとわないと断言したジェレイドの覚かく悟ごのほどが怖かったのだ。


「な、なぜだジェレイド……！　いつからそんな考えを抱いだくようになった!?」


「何を誤解されてるのかは知りませんが」


　ジェレイドは中指を伸のばして眼鏡めがねをかけ直した。


「僕はずっと昔からこんな考えの持ち主でしたよ。ただ、覚悟が足らなかっただけです。ですが、最近になって僕のやっていることに間違いはなかったということが分かってきましてね。北の侵略を招いて多くの人々を死傷させたことすらも、結果としては僕の理想を実現する近道となったのです。いいえ、むしろあれだけでは足りなかった。いっそ疫えき病びようでも流は行やらせて、もっと多くの人々を死なせるべきでしたね」


「なん……だと!?　おまえ何を言っているのか分かっているのか！　それではただの狂きよう人じんではないか！」


「狂人とはひどい仰おつしやりようですね。僕とて無む闇やみに人の死を望んでるわけではありませんよ、ちゃんと合理的な理由があるんです」


　ジェレイドは天幕の隅すみに置いてあった机の引き出しから、何かを取り出した。


　羊皮紙の束だ。それを突つきつけるようにアレスに差し出す。


「なんだ、これは？」


　受け取りながら、目を落とす。


「それはこの辺り一帯の──すなわちベールセール王国北部の現状について記された報告書です」


「現状？　どういうことだ？」


「短時間で読めるものでもありませんしね、要約して差し上げましょう。王国北部において、多くの農民たちが今どのような状じよう況きようにあるかはご存じですね？」


「……ああ。北の侵しん略りやくによって多くの農民が難民となり、苦しんでいる。しかもその原因の一いつ端たんを作ったのが、おまえだ」


「その通りです。もっとも、当時この国ではあれだけ大きな内乱をやってたんですから、どうせいつか北も攻せめてきてたと思うんですけどね。まあ当事者の僕が言っても責せき任にん逃のがれにしかなりませんが」


　あくまで他ひ人と事ごとのように言ってのけるジェレイドに、再び怒いかりが湧わいてくる。


「それで？　一体何が言いたい？」


「簡単なことです。今王国の北部では、農民たちの地位が向上しているのです。人口が減ったおかげでね」


　その言葉の意味を理解するには、若じやつ干かんの時間が必要だった。


「ばっ、馬ば鹿かな！　信じられるか！　なぜ多くの人々が犠牲になることで農民の地位が向上する!?」


「信じる信じないは自由ですが、これは明確な事実なんですよ。単純な話です、農民の数そのものが減った結果、相対的にその地位が、いえ、価値が上がった。それだけの話です。難しい話じゃありません、考えてもみてください。どれだけ貴族が強い権力を持っていたとしても、手元に領民がいなければどうにもならないんです。支配する領民がいて初めて税を徴ちよう収しゆうすることができるわけですからね」


「そ、そんな……」


　ジェレイドの言っていることは単純で、不本意ながらアレスにも理解が可能だった。


　だが、信じたくはなかった。農民が大勢死んだことで、その地位が上がる。そんなことがあって欲しくないと、半なかば願望として思う。それはアレス自身の歩みを否定するものでもあったからだ。


　アレスは一人でも多くの人々を救おうとした。他方、ジェレイドは自分を支持しない人々を切り捨てようとした。その結果、正しかったのはジェレイドのやり方だったなどとは、とても考えたくなかった。


「生じている変化はそれだけじゃありません。今北部にはボルネリア領という農民にとっての楽園が存在しています。僕たちは難民を広く受け入れ、当座の生活費を援助し、さらに家と畑を与える政策を執とっています。横暴な領主のもとへ戻もどるぐらいなら、ボルネリア領へ行った方がいいのではないか。多くの農民はそう考えているんですよ。大体、本来僕たち農民には移動の自由すらありません。ノコノコ領地に戻った挙句、逃とう亡ぼうの罪で処しよ罰ばつされるようなことがあれば笑い話にもなりませんからね。この状況に、貴族の方が先に音ねを上げ始めているんですよ。逃亡の罪は問わず、当面の税金は安くし、あるいは当座の生活費を援助する。だから故郷へ帰ってきてくれ、あるいはうちの領民になってくれ──領主の方からそう提案するようになってきてるんですよ」


　ジェレイドは、嘲あざけるような目でアレスを見た。


「実のところ多くの難民たちは、故郷へ帰りたがっています。当然です、知らない土地で生活していくのは不安と苦労の連続ですからね。僕たちとしても、彼らが故郷へ帰りたいというのであれば引き止めるつもりはありません。しかし一度領主に裏切られた農民たちは、すでに領主への忠誠心を失っており、故郷へ帰ることにも強い不安を抱いだいています。そこで僕たちは、彼らにある申し出をしているんです」


「も、申し出……？」


「領主が彼らを蔑ないがしろにすることのないよう、僕たちが後うしろ盾だてになってさし上げるんですよ。その上で貴族たちと交こう渉しようし、権利向上を勝ち取るんです。分かりますか、これがどれだけ有益な取引なのかが。これで農民たちは確実に多くの恩おん恵けいにあずかれるでしょう。そして、彼らも一度甘い蜜みつの味を知ってしまえば、もう昔の暮らしには戻れません。もし今後領主たちが約束を違たがえるようなことがあれば、今度こそすべての農民たちが武器を手に起たち上がることになります」


　ジェレイドは一息置くように、中指を伸ばして眼鏡の位置を直した。


「確かに、僕の手法は道義的に褒ほめられるべきものではないでしょう。死後、煉れん獄ごくに堕おとされることも間ま違ちがいありません。ですが、僕は常に十年後を見み据すえて行動しています。この状況が続けば、王国北部全域において確実に農民の地位は向上するでしょう。そしてそれはやがて王国全土に波は及きゆうします、間違いなくね。そのときこそ貴族は力を失い、少数が多数を支配するという構図は崩くずれるんですよ」


　アレスは完全に打ちのめされた。


　それは結果論ではあったかもしれない。いずれにせよジェレイドが多くの人々を犠ぎ牲せいにしたことは事実なのだ。


　それでも、ジェレイドの言っていることを否定できなかった。何も言い返せなかった。心のどこかでは、それは違ちがう、間違っている、人の命を切り捨てて達成できるような理想などあってたまるかと、そう思う。


　だが──現にジェレイドに示されてしまった。人が犠牲になったことで現実になりつつある理想を。


「お話は、終わりのようですね」


　ジェレイドは席を立った。そして打ちひしがれたアレスに興味を失ったように、そのまま背を向ける。


「今日はもう遅おそいですしね。いくらなんでも、夜中に客人を放り出すのは無ぶ粋すいというもの。一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんぐらいは提供いたしましょう。ソフィア、クライス！」


　ジェレイドが名を呼ぶと、二人の子供がすぐに天幕へ入ってくる。


「大事な客人です。空いている天幕に案内して、できる限りもてなして差し上げるように」


「ああ、分かった」


「アレスさま。ご案内いたします、どうぞこちらへ」


「…………」


　アレスは黙だまって二人の子供たちに付いて行くことしかできなかった。





　　　　◆




「少しはアレスも成長したようですね」


　アレスが天幕から出て行った後、ジェレイドは一人呟つぶやいた。


　初めてアレスと出会ったときのことを思い出す。あのときのアレスは、解放軍の指導者ですと身分を明かしただけで何度となく剣けんの柄つかに手をかけ、殺気だった目で睨にらみつけてきたものだった。


　しかし、数か月ぶりに再会したアレスは、どれだけへこまされようと、少なくとも剣に手をかけるようなことは一度もなかった。大人っぽくなったのは顔つきだけではなく、やはり内面的にも大きな変化があったのだろう。


　むしろ調子に乗って言い過ぎたのは自分の方ではないかという気もする。これまで、アレスには苦く渋じゆうを舐なめさせられた経験しかない。そのアレスが言い負かされて落ち込んでいるところを目まの当たりにしたせいか、ついつい加か虐ぎやく心に駆かられ、舌を動かし過ぎてしまった。


　とはいえ、別に何一つとして間違ったことは言っていない。アレスに語ったことは、すべてが真実なのだ。


　目の前の人々すべてを救うことを信条としているアレスからすれば、実に信じ難がたいことばかりだっただろう。今いま頃ごろはさぞかし落ち込んでいるに違いない。


「ま、結構なことです」


　一度奈な落らくまで突き落とし、然しかる後、小さな希望を与あたえる。それが交渉、いや、脅きよう迫はくの基本である。


　まず今夜一晩アレスに悩なやむ時間を与え、明日あしたになったらにっこり微笑ほほえみながら手を差し伸べてやろうではないか。確かに僕は僕を支持してくれる人しか助けるつもりはありません、しかしあなたが僕に手を貸してくれれば、もう少し状況はマシになるかもしれませんよ──と。





　　　　２




　アレスが案内された天幕は、それなりに上質な場所だった。十人ぐらいで寝ね転ころべそうなほどの空間があり、しかも戦地だというのにベッドが置かれている。


　もっとも、そんな設備などどうでもよかった。


「何も、言い返せなかったな……」


　一人呆ぼう然ぜんと呟く。


　ジェレイドは、人を犠牲にすることが必要であるかのごとく、しかもそれが正義だと言わんばかりの主張をした。


　そんな馬鹿げた話があるかと、何度思ったか知れない。だが、結局は何一つ言い返すことができなかった。


　ジェレイドが正しいとは思えない。思えないのだが、ジェレイドの行動は実際に農民たちに良い影えい響きようを及およぼしている。このままジェレイドの理想が実現されれば、それはそれでいいことではないのか。そうも思ってしまう。


　だが、目の前に助けを求める人がいたとして、十年後の理想のためだからという理由で見捨てることが正しいのか。すべての人を助けることは、すべての人を救うことには繫つながらないのか。一体自分はどうすべきなのかと、アレスの堂どう々どう巡めぐりは続いた。


「やれやれ、久しぶりの再会だというのに……そんな不景気な面ツラを見せるな、我わが主あるじよ」


　天幕に誰だれかが入ってくる気配があった。


　振ふり返ると、ここしばらく別行動を取っていたドワーフの従者の姿があった。


「ガルムスか、久しぶりだな」


　他ほかにも、旅の仲間たち──リーエンノールとミーア、ベアトリスやレオンにルークらの姿もあった。


「どうした、何があった？　随ずい分ぶん陰いん気きな顔してるじゃないか」


　レオンが当然の疑問を投げかけてくる。


「……言い負かされたよ、ジェレイドに」


　神しん妙みようにアレスは答えた。


　だが、五人の反応は思ってもみなかったものだった。


「ほら、言ったでしょ？　絶対アレスの方がけちょんけちょんにされるって」


「まあ分かりきっていたことだ。やはり賭かけにもならんかったな」


　まずミーアとガルムスが、ため息でも吐つかんばかりにそう言い合った。


「仕方ありませんわ。相手はジェレイド、農民を率いて口先だけでここまでやってきたような男ですもの」


「それにしたって、もう少しぐらい根こん性じようを見せて欲しいところだがな」


　ベアトリスとリーエンノールまでそんなことを言い、アレスは思わず呆あつ気けに取られた。


「ま、待ておまえたち。なんだその反応は。それではまるで……私が言い負かされると分かっていたかのようではないか！」


「そりゃそうよ。何を話すつもりだったのかは知らないけど、口下べ手たのあんたがジェレイドと一対一で話し合ったりすれば、まあコテンパンにされるのは当然でしょ」


　一いつ瞬しゆん愕がく然ぜんとするが、すぐに苦く笑しようする。


「……は、はは。そうだな」


　考えてみればその通りだ。自分には剣を振ふるうしか能がない。それは分かりきっていたことではないか。


「ほれ、我が主よ。黙ってないで何があったか詳くわしく話せ」


「…………」


　ガルムスに促うながされたものの、話すべきかどうか、少しだけアレスは迷った。ジェレイドに言い負かされたことを詳しく説明するのが、我ながらみじめで情けないことだと思ったのだ。


　だが、それも一瞬のことである。自分が情けない男だということはとっくの昔に思い知らされている。そして自分の無力さを痛感させられた結果得ることができた教訓が、仲間を頼たよるべしというものだったではないか。


「ジェレイドは、私にこう言ったのだ──」


　聞かされたことを出来る限りそのままレオンたちに伝える。


　ジェレイドは十年後の未来を見据え、自分を支持してくれている人々のためにのみ行動しているということ。たとえ今、大きな争いが起き、多くの犠牲が生じたとしても、それが未来に繫がるのなら何も問題はない。それどころか、今はもっと多くの犠牲が必要だという。そうすれば農民の価値はさらに高まり、理想実現の糧かてとなるだろうから──。


「……私にはとてもジェレイドのやろうとしていることが正しいとは思えない。だが、ジェレイドは実際に成果を上げようとしている。誰か教えてくれ。ジェレイドは正しいのか？　皆みなはジェレイドの言葉を聞いても、憤いきどおりは湧わかないのか？」


　アレスの問いかけに、六人の仲間たちは一瞬だけ沈ちん黙もくした。


「私としては、こう答える他ないな」


　まず口を開いたのはリーエンノールである。


「人の歴史がそういうものであるということは知っている。昔から変わらんではないか、自らの野望のために他者を犠牲にするというのはな。その是ぜ非ひなど分かるわけもない。ただ私としては、ジェレイドが何をしようとその結果を見届けたいだけだ」


　エルフらしい物言いだった。


　ガルムスもフンと鼻を鳴らす。


「エルフの後追いをするのはシャクだが、わしも似たようなものだな。人間が何をしようと知ったことではない。大体、今のわしはおぬしの従者だ。おぬしが馬ば鹿かげたことをし始めたなら止めもするが、ジェレイドが何を考えていようと知ったことではない」


「わたくしも同感ですわ」と、ベアトリス。「わたくしの主はアレスさまです。わたくしはただ、アレスさまが何を考えて何をしたいのかを知り、その手助けをするだけです」


「そ、そうか」


　アレスは戸と惑まどいを隠かくせなかったが、彼ららしいと言えばらしい返答だった。


　だが、ガルムスたちはそうだとしても、彼女までもがそうだとは思えない。アレスは、ジェレイド直属の部下たちに向き直った。


「ミーア、ルーク。おまえたちはどうなんだ？　ジェレイドは、理想のためなら弱者を見捨てることも厭いとわないと、そう断言したのだぞ。それでもジェレイドに仕え続けることができるのか？」


「そりゃ、あんまり耳みみ障ざわりのいい話じゃないわ。でも、あたしはジェレイドに賭けた側の人間だもの。ジェレイドならきっといい未来を作れるって、そう信じたから力を貸してるの。それに、ジェレイドのやり方で救われた人は確実にいるってことをあたしは知ってるし。もし本当にジェレイドが目に見えて暴走し始めたら、そのときはあたしたちで止めればいいだけじゃない」


「同感だ」ルークも頷うなずく。「俺たちは所しよ詮せん平民だ、人を導くなんてことはできないし、どうすればみんなが幸せになるかなんて分かるわけもない。ジェレイドに賭けたのだって消去法の結果だ、他にどうすればいいのか分からなかったんだよ。手をこまねいて傍ぼう観かんしてるだけの方がよっぽどタチが悪いだろうしな」


「そうか」


　彼女らはそれぞれの理由で、ジェレイドに仕えているらしい。実際、ミーアが言ったように、ジェレイドのやり方で救われた人も確実にいるのだろう。だが、だからこそアレスは余計に戸惑いを隠せなかった。


「……ジェレイドの行動にも理由があることは分かる。だが、分からない。目の前に助けを求める人々がいたとして、それを救っていけない理由などあるのか？」


「そりゃ、そんな状じよう況きようなら助けるべきだろ」と、レオン。「それが駄だ目めなら、騎き士し道どうなんてとっくの昔に破は綻たんしてるだろうし」


「だが、ジェレイドの言っていることにも一理はあるだろう」


　と、リーエンノールが何気なく口を挟はさむ。もちろん、聞き捨てならなかった。


「どういうことだ？　助けを求める目の前の誰かを見捨てることに、どんな理由が見み出いだせるというんだ？」


「そうだな。では一つたとえ話をしてやろう。たとえば、仮に百人分の食しよく糧りようしか生産できない村に、千人の人間が住むことになったとする。千人に食糧を配り続けていればたちまち全員が餓が死ししてしまうだろう。しかし九百人を殺せば、百人は確実に生き続けることが可能になるわけだ。さてアレス、おまえはどうするのが正しいと思う？」


「…………」


　答えられなかった。


「分かるか、そういうことだ。ジェレイドは確実に百人が生き残る道を選んだのだ。一時的に人の数は十分の一にまで減るが、時が経たてば人は増えるし繁はん栄えいもする。ジェレイドのいうように、十年の後には楽園が築かれているかもしれん」


　リーエンノールの比ひ喩ゆは的確で、それゆえにアレスの受けた衝しよう撃げきは大きかった。


　呼吸が苦しくなる。理由も分からず胸が高鳴り、顔から血が引いていくのが分かった。


「私は……私がやってきたことは、人々のためになっていなかったのだろうか？」


　多くを救うことが、結果として混乱を招くことになったのだとしたら。それはアレスにとって、自分の歩んできた人生すべてを否定することに繫がる。十八の若者にとって、耐たえ難い衝撃だった。


「いや。そんなことはないぞ、我が主よ」


　そのとき、力強くそう否定した者がいた。ガルムスである。


「なるほど、そこのエルフの言う事はもっともなようにも聞こえる。確かに千人の人間に百人分の食糧を配り続ければ、いずれ全員餓死もするだろうよ。だが、しばらくは確実に全員が生き延びられるわけだろう？　もちろん餓死の危機は訪おとずれるだろうが、そのときはまた危機から救われるべく力を尽つくせばよい。それがファノヴァール家とやらが何代にも亘わたって為なしてきたことだろう」


　アレスとしては、救われた思いだった。奴ど隷れいの身分になっていたときもそうだったように、その従者はいつも最後の最後で自分を支えてくれる。自分は決して間ま違ちがっていたわけではないと。


「しかしドワーフよ」と、リーエンノールは再び口を開いた。「それでは結局危機を先延のばしにするだけだ、何も根本的な解決になっていないではないか。こればかりは剣けんを振るって解決できるような問題でもあるまい？　結局は全員が餓死するか、九百人を殺すしか道はなくなるのではないか？」


「……いえ、そんなことはありませんわ」


　次にそう反論したのは、ベアトリスだった。


「一時的にでも多くの人が命を繫つなげられる……。これは重要なことです。その間に、生き残った九百人の誰だれかが全員を助ける策を考えつくかもしれないじゃないですか」


「ほう」


　リーエンノールは感かん嘆たんしたように息を吐はいた。


「なるほど、可能性を残す、か。確かにそういう考え方もあるかもしれんな」


「そうです。今のわたくしの主あるじはアレスさま、だからこそ申し上げられます。アレスさまが今までにやってきたことは、まさに可能性を残すことだったと。それは間違いなく人々を救う一つのやり方だと、わたくしは思います」


　ベアトリスの言葉は率そつ直ちよくに嬉うれしかった。自分がこれまでにやってきたことは無む駄だではなかったと、そう言ってくれているのだから。


「……私としては、そこまで考えたことはなかったのだがな」


　思わず気き恥はずかしくなって、そう口にしてしまう。もっとも、それは偽いつわらざるアレスの本ほん音ねだったが。


「アレスさまはそれでいいと思います。人を助けるのに、理由などつけてはアレスさまらしくありませんもの」


「でも、それじゃ結局──」


　ベアトリスの言葉の余よ韻いんにひたる間もなく、今度はミーアが口を開いた。


「どのやり方が正しいかなんて、やってみないと分からないってことじゃない。やっぱり、あんたとジェレイドって嚙かみ合わないのかしらね？」


　ミーアはおどけるように軽い口調で言ったが、その言葉は重かった。すなわち、アレスとジェレイドの敵対が避さけられないということでもあるからだ。


　そして、ミーアはジェレイドの配下である。つまり、再び彼女とも戦うことになりかねないということでもある。


　と、場が重い沈黙に満たされかけた、そのときだった。


「あの……入ってよろしいでしょうか。お食事をお持ちしました」


　天幕の外から、およそ陣じん中ちゆうに相応ふさわしくない女の子の声がした。


　間もなく中に入ってきたのは、食器やシチューの入った器うつわを手にした二人の子供だった。クライスとソフィアである。


「あら、ありがと。二人とも」


「ちょうどいいわい。腹が減ってはなんとやら、少し腹と頭をなだめるべきだろう」


　ガルムスの提案は真っ当なものであり、誰も異議を差し挟もうとはしなかった。


　二人の子供が給仕役となって食事の準備が整えられる。シチューとパンだけの質素な食事ではあったが、冷たい風も吹ふき始める第十一の月のこのとき、温かい食事にありつけるのはありがたいことだった。


「じゃ、ごゆっくり。行こう、ソフィア」


　事務的にクライスという少年が言い、天幕から出て行こうとする。


　だが、不意にその足が止まった。


「ソフィア？」


　もう一人の少女が、その場に佇たたずんだままだったからだ。


　ソフィアは、クライスに促うながされても動こうとはしなかった。それどころか、何か決意したような顔をしておずおずと口を開いたのである。


「あの……。一つだけ、申し上げてもいいでしょうか」


「なに？」


　アレスはもちろん、その場にいる全員が完全に意表を突つかれた。このような少女が、一体自分たちに何の用なのかと。


「ごめんなさい。わたしはずっと外にいたから、全部聞いてたんです。アレスさまとジェレイドさまのお話を。それから、さっき皆みなさんがしてたお話も」


「そ、そうだったのか？　まあ構わないが……」


　別に聞かれて困るような話ではない。その代わり、子供が聞いて面おも白しろい話でもなかっただろうが。


「わたしには難しいことはよくわかりません。でも、わたしはいつもジェレイドさまのお傍そばにいて、ジェレイドさまがいつも悩なやんでいらしたことを知ってます。それに、アレスさま。アレスさまがどのような道を歩んで来られたかも聞いてます」


「お、おい、ソフィア……」


　クライスがその腕うでを引いて、話を中断させようとした。


「お願い。どうしてもこれだけは言いたいの」


　ソフィアが真しん剣けんな表情をクライスに向ける。とうとう根負けしたのか、やがてクライスも黙だまって手を離はなした。


　そしてソフィアは、その真しん摯しな視線を再びアレスへと向けた。


「アレスさまがたくさんの人を救ってこられたことを、わたしは知ってます。ジェレイドさまがわたしたちを守るために、たくさんの人を傷つけてきたことも知ってます。だからわたし、今日のいろんなお話を聞いて、こう思ったんです──」


　そしてソフィアは、口にする。


　グリア大陸の歴史そのものを変えかねない、しかし至し極ごく単純な意見を。





「アレスさまが目の前の人々を救い、ジェレイドさまが十年後の人々を救えばいいんじゃないでしょうか」





「…………」


　アレスも、そしてミーアたちも、誰も何も言わなかった。


　子供の戯たわ言ごと──その気になれば、そう笑い飛ばすことは簡単だっただろう。しかし、できなかった。それこそがもっとも理想的だと誰もが思ったためだ。
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　アレスが目の前の人を救い、ジェレイドが十年後の人々を救う。そしてすべての人々が救われるというのなら、何とも素す晴ばらしい未来ではないか。


　だが、不可能だった。


「……それはできないんだ」


「なぜですか？」


「お互たがいの考え方が根本的に違ちがうからだ。ジェレイドは自分を支持する人のみを助けようとしている。救える数に限界があると、そう考えているからだ。だが、私はその考えには賛同できない。助けるならすべてを助けたい。しかし、ジェレイドも私のその考えには賛同しないだろう。手を組むなんて不可能だ」


「そう……ですか」


　ソフィアは悲しそうに呟つぶやいた。


「すいません、生意気なことを言ってしまって。でも、どうしても言いたかったんです、ごめんなさい」


　ソフィアは詫わびるように一礼すると、慌あわてて天幕から出て行こうとした。


「待てよ、ソフィア！」


　だが、そんな彼女の腕を摑つかみ、制止した人物がいた。


　クライスである。さっきとは逆の光景だった。去ろうとするソフィアを、クライスが制止したのだった。


「クライス……？」


「おまえの言ってることは間違ってねえよ。ああもう、こうなりゃ俺だって言ってやる！」


　クライスは先ほどソフィアがそうしたように、正面からアレスに向き直った。


「アレス。あんたの強さは俺だって知ってるよ。千人の敵をなぎ倒たおし、城みたいな巨きよ人じんを倒したこともあるんだってな」


「……褒ほめられることではない。それしか取とり柄えがないのでな」


「何を言ってんだ。俺はあんたが心底うらやましいよ。そんな力があって」


「うらやましい？　馬ば鹿かな、こんな人を傷つけるしかできない力など、欲しがるべきではない」


「そんなことあるか！　いいか、これだけは言っとく！　もしジェレイドがあんたみたいな力を持ってたら、絶対にもっと多くの人が救えてたはずなんだ！」


　感情が抑おさえきれないのか、段々と語調が強くなっていった。


「ジェレイドだって最初はあんたみたいに目の前の人すべてを助けようと努力してたんだ！　俺やソフィアが悪い騎き士しに襲おそわれそうになったとき、助けてくれたのはジェレイドだった。あのときのジェレイドが十年先のことまで考えて行動してたなんて……いや、ジェレイドのことだから考えてたのかもしれないけど、だとしても目の前で困ってる俺たちを、ジェレイドは助けてくれた！　それは事実なんだ！」


「…………」


　そのことを、アレスは知っていた。初めてジェレイドと会談の場を持ったとき、聞かされた話だったからだ。


「俺にだってなんとなく分かる。ジェレイドがやってることが、多くの人を傷つけてるってことは！　でもな、ジェレイドにはそうすることしかできなかったんだよ！　なんでそんな風になっちまったと思う？　みんなを救うだけの力がなかったからだ！　頭がよくても、それだけじゃ駄だ目めだったんだよ！　でも、あんたみたいな力があったら、ジェレイドにだってもっと色んなことができたはずなんだ！　俺なんかじゃ何の役にも立たない。けど、あんたみたいなヤツが、ジェレイドの助けになってれば……！」


　クライスの声は尻しりすぼみに小さくなっていった。悔くやし涙なみだだろうか、その目は赤く、潤うるんでいる。


　一息に色々なことを叫さけんだことで、少しは落ち着いたのだろうか。クライスは詫びるように小さく頭を下げた。


「悪かった、言い過ぎたよ。あんたにだって色々あったんだろうしな。でも、ソフィアの言ってることは正しい、絶対に」


「…………」


「行こう、ソフィア」


「う、うん……」


　一言も返せずにいるアレスを振ふり返ることもなく、二人は天幕を出て行った。


　天幕の中を沈ちん黙もくが支配した。


「してやられたかもしれんな、子供たちに」


　その沈黙を最初に破ったのは、ガルムスだった。


「どうする、アレスよ。子供の戯言と切って捨てるか？」


「……分からない」


　かつて師ウォルナーに言われたことを思い出さずにはいられなかった。


　あれはジェレイドと初めて会った、その直後のことだ。師は言った。自分とジェレイド、二人の間に違いはないと。見解の相そう違いはあれど、人々を守るために力を尽つくしていることに変わりはないと。


　確かにその通りだ。あのクライスとソフィアが言いたかったのも、そういうことなのだろうとなんとなく思う。


　ただ、一つだけ違い和わ感かんがあった。あの二人の子供が言ったことには、どこか根本的な誤りがあるように思えるのだ。


「あたしも、ソフィアの言う通りだと思うわ」ミーアが言った。「あんたがジェレイドと組んでくれたら、色々いいこと尽ずくめだと思うんだけど……。でも、それが簡単にできないから、悩んでるのよね」


「そうだな」とリーエンノール。「ジェレイドとアレスの考え方は、まさに真逆だ。お互い相あい容いれないだろう」


「でも、もしアレスが力を貸すってことになったら、ジェレイドの方が考えをあらためるんじゃないか？　それだけの価値があるかもしれない、とか言ってさ」


　レオンの言葉を聞いて、ようやくアレスは違和感の正体に気付いた。


「……待ってくれ。あの子供たちもおまえたちも、私を買かい被かぶり過ぎていないか？　今の私はただの流る浪ろうの旅人に過ぎない。そんな私がジェレイドの力になったとして、どれだけの助けになれるというんだ？」


「そんなことないわよ。あんた強いし、それに結構有名じゃない。そのあんたがジェレイドに協力するなら兵の士気は上がるでしょうし。それに、ジェレイドだってよくこう言ってたのよ？　もしあんたが軍勢の先頭に立って突っ込んできたら、多分勝ち目はなかっただろうって」


「しかし、ボルネリア軍にはすでにおまえという軍勢の先頭に立つ英えい雄ゆうもいるじゃないか。それに、私とジェレイドが喧けん嘩かもせずに同じ陣じん営えいにいられるとは思えない。仮にジェレイドと手を組んだとして、もしジェレイドと私が意見を異ことにするようなことがあればどうなる？」


「確かに一理あるな」と、ルーク。「もし近この衛え騎士で貴族のアレスが農民出身のジェレイドの下に置かれるようなことがあれば、多くの反発を招くことにもなるだろうしな」


「そっか。ちょっと問題が多そうね……」


「ちょっとお待ちください、皆みなさま」


　静かに、ベアトリスは言った。


「おかしいではありませんか。仮にアレスさまがジェレイドに協力するとして、ジェレイドの配下に収まる理由はありませんわ。逆だって構わないではないですか。ボルネリア軍そのものが、アレスさまの配下に入ればいいのです」


「ま、待て。おまえまで何を言い出すんだ。私が軍勢の指導者だと？　そんなの無理に決まってるだろう」


「いや、もっともな意見じゃないか！」と、当然のようにレオンがベアトリスの支持に回る。「アレスが軍の将にでもなって、ジェレイドは参さん謀ぼうにでもなればいいじゃないか。軍団としてはその方が普ふ通つうだろう」


「……案外、いい考えかもしれないわね。そうすればあんたはジェレイドの負ってる責任を担になうことになるもの。あいつの病気もマシになるわ」


「い、いやだから待ってくれみんな。私にはそんな気はないし、そもそもそんな資格も……」


「ちょっと黙だまってろアレス！　今はあんたの意見なんて聞いてないんだ！」


「そうよ、あんたは自分の立場をわかってなさすぎなのよ」


「……そ、そうなのか？」


「そうよ！　いい？　ソフィアが言ったでしょ、事は簡単なのよ。あんたが目の前の人を救って、ジェレイドが十年後のことを考えればいいって。この際、あんたの意思とかはどうでもいいじゃない、その理想が達成できる方法を見つけるべきよ。必要なら、あんたがジェレイドの代わりになったっていいじゃない」


「…………」


　アレスは迷った。


　軍勢の指導者になどなれるわけがない。その資格が自分にあるとは思えないからだ。


　しかし、口には出せなかった。フィリップやジェレイドは、自ら指導者たらんとしている。そして自らの理想のために、必要な手段を講じようとしているのだ。


　彼らを掣せい肘ちゆうするためには、彼らと同じように人を導こうという覚かく悟ごが必要なのかもしれない。それはジェレイドにも指し摘てきされたことだ。


「し……しかし、そんなことをジェレイドが納なつ得とくするとは思えないぞ。ボルネリア軍をここまで維い持じしてきたのはジェレイドだろう。そこにいきなり私がやってきて、育ててきたものをすべて寄よ越こせなどと言われ、納得するわけがないだろう」


「いや、ジェレイドは利に聡さとい」とルーク。「そうすることで充じゆう分ぶんな利益が得られるなら、必ず乗ってくるはずだ。問題はそんな利益を提示できるかどうかだが」


「そうね。でも、アレスが味方に付くっていうのは、充分大きな利益だと思うけど」


「どうかな。軍勢をすべて差し出すのに見合うほどの利益とは言いかねるだろう」


　ミーアの提案に、リーエンノールが反対する。


　まさにそれは議論と呼ぶべきものだった。


　皆みんなが意見を出し合い、反論し、よりよい方法を見つけ出そうとする。パンドラに頼たよりきりだったアレスには経験したことのないものだった。


　アレス自身が置いてきぼりにされて議論が進んでいることは当とう惑わくする他ほかなかったが、それでもあまり悪い気はしていなかった。


　自分一人で解決できることなどたかが知れている。しかし自分には仲間がいる。そのことがあらためてよく分かるからだ。パンドラという助言者の存在はもうないが、それがどうしたと、今はそう思える。


　だが、アレスがそんな気分でいられるのも今だけだった。


「そういうことなら、最高の方法がありますわ」


　そう言ったのは、ベアトリスだった。


「何かいい案があるの？」


　何気なく問いかけたミーアだったが、すぐにその顔は驚おどろきに染まることとなる。





「簡単なことです。アレスさまが王になればよいのです」





「……へ？」


　アレスの口から、武人にあるまじき間の抜ぬけた声がこぼれた。残る全員も、言葉を失う。


「なるほど、確かにそれはよい考えだ」


　最初に立ち直ってそう同意したのは、ガルムスだった。


「なんじゃ、おまえら。とぼけた顔をしおって。分からんのか？　王になるということは、この国すべてを背負うということだ。その上でジェレイドを部下にでもすれば、ジェレイドは民衆すべてを背負い、救わねばならんということではないか」


「あ……」


　虚きよを突かれた。


　ジェレイドは何度も言った。自分は自分を支持してくれる人だけを助けると。


　ならば、まさにガルムスが今言ったように、ベールセール王国に住むすべての国民が、ジェレイドを支持するようにすればいいではないか。


　だが、その提案は根本的なところが崩ほう壊かいしているとしか思えなかった。


「し、しかし……私が王になどなれるはずもないだろう！」


「そんなことはあるまい。かつてのベルセルム一世とやらも生まれたときから王だったわけではあるまい？　となれば、おぬしが王になると名乗りをあげることに、何の資格も必要はないだろう。事実、ジェレイドもフィリップも王家とは何の関係もないが、人の上に立とうとしておる。つまるところ王とは、大多数が認めればそれでよいのだろう」


「そうだ、そうだよ！　そいつはいい考えだ！」


　レオンが快かい哉さいを上げた。


「アレス、あんた王になれよ！　この僕が従者をしてやってるんだ、あんたもそれぐらいの地位にいてくれた方がいい！　いや、いるべきだ！」


「お、おまえもか、レオン……」


　アレスはある事実を思い出さずにはいられなかった。


　かつてカルレーン侯こうから聞いた、ファノヴァール家の秘密のことだ。あのとき、カルレーンは言った。王になって欲しいと。ベアトリスはその言葉を聞いており、だからこそ王になれなどという提案をしたのかもしれない。


　しかし、そのことを知らないガルムスやレオンまでもが同じことを言い出すとは一体どういうことか。


　さらに、リーエンノールまでもが乗り気だった。


「ふむ、ドワーフにしては確かによい考えだ。ジェレイドも、国王を味方にできるというのならば文句を言うはずはないだろうからな」


「ま、待ってくれ。私に王など務まるはずもない。大体、私は王太子殿でん下かすら守れなかった不忠義者だぞ」


　しかし、リーエンノールは不敵そのものだった。


「この国は騎き士しの国だろう、誰だれかに守ってもらわねばならん王太子など王になる資格はあるまい」


「お、おまえ、いくらなんでもそれは──」


　忠誠というものを真っ向から否定するようなリーエンノールの言葉に、さすがに憤いきどおりを覚える。


「失礼、いささか言い過ぎた、謝ろう。しかし、王太子が亡なくなった責任をおまえ一人が負わねばならん理由がどこにある？　フィリップなどはおまえよりさらに高い地位にあるのだろう？　責任を問われねばならぬのは、むしろ奴やつの方だとは思わんのか？」


「そうだそうだ！　大体、あんただって国のために尽つくしてきた救国の英雄だろ？　フィリップみたいな小物ですら王の名乗りを上げたんだ。あんたにだってその資格ぐらいあるはずだ」


　レオンは、いよいよ冗じよう談だんとは思えぬ気き迫はくでそんなことを言う。


「いいことずくめではないか、我が主あるじよ。貴族のフィリップが王になれば、農民たちへの迫はく害がいは続くだろう。さりとてジェレイドが今以上の地位を目指せば、貴族や騎士が黙っておるまい。しかし貴族のおぬしが王になって農民の代表たるジェレイドと手を結べば、両者の仲を取り持つこともできるかもしれんぞ」


　ガルムスの意見は、いちいちもっともだった。


「ほ、本気か、おまえたち。私は剣けんを振ふるうしか能のない男だぞ？　そんな私が王になどなって、まともな政治などできると思っているのか？」


「では、お尋たずねしますけど」と、ベアトリス。「アレスさまは、あのフィリップが王になればいいと思っているのですか？」


「……それは……確かに、とても容よう認にんできんが……」


　フィリップは、妖よう魔まを王都に引き込み力と恐きよう怖ふで人を支配すると公言してみせた。それが王に相応ふさわしい行動だとは微み塵じんも思えない。力で人を支配するというのは、今の貴族と同じなのだ。かつてジェレイドがそうしたように、再び反乱が起こることは間ま違ちがいない。


「フィリップが王になどなれば、国が乱れるだろうとは皆が思っていることです。しかしながら、ジェレイドが王になっても大きな力を持つ貴族たちは従うことなく、国は決してまとまりませんわ。そもそもジェレイドが王になるとは思えませんけど」


「そうだな」とリーエンノール。「あいつにそんな野望があるのなら、国王が亡くなったときに何らかの行動を取っていただろう」


「うむ。やはりアレスよ、おぬしこそが適任としか思えぬ。おぬしほど単純な男もそうはおるまいしの」


「た、単純？　そ、それが王の資質になるというのか？」


「なるだろうともよ。わしはおぬしをもう何年も見てきた。悪事はおろか女遊び一つせず、ただ剣を振るってきたおぬしの姿をな。おぬしが王となったとしても、少なくとも私腹を肥やし贅ぜい沢たく三ざん昧まいの日々を送ることはあるまいて。民衆からすればそれで充分だろうよ」


「正気かガルムス！　ああ、私が単純な男という評価は否定できんとも。しかし政治や外交など、王が考えねばならんことはいくらでもあるはずだ。私のような単純な男に、それが務まるとも思えん」


「そのようなこと、それぞれ得意な人に任せればいいのです」と、ベアトリス。「ベルセルム四世陛下とて、国政のほとんどはカルレーンさまに任せてこられたのですから」


「そうだな。政治なんてそれこそジェレイドにでも任せてればなんとかするだろうよ」リーエンノールが意地悪く笑う。「おまえには剣を振るうしか能がないかもしれないが、それこそジェレイドは考えることしか能のない男だからな。お互たがいがお互いを補えば、ちょうどいいではないか」


「…………」


　ここに至ってアレスは、ある事に気付きつつあった。


　逃にげ道がなくなってきている。


　この場の仲間たちの話を聞けば聞くほどに、自分は王になるべきではないのかと、そんな気になってきてしまうのだ。


「……冷めてしまう。おまえたちは食事をしていてくれ」


　このときアレスにできたことは、そう言って仲間たちに背を向けることだった。


「あんたはどうするんだよ？」


　レオンの問いかけに、アレスは背を向けたまま答えた。


「少しだけ……一人で考えさせてくれ」





　　　　◆




　かなり話し込んでいたためだろう、すでに日はとっぷりと沈しずみ、辺りは夜の闇やみが支配していた。第十一の月ともなれば、夜の風はいささか冷たいが、頭を冷やすにはちょうどよかった。


　こんな時間に外を出歩こうとは誰も思わないのか、あるいは規律がしっかりと維い持じされているためか、夜の陣じん地ち内には見張り以外の姿は見えない。そんな人気のない陣地の中で、一人アレスは考え続けた。


　自分が王になる。その上で、あのジェレイドと手を組む。そうすることでジェレイドに王国に住むすべての人々を背負わせる。そしてアレスは常に目の前の人々を救い、ジェレイドは十年後を見み据すえて行動する。


　それは、考えれば考えるほどいいことのように思える。問題があるとすれば、それはただ一つ。アレス自身の心だった。


　自分が王になる。そんな未来など、まったく想像できない。故カルレーン侯にも王になれと言われたこともあるが、そのときでさえ、他ひ人と事ごとのように考えていたほどだ。


　だが、信しん頼らいのおける仲間たちはこうも言った。アレス自身の心構えなど関係ないと。それが人々のためになるのならどうでもいいと。


　ふと、アレスは空を見上げた。


　満天の星の光が目に飛び込んでくる。


　いっそ星ほし占うらないにでも託たくしてみようかと本気で思う。昔はよくそうしていた。かつて常に傍そばにいたパンドラの助言は、従えばほぼ必ず争いに巻き込まれるという奇き妙みような欠点があった。しかし、その助言に従わないことによる損失が大きいことも多々あり、そんなときアレスは判断を放ほう棄きするように占いに頼たよった。従っても従わずともよからぬことが起こると分かっているなら、いっそ天にでも頼りたかったのだ。


　今になって思い返してみれば、情けない話ではある。ジェレイドもクラウディア王女も、誰もが自分の判断に責任を負って行動しているのに。


「…………」


　そう考えると、ジェレイドの抱かかえていた重圧がどれほどのものなのかなんとなく分かる。ジェレイドは、何十万もの人々の命を背負い、たった一人であらゆる決断を行って戦い抜いてきたのだ。その過程で何度となく血を吐はいて倒たおれたことがあるらしいが、それも当然なのかもしれない。


「ったく、何一人でウジウジ悩なやんでるのよ」


　人の気配がした。


　振り返ると、どこか不ふ機き嫌げんそうな顔をしたミーアの姿があった。


「どうかしたのか？」


「別に。一人で考えたいってのも分かるけど、あたしぐらい傍にいたっていいと思ったのよ」


「しかし……。ここから先は私が決めなければならないことだろう」


「だから、傍にいるだけだって。ほら、またあの日の夜みたいに錯さく乱らんして逃げられちゃ困るもの」


「……そうだな」


　すべてを捨てて逃げ出した自分の醜しゆう態たいを思い出し、苦く笑しようする。


　あのときも、ほんの少しミーアと話をする勇気でもあれば、あんな無様なところは見せずに済んだかもしれないのだ。


　ミーアはアレスの隣となりに立った。そして何をするでもなく、アレスと同じように空を見上げる。


「一体どうしてこんな流れになったんだろうな。私に王になれなどと」


　ぽつりと、アレスは呟つぶやいた。


「別におかしな話じゃないと思うけど。それにほら、あんたってこないだも王になれって頼たのまれてたじゃない」


「カルレーン侯こうのことか？　しかしカルレーン侯はファノヴァール家の血筋の秘密を知っていた。だからこそ私に王になれと言ったんだろう」


　ミーアはなぜか納得したような顔をした。


「ああ、そっか。あんたはそういう風に考えてるのね」


「うん？　どういうことだ？」


「そうね……。じゃあ聞くけど、そのカルレーン侯って人のことは置いといて、なんでガルムスやレオンがあんたに王になれって言い出したんだと思う？」


「……そうだ、そこが分からない。別に私以外にもいくらでも王に相応しい人物はいると思うが」


「へえ？　たとえば誰？」


「たとえば……と言われると難しいが。いや、そうだ、たとえばキアテーヌ侯こう爵しやくなどは立派な方だろう」


　ミーアは首を傾げた。


「……誰だれだっけ？　キアテーヌ侯って」


「覚えてないのか？　北の侵しん略りやくの折、難民たちの逃げる時間を稼かせぐため、兵を率いてミレスデン軍に決死の戦いを挑いどんだ貴族だ」


「ああ。そういえばいたわね、そんなお爺じいさん」


　共に戦った武人の名ぐらい覚えておけ──と思わず言いたくなってしまうが、ミーアと自分とでは立場が違ちがう。非難はできなかった。


「まあいい人っぽい気はするけど。じゃ、仮にそのなんとか侯爵が王になったとして、みんなが付いてきてくれると思う？　それに、あの人結構高こう齢れいでしょ？　王になった途と端たんすぐまた寿じゆ命みようが来るようなことがあったら、後が大変よ？　大体、もっと歳としとってボケちゃう可能性だってあるのに」


「お、おい、いくらなんでも失礼だぞ」


「失礼？　何言ってんのよ、現実を見なさいよ。失礼だからって臭くさい物に蓋ふたした挙句、困るのは誰だと思ってんの？」


「…………」


　一言も返せなかった。


　確かに、高齢というのは目を背そむけることのできない問題かもしれない。今がそうであるように、国王が死去すれば大きな混乱が生じるものだ。礼を失した話ではあるが、即そく位いしてすぐに逝せい去きよしそうな王では、とても安定は望めないだろう。


「じゃ、じゃあノーラッド卿きようはどうだ？」


「……今度は誰よ？」


「近この衛え騎き士しだ。かつておまえたち反乱軍との戦いの折には、少数の部隊を率いて数倍の敵を倒すという戦功を上げ、北の侵略の際にも少数の騎士たちを率い、傭よう兵へいたちに決死の戦いを挑んだ勇ゆう猛もう果か敢かんな人物だ」


「話を聞いてると立派そうには聞こえるけど。でも駄だ目めね、だってあたしですら聞いたことがない名前なんだもの」


「そ、それが重要なことか!?」


「当たり前でしょ、何言ってんの！　いい？　あんたはそのノーラッドって人のことをよく知ってるのかもしれないけど、普ふ通つうの人は知らないの。そんな人が王になることを誰が認めると思ってんのよ！」


　一理あった。国王ともなればすべての国民の上に立つことになる。国民からすれば、為人ひととなりもまったく分からないような人物が王になることには不安もあるだろう。


「し、しかしそれは私だって同じことだ。私だってノーラッド卿と同じ一いつ介かいの武人に過ぎないのだぞ」


「〝巨きよ人じん殺し〟のアレスが何言ってんのよ。誘ゆう拐かいされた王女さまを救い出したファノヴァールの騎士といえば、誰だって知ってるわ。自覚しなさい、あんたは充じゆう分ぶん有名人なのよ」


「……そ、そうなのか？　本当に？」


「ここで噓うそついてどうすんのよ。まあ名声を鼻にかけるより、そういう反応の方があんたらしいけど。だからこそ、みんなあんたが王になることに賛成なんだろうし」


「…………」


　褒ほめられているのかけなされているのか分からない。


　と、そのときアレスはあることに気付いた。


　仲間たちに王になれと言われ始めたときから、そして今こうしてミーアと話をしている間も、ずっとあることを聞いていないではないかと。


「……そういえばミーア。おまえの意見は聞いていなかったな」


「え？　なんのこと？」


「だから、おまえ個人の意見だ。おまえはどう思ってるんだ？　私が王になるということについて」


「もちろん、賛成よ」


　躊躇ためらいの一つも見せずに言う。


「な、なぜだ？　おまえと私はかつて敵同士だったのだぞ。なぜそのおまえまでもが、私に王になれと？　皆みんなが言うように、名声があって……その、単純だからか？」


　ミーアは苦笑した。


「まあそんなに間ま違ちがってないわ。付け加えると、もう一つ理由があるんだけどね」


「聞かせてもらえないか。おまえの言うことなら、素す直なおに聞ける気がするんだ」


「…………」


　しかし、ミーアからの返答はなかった。


「どうした、ミーア？」


「……そうよね、ベアトリスなんて女も増えたし、そろそろ勝負時だって気はしてたのよね」


「な、なんの話だ？」


　なぜか、ミーアの様子がいつもと違っていた。


　常に風のように飄ひよう々ひようとしているのがアレスの知っているミーアだったが、今このときの彼女の様子は、かつて見たことのないものだったのだ。


　所在なげに視線をさまよわせ、どこかもじもじと手をこすり合わせている。


　ひょっとしたら肌はだ寒ざむさを感じているのかもしれないと、アレスは思った。だが、そうだとすると、ミーアの顔が火ほ照てっているように赤く見えるのはなぜなのか。ひょっとして風か邪ぜの引き始めではないのか。


「ねえ、アレス。聞いて。あたし、あんたにずっと言いたかったことがあるの」


「な、なんだ？」


　思わずアレスは身構えていた。





「えーとね。アレス。あたし、あんたのことが好きなのよ」





「……は？」


　いきなり拳こぶしで殴なぐられた。回かい避ひもできなかった。


「い、痛いじゃないか」


「う、うるさいわね、あたしだって痛いわよ馬ば鹿か！　は？　はないでしょ、人がせっかく勇気を振ふり絞しぼって言ったのに！」


「い、いや、だって、なあ？」


　アレスは平静さを失いつつあった。


「えーと、その、なんだ。好き、というのは、どういう意味でだ？」


　また殴られる。百の矢を射い掛かけられようと傷一つ負わないアレスだが、なぜかその拳だけはかわせなかった。


「異性として好きって意味に決まってるでしょ！　言わせないでよ恥はずかしい！」


　アレスは殴られた痛みも忘れて問い返していた。


「な、なぜだ？　わ、私は別に、おまえに好かれるようなことをした覚えもないが」


「……風の女王シルフイードをぶつけてやりたい気分だわ」


　冗じよう談だんに聞こえなかった。事実このとき、ミーアを取り巻くように小さからぬ風が湧わき起こったからである。


　だが直後、ミーアのため息と共にその風も霧む散さんした。


「いいわ、もう。あんたならそういう反応するんじゃないかって思ってたし」


　諦あきらめたように言われると、何か彼女に悪いことをしたのではという気になってくる。


「す、すまない。私も何か言った方がいいのか？」


「だから、もういいって言ってるでしょ！」


　自じ暴ぼう自じ棄きになったように、ミーアはわめいた。


「とにかく、話を戻もどすわよ！　あたしはあんたが王になった方がいいって思ってる！　なんでかっていうとね！　あんたが王になれば、クラウディアを助けられるからよ！」


　アレスは再び混乱した。なぜここでクラウディアの名が出てくるのか分からない。


「ど、どういうことだ？　つまり、王になってフィリップからクラウディアを取り戻せと……？」


「違うわよ、フィリップなんて関係ないわ。ねえ、あたし前から聞きたかったんだけどさ。あんた、クラウディアのことどう思ってるの？」


「べ、別に……私の忠誠を捧ささげた相手、というだけだ」


「誤ご魔ま化かすのはやめて！　自分の言葉で語りなさい！　あんた、クラウディアをどうしたいの!?　自分の、よ、嫁よめにしたいとか、そういうこと考えたことないの!?」


「そ、そんな恐おそれ多おおい！　私は一介の騎士に過ぎぬ身だ。クラウディアさまとなど、釣つり合あいもとれん」


「そう！　それよ、面めん倒どうなのは！　確かにはクラウディアは王女よ。だからあんたも恐れ多いとか言って、いっつも思考停止するのよね。でもね、あんたが王になれば相手が王女だろうと不釣合いってことはないでしょ？」


「……そ、それはそうかもしれないが」


「ぶっちゃけね。わかってたわ。あんたはクラウディアが好きなんでしょ？」


「い、いや、だからクラウディアさまは私の主あるじであって、それ以上は──」


「黙だまりなさい！　ええ、分かってるわよ。頭の堅かたいあんたがそう言って誤魔化そうとすることは！　だから、あたしはあんたに王になって欲しいの。だってこのままじゃ、クラウディアに勝ち目がないんだもの！」


「か、勝ち目？」


「もういいから黙って王になりなさい！　で、相手がクラウディアだろうと遠えん慮りよなく自分の嫁にできるようになりなさい！」


　そこまで言ってから、ミーアは声の調子を落とした。


「それから……その後でいいから、あたしに返事を聞かせなさい」


　何の返事だ──とは、さすがのアレスも聞けなかった。


「……なんとなく、話は分かった。しかし、そんな理由で王になっていいんだろうか」


「いいのよ！　あんたはね、もっと我がままになるべきよ！　あんた、これまでだって国のためにって命張ってきたんでしょ、なんの報ほう酬しゆうももらわずに！　だったらそろそろ女の一人や二人ぐらい自分のものにしちゃえばいいのよ！」


「だが、そんな理由で王になった者に、国が治められるとは思えない……」


「だから、それはジェレイドにでも任せればいいのよ！　言ったじゃない、あなたは目の前の人を助ける。ジェレイドは十年後のことを考える。あんたは王になろうといつもと同じように剣けん振ふるってりゃいいの！　王になって贅ぜい沢たくするとか、税金ふっかけるとか、戦争起こすとか、そんなことさえしなけりゃみんな万ばん々ばん歳ざいよ！　何度でも言うわ！　あんたはもっと我がままになればいいの！」


「…………」


　実のところ、アレスはクラウディアをどうしたいかということについて、ある答えを出していた。


　かつて北の巨人と戦ったときのことだ。アレスはこう思ったことがあった。ここで死ぬぐらいなら、いっそ──いっそ、クラウディアを奪うばってしまえばよかったと。


　そして、ミーアもまた言う。クラウディアを奪う資格を手に入れるために王になれと。


「……ミーア」


「な、何よ？」


「もうかなり冷えてきた。先に天幕に戻っていてくれ」


「どういうこと？　あたしはもう邪じや魔まだってこと？」


「そうじゃない。もう充分助言はもらった。最後の決断だけは……自分でしたい。いや、自分でするべきだろう」


　そう言うと、ミーアは納なつ得とくしたようだった。


「……そうね。あんたの歩く道だもん、あたしたちが何を言おうとそこだけはあんたが決断すべきよね。分かったわ、じゃ、おやすみ」


「ああ」


　ミーアは立ち去り、一人アレスだけがその場に残る。


「私が王になる、か……」


　つくづくそれは、口にするだけで失しつ笑しようするような滑こつ稽けいな話だとしか思えない。年ねん齢れいわずか十八歳の若造が、それもつい先日まですべてを捨てて奴ど隷れいの身分に逃にげ込んでいた卑ひ怯きよう者が、王になるというのだ。


　だが、その提案を真しん剣けんに考える理由が、今のアレスにはあった。


　仲間たちだ。自分を支え続けてきてくれたかけがえのない仲間たちが、自分に王になれと言っている。だからこそアレスも真剣に考え、そしてその結論を仲間たちに伝える義務があった。


　アレスは静かに目を閉じた。考えをまとめるためだ。


　自然と遠い昔のことが脳のう裏りに浮うかんでくる。


　もう何年も前に、自分は騎き士しになる道を選んだ。他ほかならぬクラウディアのためだ。そして、クラウディアの夢を叶かなえるためだ。かつて彼女は三つの夢があると言った。すなわち、子が腹を空すかせぬこと、母が嘆なげかぬこと、恋こい人びと同士が引ひき離はなされぬこと。その夢を叶えるべく、自分は剣けんを振るってきたのだ。


　次に思い浮かんだのは、祖国のために巨きよ人じんとなり、異国の地で果てた少女のことだった。互たがいの国を護まもるために戦い、そして死んだ──いや、この手で殺した少女。死に逝ゆく間ま際ぎわ、彼女とは一つの約束を交かわした。自分は自分の正義に忠実であり続けると。それがお互いの国の将来にも繫つながると信じて。


　奴隷となった自分を立ち直らせる最後のきっかけを与あたえてくれた小さな小さな少女のことも、思い出さずにはいられない。賊ぞくに家族を殺され、故郷を奪われ声を失った十歳にも満たぬ少女。彼女と自分は約束を交わした。極きわめて単純にして明快な約束だ。すなわち、皆を助けると。


　なんとなく苦笑したくなる。こうやって思い返してみると、自分は年とし端はもいかぬ少女に背中を押し続けられてばかりだった。彼女たち三人だけではない、ミーアにだって何度背中を押されたことか分からないし、そもそも今日王になるべきと最初に提案したのはベアトリスだ。もっとも、彼女たちを年端のいかぬ少女とは言い難がたいが。


「……そうだ。一つだけ、確かなことがあったな」


　一いつ介かいの騎士と、一国の王。三人の少女たちと交わした神聖な約束を果たすために、都合のいい身分はどちらか。


　決まっている。王だ。騎士には剣を振るうことしかできない。だが王としての権力があれば、より多くのことができるだろう。


　自分に王になる資格などない。しかし、誰だれだって生まれながらに王だったわけではない。


　自分に政治ができるとは思えない。しかし、王だからといって一人ですべてをこなす必要はない。そのときはジェレイドの力でも借りればいい。


　何より、あのソフィア──例によって年端もいかぬ少女だ──も言った。


『アレスさまが目の前の人々を救い、ジェレイドさまが十年後の人々を救えばいいんじゃないでしょうか』


　その通りなのだ。結論はすでに出ていた。結局のところ、自分が王になるというのは、そのための手段でしかないのだ。


「そうだな。それだけの話だったんだ」


　アレスは閉じていた目を開いた。


　こんな重大なことを、こんな大それたことを、一晩で判断してしまっていいのかという疑問はあった。しかし、時間をかけたとして、それ以上の答えが出るとも思えない。


　ふと、空を見上げる。


　夜空に輝かがやく満天の星に誓ちかうように、アレスは静かに決意を口にした。


「私はやるべきことをしよう。それで彼女たちとの約束が守れるのなら」





　　　　３




　翌朝。


　朝食を終えた頃ころになって、ジェレイドのもとにソフィアがやって来た。


「あの。アレスさまが、お話があるそうです」


「ほう？　向こうから来ましたか。結構です、ここへ通してください」


　ジェレイドとしては、今日は自分からアレスに会いに行き、そしてあらためて説得するつもりだった。正しい力の使い方を教えて差し上げます、そうすればより多くの人が救われるでしょう──と。それが向こうからやって来たというのであれば、出向く手間が省けるというものだった。


　だが、間もなく現れたアレスの雰ふん囲い気きは、明らかに昨日と違ちがっていた。


　一言で表現するならば、泰たい然ぜん自じ若じやくである。自分が何をすべきかをよく理解している。そんな感じだ。


　──どうやら何か反論を思いついたようですね。


　自分を言い負かすいい考えでも浮かんだのか。あるいは仲間にでも入いれ知ぢ恵えされたのかもしれない。アレスには悪あく魔まのごとき助言者が取り付いているのではと推測したこともある。考えられない話ではない。


　いずれにせよ、話し合いを挑いどんでくるなら構わない。何度でも打ちのめすのみである。戦いでアレスに引けを取るのは仕方ないが、こと話し合いで負けるわけにはいかない。何度でも打ちのめし、そして従わせてみせる。それぐらいのことができなければ、前線で命をかけている部下たちに申し訳がない。


「何用ですか、アレス卿きよう。僕も忙いそがしい身なのです。どうでもいいご質問に答える時間はあまりないのですが」


「どうでもいい話などするつもりはない」


　ここでアレスは一呼吸置き、そして正面からジェレイドを見み据すえ、言った。





「私はこの国の王となる。ジェレイド、おまえは私の部下となれ。そして共に力を合わせ、フィリップの野望を打うち砕くだき、一人でも多くの人々を救うべく力を尽つくそうではないか」





「…………」


　意表を突つかれたことは、認めざるを得なかった。


　とっさに何も言い返せない。まさか昨日の今日で、そんなことを言い出されるとは思いもしなかった。


　一方で、一いつ顧こだにする価値もない提案かと問われれば否いなと答えざるを得なかった。確かに、興味深い提案ではある。アレスは救国の英えい雄ゆうとして農民にも人気があるし、武人として騎士たちにも尊敬されているという。一時は王太子殺害の容疑をかけられながら、一向にアレス討うつべしとの声が高まらなかったのがその証明とも言える。


　そのアレスが国王になると聞けば、案外多くの支持者が得られるかもしれない。農民の代表たるジェレイドには、騎士や貴族たちとは敵対せざるを得ないという自覚があった。しかし、もしアレスが農民と貴族の間を取り持つ緩かん衝しよう材ざいとなれば、すべてをまとめることができるかもしれない。


　それでも、横たわる問題はあまりにも多い。


「いくつか質問させてもらっても構いませんね？」


「ああ、もちろんだ」


　ジェレイドは、アレスを見定めるように眼鏡めがねを直した。もしアレスの瞳ひとみに少しでも揺ゆらぎが生じたら──迷いが感じられたのなら、そんな者を王として崇あがめるわけにはいかない。


「まず第一に、なぜ今になって突とつ然ぜん王になるなどと言い出すのでしょう？」


　それは、最初に聞くべき質問であった。


　ジェレイドはアレスがこのような提案をすることをまったく想定できていなかった。それには理由がある。あのアレスが、権力を欲ほつするところが想像できなかったからだ。


「腐くさるほどの名声を持つあなたです。もしその気になれば、これまでだっていくらでも出世の機会も報ほう酬しゆうを得る機会もあったはずです。しかし北の戦いくさで大功を上げたときも、あなたはフィリップの命令に従うだけで金貨一枚要求することはなかった。そんなあなたが、なぜ突然王になるなどと言い出したのですか？」


「それがすべての人々を救うことに繫がると思ったからだ」


「……なるほど、あなたらしい明めい瞭りような答えです。しかし僕には分かりません、あなたが王になることが、どう人々のためになると？」


「おまえは常々言っていたな。自分を支持してくれている人のためにのみ、知ち恵えを絞しぼり力を振ふるうと」


「ええ。それが何か？」


「それ以外のすべてが犠ぎ牲せいになっても構わないというおまえのやり方が正しいとは思えない。しかし、少なくともおまえは自分を支持している人々のためには力を尽くしてきたわけだ。それに、十年後の未来を見据えて行動できる者も、おまえ以外にはそうはいないだろう。だから考えたのだ。私が王になり、おまえに国政を預ける。そうすればおまえは、この国に住むすべての人々の十年後を見据えねばならなくなる。おまえは今後、すべての人々を救うべく知恵を絞ることになるんだ」


「……なるほど」


　ジェレイドは思わず苦く笑しようした。面おも白しろい、と素す直なおに思う。


　アレスは、自分を徹てつ底てい的てきにこき使おうというのだ。しかし、悪くはないと思う。


　ジェレイドが多くの人々を切り捨てなければならなかったのは、それだけの力しかなかったからだ。しかし多くの人々が自分を支持し、そして力を貸してくれるというのなら、戦略の幅はばはいくらでも広がるだろう。


　今のジェレイドには、必要とあれば誰かを切り捨てることにもう躊ちゆう躇ちよはなかった。しかし、切り捨てる必要がないというのなら、それはそれで実に素晴らしいことではないか。何より、オリビアを地じ獄ごくのお供にする必要がなくなる。


「いいでしょう、では次の質問です」


「聞こう」


　ジェレイドは思わず苦笑したくなった。今日、質しつ問もん攻ぜめにされるのは自分の方だと思っていたが、なぜか逆になっているからだ。もっとも、悪い気分ではない。


「アレス卿。あなたは一体いかなる根こん拠きよで王になると仰おつしやるのですか？　今、次期国王たらんとしているフィリップは、貴族の最高位たる侯こう爵しやくの地位にあり、実績と実力とを兼かね備そなえていますが、それでも次期国王としての立場を確立するために、多くの血を流したと聞いています。翻ひるがえってアレス卿。あなたに類たぐい希まれな実績と名声があることは事実です。しかし、王たらんとする決定的な根拠があるわけではなく、そんなあなたが王になろうとすればさらに多くの争いを呼ぶだけではないのですか？　あなたは簒さん奪だつ者と見なされ、フィリップと同じように反対派を相手に無む駄だな血を流すことになるでしょう」


　これは避さけては通れない質問だった。


　王たらんとする根拠のない者が王になれば、いくらでも反発する者は生まれる。だから王の座はどこの国でも世せ襲しゆうなのだ。偉い大だいなる先代の恩に報むくいるため──その一点において、人々はようやく忠誠を誓うことができるのだ。ジェレイド自身に王たろうとする考えが微み塵じんもなかったのもそこに起因する。


「根拠なら、ある」


　意外なことに、即そく座ざにアレスは答えた。


「ほう。興味深いですね、是ぜ非ひ聞かせてください」


「実は、我がファノヴァール家が王家の血を引いていることが最近分かったのだ……と言ったら信じるか？」


「…………」


　正直なところ、それぐらいのことはありそうだ、というのがジェレイドの率そつ直ちよくな感想だった。根拠はないが、ファノヴァール家の歴史を考えるとなんとなくそう思えてしまう。


　だが、そんな状じよう況きよう証しよう拠こはこの場合役に立たない。


「面白い話ですが、それを万ばん人にんに納なつ得とくさせるだけの証拠はあるんですか？」


「いや、ない」


「では僕が答えるまでもないでしょう。証明できない根拠など、何の役にも立ちませんよ」


「だが、もう一つ私には王たらんとする資格がある」


「へえ？　是非伺うかがいたいものですね」


「私の口から説明するのはいささか憚はばかられることだが……。ジェレイド。おまえは、こんな話を聞いたことはないか──」





　……アレスの提案を聞き終えたジェレイドは、しばし言葉を失っていた。


　二枚舌とはったりはジェレイドの自じ慢まんだったが、このときばかりは敗北感を覚える。


「本気で言っているんですか、アレス卿」


「冗じよう談だんで言うようなことではあるまい」


「本当に分かっているんですか？　そんな根拠で王になるなどと言い出せば、あなたは本当にただの簒奪者と罵ののしられますよ？」


「しかし、多少の説得力は持つはずだ。少なくとも、フィリップが王になることに比べればな。それに、私は剣けんを振るうことしか能のない人間だ。人から何と言われようと構わないし、そもそも王の地位にこだわるつもりもない。ようは一時でも国が治まればいいのだろう？」


「……ふふ」


　ジェレイドは笑った。


　自分が、あの口下手なアレスに説得されかかっている。彼の提案を、到とう底てい不可能です──と一言で切って捨てることはできなかった。むしろその提案は、考えれば考えるほど多くの利益があった。


「もう一つだけ懸け念ねんがあります。今このときから王を目指すということが、どういうことか本当に理解しているんですか？　少なくとも、フィリップとの戦いは避けられないでしょう。そしてすでにフィリップは多くの貴族たちの支持も得ています。これがどういうことか、分かっているんですか？」


「分かっている。私とフィリップの間で国を二分する戦いになると、そう言いたいのだろう？」


「そうです。そしてその戦に巻き込まれて死ぬ人の数は膨ぼう大だいなものとなるでしょう。それは、あなたの言うすべてを救うという主張と矛む盾じゆんすることになりませんか？」


　これは極きわめて重要な問題である。ジェレイドは、アレスの瞳を正面から見据えた。その瞳にわずかでも揺らぎがあれば、決して見み逃のがさないように。


「おまえの言う通りだ、ジェレイド」


　アレスは、やはり目を逸そらさないまま率直に答えた。


「だからこそ、そうならないようにおまえの力を貸せと言っている。私の剣ならいくらでも貸してやる。だがその代わり、一人でも多くの命が救えるようにしろ。考えるのはおまえの得意分野だろう？」


「……それはまた、難しいご注文ですね」


　ジェレイドは笑った。笑うしかなかったのだ。まさかこんな決断をする日が来ることになるとは、と。


「では、最後に確かく認にんさせてもらいましょう」


「聞こう。何だ？」


「覚かく悟ごは決めておいでなのですね？　もしどうしても避け得ぬ戦いがあったなら、あなたはすべての敵を皆みな殺ごろしにしてでも必ずや勝利すると」


「ああ」


　意外なことに、アレスは即座に頷うなずいた。


「ただし、ジェレイド。それはおまえが、持てる知恵すべてを振ふり絞った後の話だ。おまえがあらゆる手段をもってしても避け得ぬ戦いだと判断したのなら、私は人を殺あやめることをも躊躇ためらわないことを誓ちかおう」


　──ああ。


　ジェレイドは、このときになってようやく理解した。


　アレスが王になると言い出した一番の目的を。


　──この人は。


　つい昨日、ジェレイドはアレスに言ったことがある。


『人の上に立とうとしているという点で僕と同じ志こころざしを持つフィリップにならまだしも、何の責任も負おうとせず、目先のことしか考えていないあなたに、僕のやることを非難できる資格があると本気でお思いですか？』


　だからこそアレスは、ジェレイドと同じ立場に、人を導く立場になろうとしているのだ。それは、何のためか。


　──僕の負っていた重責を、引き受けてくれるというんですね。




　第三章　ベールセール国王軍







　　　　１




　その日の正午。


　ボルネリア軍の全将兵に、集合が命じられた。


　もちろん兵士たちはいぶかしんだ。一体ジェレイドは何をするつもりなのか。ひょっとして先の負け戦いくさと何か関係があるのか。あるいは、ジェレイドの病状はよくなったという話だったが、また何か問題が生じたのではないか。


　楽観的になれる材料はあまりに少なく、兵士たちは不安そうな顔をして整列していた。


　しかし、彼らはすぐに気付いた。兵士たちと向かい合うように軍の幹部たちが並んでいたが、その中にはしっかりとジェレイドの姿もあったし、何よりその中には、もうかなりの間姿を現さなかった〈風の戦乙女おとめ〉の姿もあった。


　この分なら、そう悪い話をされることはないのではないか。多くの兵士たちは次し第だいにそう考えるようになっていた。


　ただ、気になることもあった。居並ぶ幹部たちの中に、見知らぬ人物が交じっていたのだ。白はく銀ぎんの甲かつ冑ちゆうを着込んだその姿は、どう見ても騎き士しである。


　しかも、その騎士には多くの兵士が見覚えがあった。あれはひょっとして、〈赤の悪あく魔ま憑つき〉と恐おそれられたファノヴァールの騎士ではないのか、と。〈赤の悪魔憑き〉が昨日やってきたことは誰だれもが知るところとなっていたが、なぜその仇きゆう敵てきが幹部の中に交じっているのか。


　集会の場では、私語は厳しく禁じられている。それゆえに、ざわめきが表に出ることはなかったが、多くの兵士たちはいつまでも不安げな表情をしていた。





　　　　◆




　──やはり、兵士たちも戸と惑まどっているようですね。


　ジェレイドは、何度もこのような形で兵士たちと向き合ってきた。それゆえに、兵士たちの心境を敏びん感かんに察知することができた。


　戸惑うのは当然である。かつての最大の敵が、軍の総大将と一いつ緒しよにいるのだから。


　──もっとも、その程度のことで驚おどろかれてはこれからが大変なんですが。


　やがて準備が整うと、ジェレイドはミーアに頼たのんで風の精せい霊れいを使し役えきさせた。自分の声を数千の兵士全員に届かせるためである。


　そして、全軍に自分の顔が見えるよう、用意された台座に上がる。


「今日は皆みなさんにお伝えしなければならないことがあります」


　ゆっくりとした口調で、ジェレイドは全軍に語りかけた。


「僕たちは現在極きわめて厄やつ介かいな状じよう況きように置かれております。港町オルトーユを巡めぐる攻こう防ぼう戦せんで敗北した結果、皆さんには多くの犠ぎ牲せいを強しい、そしてまた多くの人々が僕たちを見限ろうとしています。それもこれも、すべては指導者たる僕の力不足によるものです。それゆえに、敗戦の責任を取って僕はボルネリア軍指導者の地位を辞することとしました」


　私語を禁じているにもかかわらず、このときばかりはどよめきの声が上がった。


　兵士たちの衝しよう撃げきたるやいかばかりか。しかし、まだこの程度で驚いてもらっては困るのだ。


「無論、これだけ皆さんに犠牲を強いておきながら、無責任にすべてを放り出すつもりはありません。今この場には、僕よりも相応ふさわしい指導者がいるのです。僕は皆さんのために、皆さんの家族のために、そして王国に住むすべての人々のために、その人物に全権を委任することこそが正しいと確信したのです。だからこそ、僕は指導者の地位を降りるのです」


　ここでジェレイドは、台座にその人物を招いた。





「ご紹しよう介かいしましょう。アレス国王陛下です」





　私語は禁止されているにもかかわらず、兵士たちの間から、そして幹部の中からも大きなどよめきが生じた。もっとも、今日ばかりは罰ばつする気にはなれない。これで驚かない方がどうかしてる。


　ジェレイドは場をアレスに譲ゆずり、台座から立ち去った。


「私がアレスだ。自己紹介を長々とするつもりはない。概がい要ようは今ジェレイドの言った通りだ」


　それがアレスの第一声だった。ジェレイドとしては、もう少し威い厳げんのあるマシな挨あい拶さつでもして欲しいところだったが、戦い以外のことでアレスに期待するのも酷こくだろうと諦あきらめる。


　アレスはなおも続けた。


「現在、この国には王がいない。ゆえに、私がこの国の王となることを宣言する。そしておまえたちは私の指揮下に入ることとなった。今このときをもって、おまえたちは反乱軍でも、解放軍でも、そしてボルネリア軍でもなくなる。おまえたちは、これよりベールセール王国軍……いや、国王直じき々じきに率いる国王軍となったのだ！」


　状況によっては、ここで歓かん声せいが上がったのかもしれない。


　しかし兵士たちは、歓声を上げるでもなく興奮するでもなく、ただ戸惑っていた。


　当然である。ジェレイド自身、未いまだに変な夢でも見ている気分なのだ。まさに文字通り昨日の今日である。昨日まで自分たちは反乱軍で、今日からは王国軍、いや、国王軍になるというのだ。以後、指導者はアレスとなり、自分は参さん謀ぼうに格下げだ。


　ジェレイド自身がそうなのだから、兵卒の戸惑いはより大きいだろう。しかも、アレスと言えばかつての仇敵である。彼に仲間を殺された者も確実にいる。その仇敵が今日から自分たちの指導者となるというのだから、もはや笑えない冗じよう談だんである。


「おまえたちが戸惑うのは分かる。だが、私は一人でも多くの命を救いたいという点で、ジェレイドとも合意している。どうか私に力を貸して欲しい」


　アレスの真しん摯しな声が、陣じん地ち一帯に轟とどろく。


　状況が状況である。残念ながら、その声に感かん銘めいを受けた兵士がいるとは思えない。もっとも、それはジェレイドも、そしてアレスにも分かっていたことだった。


　今必要なものはただ一つ、実績である。アレスはこれより自分が指導者に足る存在であると、自らの行動によって示さなければならない。かつてジェレイドがそうしたように。


　と、そのときであった。


「納なつ得とくがいきませぬ！」


　その叫さけび声は、アレスの真横から──居並ぶ幹部の一人から上がった。


　ベルハルトだった。ボルネリア軍の副将にして、ジェレイドの大事な片かた腕うでだ。


「異議があるのは当然だ。聞こう」


　そう言って、アレスはベルハルトに発言を許した。


「我々が命を預けたのはアレス卿きよう、あなたではありません。ジェレイドさまなのです。いかなる理由があるにせよ、突とつ然ぜん仰あおぐ旗を替かえることなどできませぬ！　なにより、ジェレイドさま！　なぜ……なぜ私に一言も相談してくれなかったのですか！」


「それは、あなたに異議を唱えてもらいたかったからです」


　ジェレイドは答えた。


「あなたが今仰おつしやったことは、まさにこの場にいる全員が思っていることでしょう。あなたには僕の右みぎ腕うでとして、皆みんなの気持ちを代弁して欲しかったんです」


「では、なおのこと！　せめて理由を説明してください！　なぜ突然我々は仰ぐ旗を替えねばならないのですか！」


「それが、僕たちにとってもっとも有効で、かつもっとも多くの人々を救う手段に成り得るからです。僕が利益に繫つながる判断しかしないということは、あなたもよくご存じでしょう？」


「私もこれだけは言える」と、アレス。「私はジェレイドを参謀として誰よりも信しん頼らいしている。確かに今このときより、おまえたちは私の指揮下に入った。だがすぐさま私に忠誠を誓えと言うつもりはない。今しばらくは私に仕えるジェレイドを信頼し、付いてきて欲しい」


　それは、ベルハルトに対してはかなり卑ひ怯きような論法だったと言うべきかもしれない。アレスではなく、アレスに忠誠を誓ったジェレイドを信じよ──。そう言われれば、ベルハルトとしては引き下がらざるを得ない。


「俺も異議がある！」


　再び声が上がった。


　声の主が誰かを知って、思わずジェレイドは眉まゆをひそめた。


　テオドリッジである。熊くまのごとき体格を持った、ボルネリア軍随ずい一いちの戦士。彼だけは、忠誠心や義ぎ俠きよう心しんでボルネリア軍に加わっているわけではない。ジェレイドでさえ苦手とする、理り詰づめの通用しない相手なのだ。ベルハルトならともかく、彼だけは気に喰くわないと感じればすぐにこの場を去るだろう。それは新生アレス国王軍にとって、あまりいい門かど出でではない。


「聞こう。何が言いたいのだ？」


　同じように、アレスは発言を許した。


「アレスとやら。貴様が王であろうとなかろうとどうでもいい。だが、俺は力を貸す主あるじは自分で選ぶ。ジェレイドについてはそれなりに評価しているつもりだが、貴様のことは噂うわさでしか知らん。俺が主と仰ぐに足る相手か、この場で証明してもらおう」


「テオドリッジ。気持ちは分かりますが少なくともこの場は──」


　と、なんとかなだめようとジェレイドは声をかけたが、他ほかならぬアレスが手でそれを制した。


「構わん、下がれジェレイド」


「はあ……」


　素す直なおに引き下がる。


　ジェレイドとしては、アレスに従うところを全軍に見せなければならなかったし、どの道アレスはこれから何千もの兵をまとめなければならないのだ。この程度の苦境はどうにか切きり抜ぬけて欲しくもあった。


「テオドリッジとやら。では、どうすれば私を主と認めてくれるのだ？」


「知れたことよ」


　兵士たちがざわついた。テオドリッジが、背負っていた大きな戦せん斧ぷを構えたからだ。


「聞けば貴様も名のある武人であるという。ならば武によって俺を従わせてみせよ！」


「いいだろう」


　躊ちゆう躇ちよなくアレスは応じた。


　台座から降り、そして数千の兵士たちの前で剣けんを抜き、盾たてを構える。


　──まあ、なんとなくこうなる気はしてましたが。


　ジェレイドは歎たん息そくして、自分の主が命いのち懸がけの勝負を行うことを許容した。


　テオドリッジを従わせるとすれば、恐らくこれ以外に方法はない。今はアレスの武人としての力を信頼するしかなかった。


　もしアレスが負ければ、その威厳は失しつ墜ついし、もはや彼を総大将として迎むかえることは不可能となるだろう。それどころか、アレスにすべてを委ゆだねようとしたジェレイドの立場すら危あやうくなる。


　しかし、もしアレスがボルネリア軍随一の戦士を打ち負かせば、ベルハルトや他の将兵たちも、少なくともアレスの強さは認めざるを得ない。見返りは充じゆう分ぶんにある賭けだった。


　かくしてここに、二人の武人が正面から対たい峙じした。


「我らの命を預けることになるのだ。殺すつもりでやらせてもらうぞ！」


「望むところだ。どこからでもかかってこい、テオドリッジ！」


　先にしかけたのはテオドリッジだった。


　大上段に構えた戦斧を、気合いと共に全力でアレスに向かって叩たたきつける。


　熊のごときテオドリッジが全力で振ふり下ろす戦斧は、大木をも両断する。見た目ではテオドリッジより一回りも二回りも小さなアレスに、それを受け止める術すべがあるようには思えない。アレスの強さを誰だれよりもよく知っているジェレイドですら、そのあまりの迫はく力りよくに一いつ瞬しゆんだけ背筋に冷たい汗あせが流れたほどだった。


　だが、アレスはアレスだった。


　目にも留まらぬ速さで盾を構え、テオドリッジの重い一いち撃げきを正面から受け止める。さすがに衝撃が強すぎたのか、その体がわずかに傾かしいだ。


　しかし、テオドリッジにできたのはそれまでだった。アレスは怪け我が一つ負うことなく、顔色一つ変えることなく、その一撃を受け止めていた。


「一つ、確かく認にんしておきたい」


　そのままの体勢で、アレスは尋たずねた。


「なんだ？」


「私も全力で戦うべきなのだな？」


「手加減するようなことがあれば、生しよう涯がい貴様を敵とみなすぞ！」


「分かった」


　アレスは盾と斧の鍔つば迫ぜり合あいを終わらせるべく全力でテオドリッジを押し返した。テオドリッジはその力を受け流すように、後方へ跳とんで距きよ離りを置く。見た目の巨きよ体たいとは裏腹の軽かろやかな動きだった。


　すかさずアレスは攻こう勢せいに出た。テオドリッジの得物は斧おの。破は壊かい力こそ充分だが、攻こう防ぼう一体とするには難しい武器だ。その隙すきを突つくためには、相手の懐ふところに入り、反はん撃げきの暇いとまを与あたえないことである。


　流れるような連続技の数々が、アレスから繰くり出された。鋭するどい右の剣が突き出され、次の瞬間には振りこそ小さいが力強い盾が繰り出される。


　その光景は、誰もが思わず息を呑のむほどだった。訓練を怠おこたらず、そして幾いく度どもの実戦を経へて鍛きたえに鍛え抜かれた人の技は、一いつ切さいの無む駄だがなく、それゆえに流りゆう麗れいな剣けん舞ぶのようだった。美しい。純じゆん粋すいにそう思えるのだ。


　ジェレイドも例外ではなかった。アレスの戦績は知っているが、その戦いぶりをこれほど間近で目にしたことはない。なるほど、〝ただ一人からなる無敵の軍勢〟などという大おお仰ぎような二つ名を持つ理由がよく分かる。アレスのことを知らない者が聞けば失しつ笑しようせざるを得ないその二つ名も、この戦いぶりを見せ付けられれば肯こう定ていする他ないだろう。


　しかしテオドリッジも決して引けを取ってはいなかった。もし応手を一つ間ま違ちがえれば、重い剣の一撃を喰らって腕うでは切断され、あるいはへし折られていただろう。しかし、重いはずの戦斧を縦横に操あやつり、嵐あらしのようなアレスの攻こう撃げきを次々しのいでいく。


　だが、テオドリッジにできたのはそれだけだった。流麗でかつ嵐のごとき激しさのアレスの攻撃に防戦一方となり、その顔にはもはや険しさしか残っていない。


「やるではないか！　しかし！」


　ついにテオドリッジは勝負に出た。


　アレスの突き出した盾の一撃を、あえて避さけずにそのまま胸に受けたのである。


　鈍にぶい音が響ひびき渡わたった。筋きん骨こつ逞たくましいテオドリッジではあるが、あれほどの衝しよう撃げきを受ければ、肋ろつ骨の一本や二本は砕くだけただろう。折れた骨が肺に刺ささっていてもおかしくはない。


　常人ならその激痛に悶もん絶ぜつしていただろうが、テオドリッジは耐たえてみせた。そして、盾の一撃を繰り出したことでほんのわずかに生じたアレスの隙を突いたのだ。


　もっとも、そこは斧の間合いではない。それゆえに、テオドリッジは──躊躇なく斧を捨て、そして間かん髪はついれず拳こぶしを繰り出した。


　鍛えに鍛え上げられたその強きよう靭じんな拳は、鉄てつ槌ついに相応ふさわしい威い力りよくがある。喰らえばアレスとてただでは済むまい。テオドリッジは、骨を折らせて骨を断たちに行ったのだ。


　しかも斧を捨てて繰り出された拳には、誰であろうと不意を打たれるだろう。アレスにあの重い拳を躱かわす術はない。誰もがそう思った。


　だが、アレスは幾度もの戦いを生き抜いてきた戦士だった。命懸けの戦いは、あらゆる汚きたない手段が許される。その戦場を生き延びるには、そんなあらゆる手段に対たい抗こうする術を知っていなければならない。だからこそ、アレスはテオドリッジの不意打ちに対処することができた。


　決断は一瞬である。アレスも躊躇なく剣を手放し、空いた右手でテオドリッジの拳を逸そらしていた。


　そして次の瞬間には、その腕を摑つかみ、背負い──放り投げていた。


「うぐ！」


　テオドリッジの巨体が、大の字になって地面に叩きつけられ、その口からくぐもった呻き声が漏もれた。


　場は静まり返った。すべては一瞬の出来事で、誰もが何が起こったのか把は握あくできないでいたのだ。


「参った」


　その静かな一言で、ようやく人々は理解した。


　テオドリッジが、あっさりと敗北したという事実を。


「俺も一ひと廉かどの武人であったつもりだが……。上には上がいるものだな」


「いや。卿けいは充分に強かった。その堂々たる態度、斧の冴さえ……同じ武人として尊敬に値あたいする。私が勝てたのは……ただ私の方がより卑怯者だったからというだけだろう。私にはどのような謗そしりを受けようとやらねばならぬことがある」


「……なるほど、俺の負けた理由がよく分かったわ」


　テオドリッジは起き上がると、アレスの前に膝ひざを突いた。


「おまえのような武人が上に立つというのなら、喜んで受け入れよう。そしておまえが為なさねばならぬこととやらを、見定めさせてもらうとしよう」


　どよめきが起こった。


　アレスの強さに対する歓かん声せい、テオドリッジが負けたことによる驚おどろき……。様々な感情の入り混じったどよめきである。


　──ファノヴァールの騎き士し、ここにあり……といったところですか。
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　一人ジェレイドは安あん堵どのため息を吐ついていた。


　やはりアレスは、軍の指導者という立場に収まるべくして収まったのだと思える。もちろんまだすべての兵士の心を摑んだわけではないだろうが、それも時間の問題だろう。今必要なことがあるとすれば──アレスは気に喰わないだろうが──アレスの武を示す機会、すなわち戦いくさだ。今後アレスがその武勇を発揮する度たびに、兵士たちも自分たちがどれほど幸福な状じよう況きように置かれているかを理解していくことだろう。


「ジェレイドさま、大変です！」


　と、そのときだった。


　馬に乗った兵士がジェレイドのもとに駆かけ寄よってきたのである。


　普ふ通つうの兵士が陣じん中ちゆうを馬で駆け、場を乱すがごとき行こう為いを行えば、軍法により処しよ刑けいされることすらあ有り得うる。


　だが、その兵士にはいかなる状況であろうと馬で駆けつけることが許されていた。斥せつ候こうという任に就ついていたためである。


「どうしましたか？」


「貴族たちが進軍を開始しました！　キアテーヌ侯こう爵しやくを中心にした三千余りの軍勢が、こちらへ向かっております！」


「ほう。よりにもよって、この時にですか」


　さして驚きもせず、ジェレイドは呟つぶやいた。むしろ内心では喜んでいたほどだった。よりにもよってこの時節に戦の機会をくれるなど、赤せき神しんか蒼そう神しんいずれの仕し業わざかは知らないが、粋いきなことをしてくれるものだと心底思う。


「どういうことだ、ジェレイド？　なぜ貴族たちが動いている？」


　話を聞きつけたアレスが、当然の疑問を呈ていする。


「この王国北部における現状については昨晩申し上げたとおりです。今貴族たちが一番恐おそれているのは、僕たちが農民の後うしろ盾だてとなり、さらなる権利の拡大を要求することです。北の侵しん略りやくにも動かなかった貴族たちですが、今傍ぼう観かんしていればいくつもの利権を失うことは必ひつ至し、それゆえ早めに手を打ってきたということでしょう。あるいはフィリップあたりが檄げきを飛ばしたのかもしれませんが」


「ありそうな話だな。ジェレイド、参さん謀ぼうとしての初仕事だ。我らはどうすべきだ？」


「では献けん策さくさせて頂きましょう。上策は、アレス陛下自ら我々を率いて貴族と戦い、完かん璧ぺきなまでの勝利を収めることにございます。さすればアレス国王陛下の名は一気に広まり、たとえその戦いで犠ぎ牲せいが生じることになろうと、後の犠牲を大きく減らすことができましょう」


　あまり意に添そう提案ではなかったのか、アレスは露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をした。


「いきなり血を流せというのか？　確かに我らに刃やいばを向けようとしているとはいえ、貴族たちには領地の治安を維い持じするという任がある。ただでさえ王国北部の治安は乱れていると聞く。彼らが兵を失えば、さらに治安が悪化することにもなるのではないか？」


「可能性はもちろんありますが……」


　その方がむしろ都合が良いのです、とは言えなかった。貴族に領地を治められる能力がないと分かれば、領民たちはいよいよ領主を見限る。そうすればアレス国王軍の付け入る余地も生まれるからだ。


　だが、この提案をアレスが好まないことは分かっていた。ジェレイドとしても、誰かを切り捨てる必要がないというのならそれに越こしたことはない。今はアレスの好む方法を提示すべきだった。


「下策として、戦わずして勝つ道も、ないわけではありません」


「あるのか。聞かせてくれ」


「これは陛下次し第だいでございます。アレスさまが国王となることを、貴族たちに認めさせればよいのです。さすれば、戦わずして勝つこともできるでしょう。僕としては、あくまで戦勝の知らせと共にアレスさまが国王となったことを喧けん伝でんし、フィリップあたりが悪わる巧だくみを行わぬうちに体制を固めるべきだと思いますが……」


「おまえの考えは分かる。しかし、このようなとき私がどうするかぐらい分かっているだろう？」


「御ぎよ意いに。では、陛下のお手並みを拝見させて頂くといたしましょう。何せ僕も説得されたぐらいです、どうにかなるかもしれません。つきましては、どうか国王陛下直々に兵士たちに出しゆつ陣じんの命令を下して頂きたく存じます」


「……分かった」


　アレスは台座に上り、未だ様々な感情を隠かくせないでいる兵士たちを見回した。


「私はかつて、皆みなの敵だった。その私に従うことが容易ではないことは理解している。だが、私とジェレイドは、ある一点において完全な合意を得た。それは、一人でも多くの人々を救うということだ！　もちろんそれは容易なことではない。私が皆の指導者になったことによって死ぬ者も生まれるかもしれん。だが、私とジェレイドは、命に懸かけて約束する。人の血が流れることを、極力抑おさえることを。だからどうかしばらく、私に力を貸して欲しい」


「全軍、出しゆつ撃げきの準備を！　これより貴族たちを迎むかえ撃うちます！」


　最後にジェレイドがそう付けたし、兵士たちは動き始めた。


　もっとも、その動きにはまだまだ迷いが感じられる。それでも、命令に反発されないだけマシというべきだった。


　テオドリッジを従わせたことがよい影えい響きようを及およぼしているのだろう。後はアレスの器量にかける他なかった。
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　キアテーヌ侯こう爵しやくは、六十歳を超こえている老人である。そろそろ息子むすこに後を任せて隠いん居きよするには充じゆう分ぶんな年ねん齢れいにあったが、かつては武人として名を馳はせていたこともあり、体の方は未だ健康そのもので、なかなか現げん役えきから退しりぞけないでいた。事実、先の北の侵略の際には、襲おそい来るミレスデン軍から難民たちを守るため、キアテーヌ侯自ら軍勢を率いて戦いを挑いどんだこともあったほどだ。


　しかし最近になって、キアテーヌ侯は引退しておかなかったことを後こう悔かいするようになっていた。


　──まさか、鎮ちん圧あつ軍の将に祭り上げられることになろうとはな。


　キアテーヌ侯は馬を歩ませながら、自らの置かれた状況を自じ嘲ちようした。


　後ろを振ふり返れば、三千余りの軍勢が静かに付き従っている。


　きっかけは、もちろんジェレイド率いるボルネリア軍の反乱だ。城じよう塞さい都市オルガスタを支配下に置き、港町オルトーユを巡めぐる攻こう防ぼう戦せんでフィリップ率いる王国軍に敗北したボルネリア軍。一時はその敗北によって瓦が解かいするのではとまで言われていたが、さすがは幾いく度どもの危機を乗り越えてきたジェレイドというべきか、彼らは軍勢を再編しつつしぶとく生き残っていた。


　そのため、現在は王都に戻もどったフィリップから多くの貴族に檄が飛んだのだ。私兵を動員し、反乱軍を打ちのめせと。次代の王に、その忠義を見せよと。もちろん、功を上げれば恩賞は思いのままだと。


　もともと北の侵略の影響で、この辺りの貴族たちの懐ふところ具ぐ合あいは非常に良くない。それゆえ、恩賞にありつかんと、少なからぬ貴族がこれに応じた。


　それに、より多くの貴族たちが動かざるを得ないある現象が、王国北部で発生しつつあった。北の侵略の際、多くの領主は農民たちを守ろうともせずに見捨てたのだが、そのために今度は農民たちが領主を見限りジェレイドに付こうとしていたのだ。


　これ以上ジェレイドをのさばらせれば、農民たちがさらに図に乗るのは目に見えている。それゆえに多くの貴族が、ボルネリア軍を早期に撃げき滅めつする必要に駆られているのだ。北の侵略に際してもまったく動こうともしなかった貴族たちが、ここに至ってようやくその重い腰こしを上げたのである。


　数千の軍勢となればそれを束ねる統とう率そつ者が必要となる。そこで貴族たちが担かつぎ上げたのが、人望も実績もあり、そして爵しやく位いという点でも随ずい一いちなキアテーヌ侯だった。もっとも、当のキアテーヌ侯からすれば、妖よう魔まを王都に引き入れたフィリップのことを快く思っていなかったし、そもそも未だ正式に王になっていない人物の命令に応こたえる義理も義務もないと考えていた。侯爵として財力にはまだ多少の余よ裕ゆうがあったし、北の侵略の折には命を懸かけて戦ったことから、領民たちの信しん頼らいも厚かった。


　ようするに、キアテーヌ侯には戦う理由などなかったのである。


　しかし、他の貴族の中にカラブリア侯爵という人物がいた。王国北部におけるもう一人の侯爵で、年齢は四十代半なかばと壮そう年ねんながら、建国の苦労を知らず、特権によって私腹を肥やすことしか知らずに育った典型的な温室育ちの貴族だった。偏かたよった栄養の摂せつ取しゆで膨ふくれた腹と半ばまで禿はげ上がった髪かみが特とく徴ちようの、見る者に決して良い印象を与あたえない人物である。悪政の結果か、彼のもとからも多くの領民が逃にげ出し、最近では経済的にも非常に困こん窮きゆうしているというまことしやかな噂うわさもあった。


　ただ、口だけは実によく動く人物であり、彼に次のように要よう請せいされた結果、キアテーヌ侯も動かざるを得なかったのである。


「いかなる理由があれ、ジェレイドが不法かつ不当に軍を動かし、我が国に乱を起こしたのは明白なる事実。これを野放しにすればさらに大きな争いとなり、やがてはクラウディア王女殿でん下かの足元にまで影響がおよぶことは必至。そもそも侯爵という位は、王国の要所を守るべく与えられたもの。今我らが動かずば、王国貴族の名折れというものでございましょう」


　ボルネリア軍を鎮圧することは王家に対する義務であり、侯爵という地位を与えられた恩を今こそ返すべき──そう言われてはキアテーヌ侯も反論の余地はなかった。かくして、急きゆう遽きよ編制された鎮圧軍の将という地位に就任せざるを得なかったのである。


「ご報告いたします！」


　と、戻ってきた斥候の声が、キアテーヌ侯の意識を現実へと引き戻した。


「反乱軍が動き始めました！　まっすぐこちらへ向かっております！　このまま進めば、恐らくダルトボア平原にて遭そう遇ぐうすることになるかと……！」


「そうか、進軍してきたか」


　やや意外だった。


　戦略的に考えれば、ボルネリア軍こと反乱軍が、迎げい撃げきに出てくる必要はないはずなのだ。彼らは一度の敗北で傷ついたとはいえ、たとえば彼かの〈風の戦乙女おとめ〉率いる弓騎き兵へい隊などは未だ健在だという。本隊は城塞都市オルガスタへと移動させつつ、〈風の戦乙女〉のみを動かし、こちらの兵力を削けずり取るといった戦略を用いることは可能だろうし、その場合対処は極きわめて面めん倒どうだっただろう。


　それがわざわざ兵力の展開が可能な平原を選んで進軍してくるということは、ボルネリア軍の側にも早々に決着をつけたい事情があるということだ。分からないでもない。ここでジェレイドが大きな勝利を収めることができれば、先の敗北を挽ばん回かいすることができるからだ。そうなれば王国北部における農民たちの間にも、今以上にボルネリア軍の庇ひ護ごを求める声が大きくなるだろう。


「キアテーヌ侯。あの平原に陣じん地ちでも構築され、迎え撃たれては厄やつ介かいです。我々も急ぎ駆かけつけ、今日中に雌し雄ゆうを決すべきでしょう」


　そう提言したのは、今や副将のような顔をしてべったりとキアテーヌ侯の横に張り付いているカラブリア侯である。その脂あぶらぎった顔は、見ているだけでいささか不快な気持ちになってくる。


　カラブリア侯の説得によって鎮圧軍の将の座に就ついたキアテーヌ侯であったが、もともとその地位を欲ほつしていたのはカラブリア侯当人だという噂もあった。しかし、戦績においてカラブリア侯はキアテーヌ侯の足元にも及ばず、それゆえに他の貴族たちの反発を恐おそれて諦あきらめたらしい。


　そんな話を耳にしていたためか、何となくカラブリア侯の提案には何か裏があるように思えてしまう。しかし、少なくとも今の提言に間ま違ちがいはなかった。ジェレイドと言えば策略家として知られている。策を弄ろうする時間を与えるのは上策とは言えない。たとえば遭そう遇ぐう戦せんのような、なし崩くずし的に戦いになだれ込む形の方が都合がいい。


「よし。進軍速度を速めるぞ」


　かくして、ベールセール王国北西部のダルトボア平原において、二つの軍勢は相対することとなる。
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　アレスはあらためて自分の置かれた状じよう況きようを不思議に思っていた。


　今自分が率いているのは元農民であり、反乱軍と罵ののしられた軍勢なのだ。一方で、眼前に展開している軍勢こそ自分と同じ貴族が率いている王国の軍勢なのだ。昨日までの味方が今日は敵となり、昨日までの敵が今日は味方というわけである。


　しかし、いつまでも不思議がってはいられない。今の自分には部下がおり、彼らもまたこの状況に戸惑っている。せめて自分だけでもこの状況を受け止めなければならない。


「反乱軍に告げる！」


　と、そのとき。貴族の証あかしたる赤いマントをまとった騎き馬ばが一騎、進み出た。遠目にも高こう齢れいとわかる武人であったが、その声には充分な声量があり、平原一帯に響ひびき渡わたった。


「大人しく武器を捨て、投降せよ！　今ならばまだ罪は軽い！　おまえたちの命は我がキアテーヌ侯こう爵しやく家の名において保障してやる！」


「キアテーヌ侯か！」


　かつて北の侵しん略りやく軍に果か敢かんに挑んだ老骨の貴族。アレスとは共に同じ戦場で戦ったこともある。あの高潔な貴族なら、説得が通じるかもしれない。わずかな希望を胸に、アレスも馬を進ませた。


「キアテーヌ侯、残念だが、その要求に応こたえることはできぬ！」


　アレスの声が届くと同時に、敵軍に目に見えて動どう揺ようが湧わき起こっていた。





　　　　◆




　キアテーヌ侯は、自分の目と耳が老化のせいでボケたのではないかと本気で思った。


　進み出た敵将の姿とその声に、見覚えと聞き覚えがあったからだ。


「あ、あれはもしや……」


「アレス卿きようでは!?」


　キアテーヌ侯の疑念を裏付けるように、後方の味方からもそんな声が上がる。


「兵を率いるはジェレイドではないのか!?　敵将よ、名を名乗られい！」


「生あい憎にくだが、ジェレイドはすでに将の立場にない！　私の名はアレス！　この軍の新たな将だ！」


　キアテーヌ侯ら鎮圧軍の驚おどろきは、並々ならぬものだった。


　アレス。ファノヴァールの騎き士し、ただ一人からなる無敵の軍勢、巨きよ人じん殺し。武ぶ勲くんを彩いろどる二つ名に困ることのない救国の英えい雄ゆう。それがなぜ、反乱軍を率いているというのか。


「馬ば鹿かな、なぜ卿けいが反乱軍を率いている!?　い、いや、そうか、卿がジェレイドたちを説得し、投降させたのだな？」


　祖国へのアレスの忠義を知っているキアテーヌ侯としては、そう考えるのがもっとも自然だった。さすがは彼かの英雄、言葉だけで反乱軍を鎮圧するとは──と内心ではすでにそう考えていた。いや、そう考えたかった。


　だが、そんな甘い考えはすぐさま否定されることとなる。他ほかならぬアレスによって。


「それは違ちがう。まず、我が軍に投降の意志などまったくない。そもそもこの軍は、反乱軍などではないのだ！」


「反乱軍ではない!?　では、一体何だというのだ!?」


　そしてアレスは答えた。臆おく面めんなく、堂々と。


「ベールセール国王軍だ！」





　　　　◆




「ふ……ふふふふっ」


　ジェレイドは必死に笑いを堪こらえようとして失敗していた。


　できればこの緊きん迫ぱくした場面で笑いたくはない。しかし、遠目でも分かる敵軍の呆あつ気けにとられている様子を見ていると、笑いの衝しよう動どうがいくらでも湧いてくるのだ。


　──そりゃまあ、当然ですよね。


　何せジェレイド自身、アレスにその提案をされたときは呆ぼう然ぜんとしたのだ。敵将のキアテーヌ侯とやらには、正直同情する思いだった。


　だが、さらに恐ろしい事実がある。


　このふざけた茶番劇すら、前座に過ぎないということである。





　　　　◆




「な、何を馬鹿げたことを！　貴様らなどただの農のう奴どの集団ではないか、それが国王軍だと!?　世よ迷まい言ごとにもほどがあるわ!!」


　そう叫さけんだのは、キアテーヌ侯の横に控ひかえていたカラブリア侯だった。


「我らには国王軍を名乗る資格がある！」


　しかし、アレスは退ひかなかった。


「国王軍とはすなわち王の率いる軍勢！　それゆえに我が軍は国王軍なのだ！」


「ふ、ふざけおって！　一体どこに国王陛下がいるというのだ!?　そもそも、陛下はとうの昔に亡なくなっておるわ！」


　カラブリア侯の抗こう議ぎは、至し極ごく真っ当なものであり、この場に集つどったほとんどの将兵たちの心情を代弁するものでもあった。


　だからこそ、アレスの返答を聞いた者は誰だれもが驚きを隠かくせなかった。


「知れたこと。私だ！　私こそがこのベールセール王国の王だ！」


　どよめきが、平原一帯を覆おおいつくした。


「お、王を自じ称しようするなど、とうとう気でも狂くるったか！」


　カラブリア侯が激げき昂こうする。当然の反応だと、キアテーヌ侯でさえ思った。


　しかもアレスの返答もまた常じよう軌きを逸いつしていた。


「驚くことなど何もあるまい！　今この国には王がおらぬ。ならば私が王を名乗ろうと自由ではないか！」


「く、狂っておる！　やはり狂ったのだ、あの若造め……!!」


　カラブリア侯が呻うめき声を上げる。


　代わりにアレスに問いかけたのは、キアテーヌ侯だった。


「アレス卿！　卿の主張には確かに一分の理があるやもしれぬ。今この国には王がおらず、新たな指導者が求められておる。しかし王たらんとする者にはそれなりの資格がいる。卿にはその資格があるというのか？　たとえば卿はハインツ王太子殿でん下かを殺害したのではないかとまことしやかにささやかれておる。そのような者が王になることを、亡き陛下に忠義を尽つくしていた者たちが承しよう伏ふくするだろうか」





　　　　◆




「…………」


　キアテーヌ侯の問いかけに、アレスは黙だまり込んだ。


　それは、指し摘てきされると分かっていたことだった。


　返答は用意してある。唯ゆい一いつの問題は、それが本来なら口にすることすら憚はばかられる返答だということだ。まして、王家のために身を粉こにして働いてきたアレスなら尚なお更さらである。


　それでも、アレスは心を鬼おににした。ジェレイドとの約束を果たすためにも、躊ちゆう躇ちよは許されないのだ。


「王太子殿下が亡くなられたことは確かに残念であり、無念だ。だが、今を生きる我らの足を引くがごとき愚ぐ行こうを、王太子殿下が望むとは思えぬ。そうではないか？」


　それがアレスの考えた返答だった。


　ハインツ王太子を殺害したのはアレスではない。しかし、その証明をすることは不可能だ。そしてこのことは、今後王を目指す上で何度でも謗そしりを受ける材料となるだろう。


　ハインツを守り抜ぬくことができなかったという点で、騎士失格であることは事実なのだ。ならば、汚お名めいは甘んじて受けるべきである。だが、その度たびに歩みを止めることだけは避さけなければならない。


「な、何と……!?　それが卿の答えか！」


「そうだ。何よりも、王太子殿下がご存命であろうとなかろうと、私には王となる権利があるのだ！」


　敵味方を問わず、ダルトボア平原全域においてどよめきが起こった。


　そんな中、あくまで冷静に、キアテーヌ侯は言った。


「よろしい。そうも断言されるのであれば拝はい聴ちようしよう。卿は一体いかなる根こん拠きよがあって、王たらんとするのだ!?」


「答えよう。かつて、初代国王ベルセルム一世は、こう言い遺のこされた。我がファノヴァール家に関かかわることだ。王国貴族たる貴公ならば聞いたこともあるだろう。もしファノヴァール家が王位を望めば──」


　反応は劇的だった。


　遠目でも分かるほどに、キアテーヌ侯の顔が驚きに歪ゆがむ。


「ま、まさか！」


「そうだ！　ファノヴァール家が王位を望めば、甘んじて貸かし与あたえよと、そう言い遺されたのだ！　王家にはそれだけの借りがあるとな！　ゆえに、私は今日この日よりその権利を行使する！　ゆえに、私こそがベールセール国王だ！　異論は認めぬ！　フィリップであろうと誰であろうとな！」





　　　　◆




「な、なんと……！」


　キアテーヌ侯は呻いた。


　あのアレスが、ハインツ王太子の殺害を否定もせず、それどころか完全に開き直って王を名乗っている。受けた衝しよう撃げきは大きかった。それはもちろんキアテーヌ侯だけではない、居並ぶ貴族たちはもとより、兵卒に至るまで誰もが半なかば呆然としていた。反乱軍の兵士たちもがそうだった。


「なんという不忠義者だ！　とんでもない理り屈くつをこねおって！」


　カラブリア侯などは憤いきどおりを隠せないようだった。


　それは当然の反応というべきなのだろう。しかし、キアテーヌ侯には同じ反応ができなかった。


　──あのアレス卿が、王に……!?


　それはそんなに悪いことなのだろうか。まずそう思ってしまう。


『もしファノヴァール家が王位を望めば、甘んじて貸し与えよ。我が王家にはそれだけの借りがある』


　それはかつてベルセルム一世が言い遺したという言葉だ。王国貴族なら、いや、平民でさえ知っている有名な話だ。何せ、一国の王がたかが一武家に王位を譲ゆずると発言したのだから。


　しかも、常識的に考えれば「あれは先王の戯たわむれであった」と後の王にでも否定されそうなものだが、実際にそうされたことは一度もない。恐おそらく数々の功績を残してきたファノヴァール家への信しん頼らいがあったためだ。そしてファノヴァール家の当主たちもまた、王家からの信頼に応こたえるように、その権利のことを持ち出すことは一度たりともなかった。


　だが、そんな経けい緯いがあるからこそ、アレスの主張を否定できなかった。ベルセルム四世、あるいは王位継けい承しよう権けんを持つハインツ王太子が存命であったなら話は別かもしれないが、現実問題として彼らはもういない。残った王族といえばクラウディア王女だが、彼女とアレスがかなり親しい関係であるということは周知の事実である。それこそ彼女が、アレスの国王即そく位いを真っ先に認めかねない。


　何よりも、キアテーヌ侯は知っていた。ファノヴァール家の王家への忠義ぶりと、アレス自身の強さと高潔さとを。


　北の侵しん略りやくの際、常にもっとも危険な場所にその身を置き、キアテーヌ侯自身をも救った稀き代だいの騎士。それがアレスなのだ。


　確かに今アレスが語ったことは、いささか忠義に欠けているかもしれない。だが、あのアレスがただ権力に囚とらわれ王を志したとは思えない。確かに国に王は必要なのだ。あのアレスが王になるというのなら、それは少なくとも──フィリップよりはマシではないか。直ただしきを挙げてこれを枉まがれるにおけば則すなわち民たみ服すという。アレスはまさに真っ直すぐな一枚の板だ。それが王として人々の上に置かれれば、この国のあらゆる歪みも改善するのではないか。


　もちろんアレスに為い政せい者しやとしての才があるかは分からない。しかし、そんなものは優ゆう秀しゆうな補ほ佐さが一人いればいいだけだ。たとえば──そう、多くの貴族たちは反対するだろうが、農民を率いて幾いく度どもの戦いを生き延びてきたジェレイドなどには確実にその才があるだろう。あるいは──引退を待つだけの年寄りである自分も、経験だけは人一倍積んでいる。その一点において、若いアレスの役に立つこともできるかもしれない。


　年とし甲が斐いもなく、胸が高鳴るのを感じた。もともとキアテーヌ侯は、武人として名を馳はせてきた。それゆえに、アレスのような武人に仕えることは、決して他言はできないが故人となったベルセルム四世やハインツ王太子に仕えることよりはるかに魅み力りよく的に見えるのだ。


　と、このとき、アレスの横に誰かが歩み出た。


　眼鏡めがねをかけ、その細い体をゆったりとした黒い衣服で隠したその男は──彼かの反逆者ジェレイドだった。


　ジェレイドは、まさに虎とらの威いを借る狐きつねのごとくアレスの横に並んで言った。


「ここは王の御ご前ぜんです！　膝ひざを突つき、頭こうべを垂れるならともかく、馬にまたがり刃やいばを向けるとは何事ですか！　王国貴族として少しでも忠義の心があるならば、直ちに我らが王のもとへ駆かけつけ、平へい伏ふくなさい！」


　それはアレスが王であれば真っ当な言い分であったかもしれないが、ことこの局面では貴族たちを激昂させる挑ちよう発はつだとしか思えなかった。


「ええい！　好き勝手言いおって！　誰かあの王を僭せん称しようする不ふ埒らち者を討うち取って参れ！」


　さすがに我が慢まんできなくなったのか、カラブリア侯こうが怒ど鳴なりつける。


　それは鎮ちん圧あつ軍の指揮官たるキアテーヌ侯をないがしろにする行こう為いでもあったが、あえてキアテーヌ侯は制止も抗議もしなかった。他の貴族や騎き士したちの反応を見てみたかったのだ。


　果たして、動く者はいなかった。


　誰もが戸と惑まどったように、他者の反応を見るだけで率そつ先せんして動こうとはしない。


「どうした!?　誰でもよい、あのアレスの首を獲とったものには金貨……一千枚を与えるぞ！」


　しびれを切らしたカラブリア侯が怒鳴りつける。


　金貨一千枚。破格の報ほう酬しゆうである。たとえ相手が救国の英えい雄ゆうと謳うたわれ、数々の武勇伝に事欠かないアレスであっても、命を賭かけるに値あたいする額かもしれない。


　それに釣つられたのか、果たしてこのとき、鎮圧軍の軍列から、一騎きの騎士が馬を進ませたのである。


　ただしその騎士は、赤い甲かつ冑ちゆうを着ていた。





　　　　◆




　赤い甲冑は、近この衛え騎士の証あかしである。


　進み出てきたその近衛騎士のことを、アレスは知っていた。人の名を覚えることは得意ではないが、共に戦ったことのある戦友の名は忘れられるものではない。


「ノーラッド卿きよう。あなたか」


　十八歳のアレスほどではないが、かなり若い近衛騎士である。


　かつてジェレイド率いる反乱軍を鎮圧する際にはアレスと共に別働隊を率いて戦い、そして北の残ざん虐ぎやくな傭よう兵へいが襲おそってきた時には同郷の騎士数十人を率い、人々を守るため果か敢かんに戦ったという。常に人々のために剣けんを振ふるい、常に体のどこかに生傷を負っている尊敬すべき騎士だ。


「馬上にて失礼いたします。ご無ぶ沙さ汰たしております、アレス卿」


「卿けいは近衛騎士の身だろう、なぜ王都ではなくこのような場所に？」


「北との戦いくさが終わった後、暇ひまを出されたのです。傭兵から人々を守った功によって休きゆう暇かを与えるという建前でしたが……私はフィリップ将軍に逆らってばかりでしたからな。厄やつ介かい払ばらいされたというべきでしょうな」


「なるほど、ありそうな話だ。ところで、確かく認にんしたい。今私の前に出たということは、決けつ闘とうを望むということか？　だとしたら残念だ。私は卿のような武人とは戦いたくないのだが」


「ええ。私もです」


「何？」


　どういうことか、と問いただすよりも先に、ノーラッドは行動していた。


　彼は馬を下りるとアレスの前で膝を突き、頭こうべを垂れたのだ。





「貴き殿でんこそが、真の君主なり！」





　その声は、平原一帯に響ひびき渡わたった。


「私は近衛騎士、王家に忠誠を捧ささげた身です！　ゆえに、フィリップがごとき外と様ざまの若造に仕える気など毛頭ありません！　さりとて国に乱を起こしたジェレイドも不適！　されど貴殿ならば！　北との戦において、自ら危険を冒おかし常に最前線に身を置き、人々を守り抜ぬき、ベールセールの騎士の名を知らしめたる貴殿にならば！　我が命、我が剣、我が忠誠を喜んで預けましょう！」




[image: ]


「…………」


　咄とつ嗟さにアレスは反応できなかった。


　騎士として他人に忠誠を捧げることはあっても、ノーラッドがごとき騎士に忠誠を捧げられたことは一度もなかったためだ。


「アレス国王陛下」


　ことさらに陛下という部分を強調して、ジェレイドは囁ささやいた。


「なぜ戸惑っておられるのです。これこそ血を流すことなく戦を終える好機ではありませんか」


「…………」


　もっともだった。


　とりあえず、自分が騎士だったとして、忠誠を捧げた相手にどうされれば嬉うれしいかを考えて行動する。


　馬を降り、ノーラッドの手を握にぎって立たせたのである。


「卿の忠誠、確かに受け取った！　今こそ共に戦い、祖国に平和を取とり戻もどそうではないか！」


　表向き堂々と言い放ったアレスであったが、心の中では少しありきたり過ぎる言葉ではなかったかとビクビクしていた。


「ありがたきお言葉！」


　だが、ノーラッドは気にした様子もなく、感激したように再び膝を折った。


「正直を申せば、ハインツ王太子殿でん下かが亡なくなられたと聞いたその瞬しゆん間かんから、私は待っていたのです。アレスさまが王たらんと決意なされる時を！」


　そしてノーラッドは、後方の鎮圧軍を振り返り、叫さけんだ。


「真の王と共に戦う気き概がいを持つ者よ、ここへ集つどえ！　これ以上王を待たせるのは無礼であるぞ！」





　　　　◆




「そんな、馬ば鹿かな……！」


　カラブリア侯の呻うめき声を、キアテーヌ侯は他ひ人と事ごとのように聞いていた。


「まさか、このような展開になるとはな」


　予想外ではあったが、不快ではなかった。


　同じような思いに駆られたのだろう、三千余りの自軍の中からぽつぽつと歩み出る者たちがいた。さすがに兵卒はいないが、騎士や従者など、およそ二、三十騎といったところだろう。


　三千のうちからたった数十騎といえば大した数字ではない。しかし彼らは、アレスに協力することを選んだのだ。フィリップ、あるいは今の主あるじに逆らってでもアレスに賭けることに、それだけの意義があると判断したのだ。


「キ、キアテーヌ侯！　こうなった以上は、一刻も早く行動あるのみ！　直ちに全軍を動かしファノヴァール伯はくを討ち、裏切り者どもを始末して動どう揺ようの広がりを抑おさえるべきであろう！」


　いよいよ動揺を抑えきれなくなったらしいカラブリア侯の提案は、至し極ごく真っ当なものではあった。


　ここで指導者が迷いを見せれば、いよいよアレスの主張に正当性を持たせることになりかねない。そうなれば離脱者の数はさらに増えるだろう。


　だが、動けなかった。キアテーヌ侯自身がアレスの主張に正当性を感じていたためだ。そして何より、今この国でもっとも王に相応ふさわしい人物はアレスではないかとも思っていたからだ。


「まあ落ち着かれよ。ファノヴァール家が王位を望めば貸かし与あたえよというのが、誰だれもが知るベルセルム一世の遺ゆい言ごんであることは事実だ。アレス卿の主張にはそれなりの正当性がある。王国貴族として、剣を向けるべきではない」


　カラブリア侯は信じられないと言いたげに顔を歪ゆがめた。


「まさか……貴公までもがあのような世よ迷まい言ごとを信じるというのですか!?　次期国王はフィリップさまと決まっております。まして反乱軍と手を組んだファノヴァール伯になど、微み塵じんも正当性はございません！」


「しかしフィリップの王都における所業は聞いておろう？　妖よう魔まを王都に引き込むような者が、次期国王に相応しいかは甚はなはだ疑問であった」


「し、信じられぬ！　もしやキアテーヌ侯、貴公までアレスに寝ね返がえろうと仰おつしやるのではありますまいな!?」


「寝返るとは心外だな。フィリップとて未だ王の地位にはない。そして私に命令できるのは国王陛下だけだ。私のことよりも貴公こそどうするつもりだ？　フィリップに忠義を尽つくすというのなら、貴公こそ直ちにアレス卿を討ち取るべく率先して行動を起こすべきであろう」


　カラブリア侯はわなわなと口元を震ふるわせた。


　鎮圧軍の軍勢はおよそ三千五百。しかしもはやキアテーヌ侯に兵を動かすつもりがないことは、誰の目にも明らかだった。


　この時点で兵力の三分の一は無力化されたも同然であり、それどころかいつアレスの側についてもおかしくない。残る二千の兵とて同様だ。兵を率いる貴族の中にはフィリップに忠誠を誓ちかう者も多いだろうが、肝かん心じんの兵が従うとは限らない。まして、戦場で味方が裏切る場面を見せ付けられたのだ。士気も高いとは言えない。


「ええい、もうよろしい！　貴公の言動はフィリップさまに報告させて頂きますぞ！　フィリップさまは必ずや裏切り者として貴公を処しよ罰ばつされることでしょうな！」


　カラブリア侯は一番懸けん命めいな手段を選せん択たくした。


　逃にげたのである。


「フィリップさまに忠誠を誓う者は私と共に来い！　おまえたち、よく考えろ！　ここで判断を誤れば、一族郎ろう党とうに至るまでことごとく不幸を見るぞ！」


　結局、カラブリア侯に付いて行ったのは、二千人ほどだった。
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　鎮ちん圧あつ軍が、分ぶん裂れつを始めた。


　およそ三分の二が南へと去り、そして残った三分の一は、国王軍の方へと向かってくる。


　ジェレイドはすわ攻こう撃げきかと緊きん張ちようしたが、彼らは武器を収め、攻撃の意思は欠片かけらもなかった。


　間もなく彼らは行軍を停止し、その中から一人の貴族が馬を進ませてくる。


「アレス卿、内々にお訊たずねしたき儀ぎがございます！」


　キアテーヌ侯こう爵しやくだった。


「行きましょう、アレス国王陛下」


　彼の意図を見み抜ぬいたジェレイドは、半なかば興奮しながらアレスに言った。


「剣も抜かず、部下を置いてやってきたということは、陛下と話をしたいということでしょう。ここでうまく彼を説得できれば、いよいよキアテーヌ侯は僕たちの同志となってくれるはず！」


「分かった」


　二人馬首を並べて共にキアテーヌ侯のもとへと赴おもむく。


　どれだけ近づこうと、やはりキアテーヌ侯からは敵意一つ感じられなかった。


「ご無ぶ沙さ汰たしております、アレス卿きよう」


「ああ。北との戦いくさ以来だな。早さつ速そくだが用件を伺うかがおう。私に訊ねたいこととは？」


「は。率そつ直ちよくに申し上げます。私はフィリップがごとき小物に忠誠を捧げる気にはなれませぬ。一方でアレス卿には多大なるご恩もあります。どちらが王に相応しいかと問われれば、私の答えは決まっております。ただ……アレス卿を陛下と仰あおぎ、忠誠を捧げるべきなのかは未いまだ判断がつかぬのです。まして、アレス卿が王位の正当性を主張する根こん拠きよとしたお言葉も、いささか強ごう引いんではないかと言わざるを得ないでしょう」


　もしファノヴァール家が王位を望めば、甘んじて貸し与えよ──アレスはかつての王が言い遺したその言葉を強引に悪用している。キアテーヌ侯の指し摘てきはもっともだった。


「貴公の不安はもっともだ」


　アレスはまずそう答えた。


「実のところ私とて王を名乗っていいものかと、散々悩なやんだからな。だが、私はこうすることこそが一人でも多くの国民の命を救うことに繫つながると考えたのだ」


「では、一つお聞きしてよろしいでしょうか。アレス卿は王となった後、一体何をなさるおつもりなのでしょうか？　ただ王として君臨なさることだけが目的なのでしょうか？　それとも王となって何かやるべきことがあるのでしょうか？」


　アレスは答える代わりに、傍かたわらのジェレイドを窺うかがった。


「ジェレイド、言って構わないか？」


「問題ないでしょう。キアテーヌ侯は信しん頼らいできる人物とお見受けしました」


「では答えよう。これは貴公が求めている答えにはならないかもしれないが……。私は王になったら、あることをするつもりだ。それが私とジェレイドとの約束でもある」


「あること……とは？」


「私はフィリップを権力の場から遠ざけ、王になった後──」





　……アレスの答えは、キアテーヌ侯の期待していたものとは違ちがっていただろう。王となったアレスが何をするのかという為い政せい者しやとしての言葉を、キアテーヌ侯は期待していたに違いないからだ。


　だがアレスの答えは、キアテーヌ侯を驚おどろかせるに充じゆう分ぶんなものではあったらしい。


「ほ、本気ですか？　そのようなことをなさるために王になると？」


「ああ、そうだ」


「しかしそれでは……アレス卿が無責任との謗そしりを受けるのではありませぬか？」


「構わぬ、覚かく悟ごの上だ。もちろん、もし必要になればいつでも私は王としての責任を果たすことになるだろうが」


「……分かりました」


　キアテーヌ侯は満足したような微び笑しようを浮うかべた。


　そして馬を下り、アレスに対して膝ひざを突つく。


「アレス卿。いえ、アレス国王陛下。陛下に私心なきことはよく分かりました。陛下こそ我らが仕えるべき真の君主。あらためて私も陛下に忠誠を捧ささげましょう」


　アレスもまた慌あわてて馬を下り、キアテーヌ侯の手を取って立ち上がらせた。


「よく言ってくれた。貴公の忠誠、喜んで受け取ろう」


　兵士たちの間から大きな歓かん声せいが上がった。何が起こったのかは、後方の兵士たちにも分かったのだろう。


　ジェレイドは、いよいよ笑いを堪こらえるのに必死になっていた。


　──卑ひ怯きようですよこれは！


　もしアレスがいなければ、ジェレイドはボルネリア軍を率いて彼らと戦わざるを得なかっただろう。もちろん負けるつもりはないが、多少の被ひ害がいが出ることは避さけられない。


　しかし、アレスという将が一枚加わっただけで、一人の兵も損そこなわないどころか、自軍の兵が大きく増えたのだ。


　一人でも多くの人々を救う。アレスはジェレイドにそう語った。


　その理想を実現することも、今や難しくないのかもしれない。


　ジェレイドも、そんな気になっていた。
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　その頃、キアテーヌ侯爵と袂たもとを分かち、戦場から離脱したカラブリア侯は、深刻な問題に直面していた。


「カラブリア侯。これからどうなされます？　一度我らの領地に戻もどるべきなのでしょうか？」


　付いてきた伯はく爵しやくの一人が、その難題を投げかける。


「う、うむ、そうだな……」


　問う方は簡単だろうが、答えを出すのは極きわめて難しかった。


　領地に戻って自分の城に立て籠こもるというのが一番妥だ当とうな選択だと思える。しかし、何ら根本的な解決にはなっていない。問題は三つあった。


　第一は、フィリップだ。自分たちはフィリップの命令に従い反乱軍を討とう伐ばつしにきた。それが、何ら反乱軍に打だ撃げきを与えることなく逃げ帰ったとなれば、立場がなくなるどころかフィリップの不興を買うことになる。そうなれば最悪、妖魔の餌えさにされかねない。


　第二に、領民だ。領主でさえ反乱軍には敵かなわなかったと領民が知れば、彼らはいよいよ反乱軍の庇ひ護ごを求めに走るに違いない。そうなれば、領地とてもはや安全ではない。


　そして第三に、反乱軍だ。キアテーヌ侯を傘さん下かに収めたアレス率いる反乱軍は、今後どう動くか。アレスは王を名乗ったのだ。となれば、今後は王として自分たちの領地に攻せめ込んでくることも充分に考えられる。


　今の状じよう況きようが思っていた以上に深刻であることを、あらためて悟さとる。すべての原因は、アレスが王を名乗り、そしてよりにもよって総大将に据すえていたキアテーヌ侯が裏切ったことにあるのだ。つくづく、憎にくらしい。


「……いや、そうだ」


　と、そこでカラブリア侯は起死回生の考えを思いついた。


　逆に考えればいいのだ。すべての原因はアレスとキアテーヌ侯にある。ならば──その二人にすべてを押し付けてしまえばよい。


「よし、皆みなの者。我らはこのまま王都へ向かうぞ」


　居並ぶ貴族たちは、当然のように驚きを隠かくさなかった。


「こ、ここから王都へ向かわれるというのですか!?　我々には遠出の準備などありません、とても兵ひよう糧ろうが持ちませんぞ」


「道中の村々から徴ちよう収しゆうすればよい。それに、邪じや魔まならば兵士とて置いていけばよい。此こ度たびの敗因は、祖国の英えい雄ゆうであったはずのアレスが国を裏切り王を名乗ったため、そしてキアテーヌ侯がそれに同調したことにある。こうなると、もはや我々の手には負えぬ。ひとまずは王都へ向かい、フィリップさまの援えん助じよを請こうのが当然というべきであろう」


　その言葉で、貴族たちもカラブリア侯の意図を悟ったようだった。


　すべてを他人のせいにする。今むざむざと無む駄だ死じにするのは簡単だが、自分たちは生いき恥はじをさらしてでも雪せつ辱じよくの機会を欲ほつしているのです──そう主張すれば、フィリップといえど簡単には罰ばつせられまい。


「なるほど、さすがはカラブリア侯だ」


　貴族たちは心底感心し、その方針に賛同を示した。


　こうして王国北部に住む貴族たちは、その多くが王都へと向かう長い旅路に就つくこととなる。
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　翌日からアレス国王軍は、にわかに慌あわただしく行動することとなる。


　三千の軍勢に、新たにキアテーヌ侯こう率いる千の兵士たちが加わったのだ。兵数が三割も増したとなれば、軍勢にとっては一大事である。兵の配置と再編制、兵ひよう糧ろうの確保、そして来きたるべき行軍の準備にと、兵へい站たん管理の責任者であるオリビアを中心に、将兵は誰だれもがてんてこまいだった。


　アレスやジェレイドとて例外ではなかった。もっとも彼らの場合、必要なのは行動ではなく話し合いだったが。





「今後のことについて、色々とご相談したいことがございます。アレス国王陛下」


　ジェレイドは朝食の休きゆう憩けいもそこそこに、完全な人ひと払ばらいをしてアレスのもとを訪おとずれていた。


「何しろ、ここ数日の間に起こった情勢の変化は常じよう軌きを逸いつしています。僕たちとしては、今後どうするかという方針をしっかり定めておく必要があります」


　アレスとしても、断る理由はなかった。


「分かった、当然だな。ただ、兵士のいないところで私を国王陛下と呼ぶのはよせ。おまえにそう呼ばれるとどうも違い和わ感かんがあってしょうがない」


「こればかりは慣れて頂かないと仕方ありません、アレス国王陛下。兵士たちの前でうっかりアレスなどと呼び捨てにしては権けん威いも何もあったものではありませんからね。構いませんね、アレス国王陛下」


　わざと国王陛下を連呼するジェレイドだった。


　自然、アレスは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔になる。


「分かった分かった、私が悪かった。もう好きにしてくれ」


「結構です。では、陛下。まずご裁可を頂きたいことがあります。早さつ急きゆうに王国全土に伝令を送りたいと思います。アレスさまが国王になり、僕やキアテーヌ侯もがこれを支持していると、広く喧けん伝でんしたいのです。そうすれば僕たちを見限りつつあった人々も考えを改めるでしょうし、新たな支し援えんも期待できるでしょう。フィリップに付いた貴族たちを揺ゆさぶることもできます」


　それは状況を利用することに長たけたジェレイドからすれば、至し極ごく当然の提案だった。


　だが、驚いたことにアレスは首を横に振ふったのである。


「いや、それは待って欲しい」


「な、なぜです!?　誰かを傷つけることなく、僕たちの立場を有利にできるんですよ!?　これほど陛下の意に添そった策はないと思いますが」


「それについては私も考えていることがある。ひとまず城じよう塞さい都市オルガスタ辺りに向かい、第十一の月十五日を待って、大々的に戴たい冠かん式しきでも行い私が王となったことを王国全土に報しらせたい」


「……珍めずらしいですね、あなたがそういった形式にこだわるなんて。まさかとは思いますが、権力に取り付かれつつあるんじゃないでしょうね？」


　ジェレイドの目は、まるで汚お物ぶつを見るかのようだった。


「ち、違う。これにはちゃんと考えがあるんだ──」


　アレスは慌てて説明した。ずっと胸に抱いだいていた、ある考えのことを。





「なるほど、そういうことでしたか」


　事情を聞いたジェレイドは、ようやく汚物を見るがごとき目つきをやめた。アレスの提案を嚙みしめるように、何度も頷うなずく。


「なるほどなるほど、そう言われると確かに悪い考えではありませんね。それどころかフィリップの野望を挫くじく一手になり得るかもしれません。まったく、あなたは戦いくさとクラウディア王女が関かかわると、よく頭が回るんですね」


「……一言多い。それに、私のことは陛下と呼ぶんじゃなかったのか？」


「ああ、そうでしたね、国王陛下。結構です、ではそのようにいたしましょう。もっとも、戴冠式なんてものを大々的にやる資金などありません。そもそも戴冠式となれば王冠が必要になりますが、そんな物を作る金もありません。とりあえずオルガスタへ向かい、大々的に戴冠式……ではなく即位式をやったということにして、そのことを喧伝するということでいいでしょうか？」


「ああ、その辺りは任せる」


「任されましょう。では本題に入りましょう。今後僕たちがどう行動するかについてです。もちろん最終的には、フィリップと決戦することになるんでしょうが。問題は、どのような過程を経へてそこへ辿たどり着つくかです」


「そうだな、戦略ということか。といっても、正直なところ何から手を付ければいいのか分からん。おまえの意見があるなら、まず聞きたいが」


「ええ、その辺りは頼たよってくださって結構です。一応、上策、中策、下策とご用意しておりますが」


「では、上策とやらから聞こう」


「上策はひとまずこの王国北部を僕たちの支配下に置くことです。キアテーヌ侯こう爵しやくほどの大貴族でさえ、今や陛下に従っています。しかも、僕たちと敵対することを恐おそれてのことでしょう、この王国北部にいる貴族のうち、フィリップ派ともいうべき貴族たちはその多くが南へと逃とう亡ぼうしているとのこと。この機に乗じてそれら領主のいなくなった領地を接収し、残った貴族たちを取り込むべきです。人望の厚いキアテーヌ侯爵に説得をお願いすれば、難しいことではありません。そうすれば僕たちは王国の半分近くを支配下に置くことができます。今後フィリップと戦う上でも、俄が然ぜん有利になります」


「しかし、それでは戦乱が長引くことになるだろう。それに、王国を二分しての戦いとなれば、いよいよ犠ぎ牲せい者しやは多くなると思うが」


「ええ、仰おつしやるとおりですが。しかし、これほど安全な策もないと思いますよ？」


　アレスは一度ため息を吐ついた。


「……おまえの言うことは分からなくもないが……。まあいい、では中策とやらは？」


「王国北部全域とまでは言いません、せめて港町オルトーユだけでも僕たちの支配下に置くのです。オルガスタとオルトーユ、この二つの交易拠きよ点てんを持つことができれば、今後多少の事が起こってもビクともしない体制を作り上げることができます」


「……しかし、それでは上策と同じではないか。結局この国は長い戦乱に巻き込まれることになる」


「それはまあ、そうですけど」


　そんなことを言っていては、戦略など立てられないではないか。ジェレイドとしては、そう抗こう議ぎしたくなるところだった。


「では下策は？」


「直ちに軍を率いて南下し、フィリップと雌し雄ゆうを決することです。しかしこれは下策も下策。僕たちの軍勢はどうにか四千、一方でフィリップの持つ軍勢は、精せい鋭えいの近この衛え騎き士し団を中心に万を超こえるのです。これを撃げき破はするのは容易ではありませんし、もし一度でも敗北すれば僕たちは一巻の終わりです」


「決まりだ、下策を採用すべきだ」


「そう言うと思ってました！」


　ジェレイドは頭を抱かかえながらため息を吐いた。


「おまえの心配は分かる。しかし、フィリップさえ倒たおせれば恐らくこの戦は終わる。それこそもっとも犠ぎ牲せいを減らすことのできる道だ。そのためにこそ我らは全力を尽つくすべきだろう」


「……分かりました」諦あきらめたような口調だった。


「僕だけならまだしも、アレス国王陛下のお力があればそれも可能でしょう。では下策を取るとします。ただ、そうなると僕たちが南下するにあたって少々問題がありまして」


「今度は何だ？」


「単刀直入に言いますと、我が軍の兵糧はあと三月しか持たないのです」


　いかなる戦せん況きようにあっても顔色一つ変えなかったアレスの表情が、このときばかりは青くなった。


「……つまり、何か？　このままだと我が軍は春を待たずして飢が死しするというわけか!?」


「はい、その通りです」


　しれっとジェレイドは言ってのけた。


　アレスとて軍人である。それがどれだけ厳しい現実かは簡単に分かった。


「ジェレイド、おまえそんな見通しで反乱を起こしたのか……？」


「いえ、一応目め処どは立ってたんですけどね。たとえば、僕たちは城塞都市オルガスタをどうにか支配下に置いています。あそこは物資の宝庫ですし、商人たちにはコネもあります。彼らに頼たのみ込めば、次の収しゆう穫かくまでは援助してくれるでしょう。まして今やアレス国王陛下の名もあるわけですから」


「そ、そうか。それを聞いて安心したぞ。どうにもならないわけではないのだな？」


「ただ、いくつか問題がありまして」


「またか。今度はどんな問題だ？」


「第一に、彼ら商人は利益のない貸し出しには絶対に応じてくれません」


「まあ、そうだろうな。商人というぐらいだろうし」


「そこでたとえば、あなたが王になった暁あかつきには色々便べん宜ぎを図はかるなどとうまいことを言って、彼らから物資をかすめ取れたとしましょう」


「…………」


　アレスとしてはその表現に文句があったものの、結局抗議しようとはしなかった。


「この場合、どんな変化が生じると思いますか？」


「……分からんな。商人が物資を提供してくれると生じる変化、だと？」


「難しいことではありません。まずオルガスタにおいて本来供給されるべき物資の量が減ります。次に、僕たちに物資を提供するということは、ようするに担保もなしにお金を貸すということでもあるわけです。僕たちが利益を還かん元げんできない限り、商人にとっては損失になるわけですね。商人にとってお金とはすべての活動源ですから、そのお金がなくなれば少しでも補ほ充じゆうしようとするわけですね」


「……何が言いたいんだ、ようするに」


「ようするに、オルガスタにおいて食しよく料りよう品の値段が一気に上がる可能性が高いわけです」


「…………」


「ただでさえオルガスタにはまだ多くの難民がおり、普ふ段だんより人の数が多いわけです。その状じよう況きようで食料価格が上がろうものなら、いよいよ多くの人が餓死するでしょう」


　アレスは恨うらみがましい目でジェレイドを睨にらんだ。


「……理り屈くつは分かるが……しかし、よくもそんなことを他ひ人と事ごとのように言えるな？」


「これはおかしなことを。だから言ったでしょう、僕としては他人事と考えるしかなかったんだと」


「ああ、そうだったな……」


　アレスはため息を吐いた。


　人々の犠牲を考えなければ、いくらでも打つ手はあるのだ。ジェレイドが目の前の人すべてを救うことを諦めたという理由が、今いま更さらながらに実感できてしまう。


「しかし陛下はすべてを救いたいのでしょう？　となれば、別の方法を考えるしかありません」


「あるのか？　別の方法も」


「ええ、一応上策、中策、下策と。上策は今申し上げました通りですが」


「では中策は？」


「国王として近きん隣りんの貴族たちに書簡を送るのです。新王アレス国王陛下に忠誠を誓ちかえと。従うならば忠誠の証あかしとして兵ひよう糧ろうを差し出せと。従わなければ討とう伐ばつして私財を奪うばいます」


「……それが中策か。王というより強ごう盗とうのやり方だな」


「無い袖そでは振ふれぬと申します。悩なやめば麦が出てくるわけでもなく、なければ奪う他ありませんので」


「ええい、分かった。では下策は？」


「あんまり言いたくないんですけどね。やっぱり一刻も早くフィリップと雌雄を決すべく南下を開始します。ようは兵糧が尽きる前にフィリップと勝敗を決することができればいいわけですから」


「……もはや策でもなんでもないな」


「だから下策と言ったではないですか。ただ、賭かけてもいいですけど、陛下は必ず下策を選ぶんでしょう？」


「そうだな。もっとも犠牲を少なくするにはそれしかあるまい」


　ジェレイドは大きくため息を吐いた。


「せっかく僕たちの眼前には、真っ白な領土が広がっているというのに……。いやまあ確かに、フィリップさえ倒せればすべて解決するんでしょうけど……。まあいいです、あなたのことですからもう考えを変えてはくれないんでしょうし」


　未練たらしく言う。


「分かってるなら話は早い。ならばもう無む駄だ話ばなしをする必要もなかろう」


「分かりました分かりました。では、直ちに全軍を率いて南下する準備を整えましょう」


「いや、待て。言い忘れていたが、全軍を率いていく必要はない。少なくともキアテーヌ侯こうには軍勢を率いてこの地に留とどまってもらうべきだろう」


「な、なぜです!?」


　ジェレイドの叫さけび声は、悲鳴のような響ひびきを持っていた。


「考えてもみろ。今、北部では多くの領主が領地を留守にしており、治安も悪化しつつあるという。もし我々がこれを放置すれば、無意味に多くの人々が傷つくだけだろう。キアテーヌ侯にはここに残ってもらい、治安維い持じを任せたい」


　ジェレイドは真っ向から反論した。


「僕たちは危険を覚かく悟ごしてフィリップに短期決戦を挑いどもうとしているのです。全軍をもって事に当たるべきです。特にキアテーヌ侯のような実戦経験豊富な将は得え難がたい人材ですし、何よりも侯爵の位にある人物が陛下に忠誠を誓っているという図式を常に示すことができます。彼と彼の私兵は絶対に連れて行くべきです」


「む……」


　今度ばかりは、二人の意見はなかなかまとまらなかった。


　一時的に空気が険悪なものにさえなりかけたが、


「では当人の意見を伺うかがってみましょう」


　というジェレイドの提案でキアテーヌ侯本人が呼ばれ、そして彼の次のような提案により事は簡単に解決することとなる。


「では折せつ衷ちゆう案と参りましょう。私は陛下に同行します。北部のことは我が息子むすこにお任せください。私もそろそろ領地のことは息子に任せて引退しようと思っていた身、それぐらいの器量は期待してもよろしいかと」


　誰だれよりも王国北部について詳くわしいキアテーヌ侯にそう言われれば、アレスとしても納なつ得とくせざるを得なかった。


「分かった。ではキアテーヌ侯、なんなら貴公が連れてきた兵はすべて置いていっても構わないゆえ、必要な準備を整えてくれ」


「御ぎよ意いに。我らの民たみのことをそこまでお考え頂き、心より感謝いたします」


　こうして懸けん案あんは一つ消え、キアテーヌ侯も準備をすべく慌あわただしく場を去った。


　ジェレイドは相変わらず兵力を減らすことには不満だったが、キアテーヌ侯が同行するのならと、それ以上反対意見を述べることはなかった。


「まあこんなところで満足する他ないでしょうね。では直ちに僕たちも進軍を開始しましょう。ひとまずは城じよう塞さい都市オルガスタに向かい、物資を補給した後、南下してトゥールスレン城じよう砦さいへ向か──」


　と、そこまで言いかけたところでジェレイドは思い出したように手を叩たたいた。


「ああ、そうだ！　そのことで報告があったことを忘れてました」


「またか。今度は何だ？」


「すいません、もっと早くに話しておくべきだったんですが……。実は、陛下がここへ来る前から、トゥールスレン城砦がおかしな動きを見せているのです」


「おかしな動き？　どういうことだ？　あの城砦はおまえたちが支配していたはずだろう」


「ええ、そうなんですが、どうも最近は僕の言うことを聞かなくなっているというかなんというか……」


　何を馬ば鹿かなことを、と笑い飛ばそうとしたアレスだったが、できなかった。


　それどころか、あることに気付き、背筋に冷たい汗あせが噴ふん出しゆつしたのを感じる。


　フィリップには、パンドラが付いているのだ。もしあの精せい霊れいが何かよからぬことを献けん策さくすれば、城砦の一つぐらい簡単に所有者を替かえられるだろう。


「……つまり、王国軍に乗っ取られたというのか？」


「僕も最初はそう思いました。ところがどうも違ちがうようで。とにかく、実際に見てきた人物に話を聞く方が早いでしょう」


　ジェレイドはクライスに命じて、誰かを呼びに行かせた。


　間もなく入ってきたのは、弓を携たずさえた筋きん骨こつ逞たくましい青年だった。何度か見かけたことのある顔だ。


「ジェレイド、呼んだか？」


「ええ。あなたが見てきたことについて、国王陛下に報告をお願いしたいんです。陛下、こちらはマシュー。僕が旗はた揚あげしたときから付いてきてくれた歴戦の戦士です」


「ああ、見覚えはある。それで、トゥールスレン城砦で何を見てきたというのだ？」





　……マシューの報告は次のようなものであった。


　トゥールスレン城砦に、大量の物資が搬はん入にゆうされていたこと。騎き士しを含ふくむボルネリア軍以外の軍勢が駐ちゆう留りゆうしていたこと。城砦のすぐ傍そばに宿場町が造られ、そこに一人の聖女がいたこと。そして聖女は、旅人や噂うわさを聞きつけてやってきた人々に、無む償しようで治ち癒ゆを施ほどこしているという。


「ほう。この時世に、そんな聖女がいるとはな」


「いや、確かにそれだけならいい話なんだけど」と、マシューは小さく首を傾げた。「でまあ、色々調べて結果的に分かったのが……。どうやらトゥールスレン城砦は、その聖女とやらに乗っ取られちまったらしい」


「ど、どういうことだ!?　聖女が城砦を乗っ取っただと？」


「もともとあの城砦には多くの怪け我が人がいたんだ。聖女はその怪我人たちを残らず治ち療りようして、連中の心を摑つかんだらしい」


「で、聖女からすると、トゥールスレン城砦が軍事行動を取ることが好ましくないようでしてね。僕の命令も受け付けなくなってしまい、今に至っているというわけです」


「わ、わけが分からんな。そんなことで軍事拠きよ点てんが丸々乗っ取られるなどと……」


「恥はずかしながら、僕たちボルネリア軍の兵士はほぼ全員が農民出身です。兵士たちにとって、緑神アトラスの神官は神の代理に等しいわけですよ。そのアトラスが遣つかわした聖女となれば、命を救われた兵士たちが僕を裏切ることも有り得うるでしょう」


「そうか、緑神アトラスの神官なのか……」


　大地の豊ほう穣じようを願う農民たちは、そのほとんどが緑神アトラスを信しん奉ぽうしている。無理からぬ話だった。


「それにしても、一体何者なんだ、その聖女というのは？」


「それが……正体は簡単に分かったんだけどよ。多分、あんたに言ったら驚おどろくだろうなあ。まあもったいぶっても仕方ないから言うけどよ、エレナだ」


「なんだとぉ!?」


　アレスは飛び上がらんばかりに驚きよう愕がくした。


　ベルセルム四世が急きゆう逝せいして以降、この国では誰もが思いもしなかったような出来事が次々に生じ、アレスも何度となく驚かされてきた。にもかかわらず、マシューの報告はそのどの出来事にも勝まさるほどの衝しよう撃げきがあった。


「エ、エレナとはあのエレナか!?　わ、私の義いも妹うとの……」


「そうらしいです。そのエレナですよ」


　容よう赦しやなく告げるジェレイドは、アレスの反応を見て面おも白しろがっているようでもあった。


　アレスとしては腹立たしいが、今はそれすらもどうでもよかった。


「し、信じられん。一体何が起こった？　なぜ私の義妹が、聖女になって城砦を乗っ取る？」


「さあな、さっぱりだ。俺は身分を明かして城砦の守備隊長だったバーグラムにも話を聞いたりしたんだがよ。今の自分にはなすべきことができた、どうかお見み逃のがしくださいとそればっかりだ」


「僕としても、部下の手た綱づなはしっかり握にぎってきたつもりなんですけどねえ。まさかこうなるとは予測もできませんでした。ですがまあ、そう悲観的になられることはないでしょう。時期的にエレナがトゥールスレン城砦を乗っ取ったのは、あなたの消息がまだ知れ渡わたっていないときです。恐おそらく、あなたが王になったと知れば喜んで従ってくれるのではないですか？　あるいはあなたのために僕から城砦を奪ったのではと解かい釈しやくすることもできますし」


「そう……だな。きっとそうだろう」


　義妹エレナが、自分よりも行動力に長たけているということをアレスは知っている。


　聖女となって兵士たちの心を摑み、城砦をまるまる乗っ取る。馬鹿げた話のようにも聞こえるが、エレナなら案外それぐらいのことはやるのではという気もしてくるのだ。


「とにかく、僕たちとしては前へ進む他ほかありません。我が軍は今日中に進軍の準備を整え、城塞都市オルガスタへ向かい、即位式を行ったフリをした後南下、フィリップと雌し雄ゆうを決すると、そういうことでよろしいですね？」


「あ、ああ。そうだな。それでいい」





　……こうして、様々な不安を抱かかえながらも、アレス率いる国王軍は行動を開始する。


　その軍勢は四千足らずと、フィリップ率いる王国軍の半分にも満たない。しかも配下の兵士全員がアレスに忠誠を誓ちかっているとは未いまだ言い難がたい。


　それでも、間もなく多くの人々が国王軍の動向に注目することとなる。奇き蹟せきとしか思えない数々の戦績を上げてきたあのアレスが、また新たな奇蹟を起こそうとしているのではないか。そんな予感に駆かられたためである。




　第五章　王都の吉きち日じつ
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　ルノーブル侯こう爵しやくの三女ルノアは、このところ毎朝をある男の腕うでの中で迎むかえるのが日課となっていた。


　男の名はフィリップ。次期ベールセール国王と言われる有力者であり、そしてルノアが純潔を、いや、将来を捧ささげるに足ると見込んだ相手でもある。そして、そんな深い関係にあったからこそ、ルノアはフィリップに生じていた微び妙みような変化を簡単に読み取ることができた。


　ある晩、いつものように濃のう密みつな一ひと時ときを過ごした後、ルノアは意を決してこう訊たずねることとなる。


「フィリップさま。フィリップさまには何かお悩なやみがあるのではありませんか？」


　瞬しゆん間かん的にフィリップが不ふ機き嫌げんになったことが、ルノアには手に取るように分かった。


　他人には決して弱みを見せたがらない人だ。悩みを抱えていると思われることさえ嫌いやなのだろう。


「なぜそう思うのだ？」


「簡単ですわ。最近のフィリップさまは、少し荒あら々あらしすぎるのです。今日も、まるで獣けもののように……」


　先ほどのことを思い出し、少しだけルノアは顔を赤らめた。


「何か気がかりなことがおありなのでしょう？　そう、たとえば……あのアレスのこととか」


　フィリップの反応は劇的だった。


　身を翻ひるがえしたと思った次の瞬間には、ルノアの首を両手で絞しめつけていたのだ。


「勝手なことを言うな！　貴様に何が分かるというのだ！」


「あぅっ！」


　喉のどをつまらせたルノアだったが、それでも抵てい抗こうする素そ振ぶりは見せなかった。このまま縊くびり殺されるのならそれも本ほん望もう。そう言いたげに、体の力を抜ぬいたのである。


「お、お聞かせください。フィリップさまは……武人としてアレスに勝ちたいのですか？」


　かろうじて残っていた空気をすべて使い尽つくし、そう口にする。


「……何が言いたい？」


　フィリップの手が弱まり、ルノアはごほごほと咳せき込みながらようやく新たな空気を吸い込むことができた。


「もしそうなら、それは恐らく難しいでしょう。アレスの強さは異常です。何千もの敵をたった一人で退しりぞけ、人外の巨きよ人じんをもたった一人で倒たおす……。まさに武人の名家、ファノヴァール家の血を凝ぎよう縮しゆくして作られたような騎き士しですわ」


「それがどうした!?　だから私がアレスに劣おとると、そう言いたいのか！」


「違います。フィリップさまは何をもってアレスに勝まさりたいのか、それが知りたいだけです」


「なん……だと？」


　虚を突かれたのか、フィリップから怒気が消えていく。


「アレスとは、所しよ詮せんただ剣けんを振ふるうことしか能のない一武人に過ぎません。王たらんとするフィリップさまが、こと剣でアレスに勝る必要などどこにもないではありませんか。フィリップさまは、ただ王としてアレスに勝ればいいのです。それでこそフィリップさまの名前は永遠に歴史に刻まれましょう」


「……ふん」


　フィリップは、小さく吐はき捨すてるとルノアに背を向ける形でベッドに横になった。


　それが別に不機嫌になったからではないということを、ルノアは知っていた。フィリップは意にそぐわぬ意見を聞かされれば、決して黙だまってはいない。それが今のように黙り込んでいるということは、聞くべき点があったということだ。


　ぶっきらぼうな反応しかできない人ではあるが、自分はこの人の役に立てている。それがルノアにも嬉うれしく、それゆえフィリップの背に自身の豊満な胸を押し付けるようにして、ルノアも眠ねむりについたのである。
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　アレスがジェレイドとの邂かい逅こうを果たしていた頃。


　王都ヴァンフィールには、表向き平へい穏おんが訪おとずれていた。


　月の頭には国務大臣カルレーン侯こう爵しやくがフィリップから権力を奪うばい取るべく決起するという事件が起こったが、大きな混乱が起こることもなく一晩で鎮ちん圧あつされ、フィリップは着々と次期国王としての足場を固めていた。


　この間、王都における犯罪発生率は、一部の貧ひん民みん窟くつを除けば皆かい無むに近かった。


　もちろん、原因はフィリップの施し策さく──罪人への新たな刑けい罰ばつにあった。罪を犯おかした者は、たとえ貴族であろうと邪じや悪あくな妖よう魔まとの決けつ闘とうを強要し、敗北すればそのまま妖魔の腹の中に納められるという残ざん虐ぎやくな刑である。


　今や広場の中央に置かれたその処しよ刑けい場は、〝妖魔の檻おり〟として住民の間でも広く知れ渡り、一ひと度たびその残虐な処刑を見た者は、たとえ餓が死しすることになろうといかなる軽犯罪も行わないと心に誓い、そして家族たちにも同じ誓いを立てさせたという。


　いずれにせよ、国王と王太子の急死という未み曾ぞ有うの状じよう況きよう下かにあって、混乱一つ生じることなく王都を治めることに成功したという点で、フィリップの施し政せいを評価する者は──そのほとんどは次期国王への追つい従しようであったかもしれないが──決して少なくなかった。


　もちろん、憎にくき妖魔を王都に引き入れ、さらに人を生きたまま食わすというその手法を批判する者もいた。その日、フィリップの私室を訪れた近この衛え騎士団第三軍の副将ベルフェルドがその一人である。


「フィリップ将軍閣下。申し上げたき儀ぎがございます」


　近衛騎士団第三軍と言えば、ジェレイドの反乱や北レアニールの侵しん略りやくなど、今年一年の間に多くの激戦をくぐり抜け、そして見事王国に勝利をもたらしてきた精せい鋭えいである。その軍を率いるのは、かつては猛もう将しようと謳うたわれしブライアン将軍であったが、現在その座を継ついでいるのがフィリップである。そしてその二人の将軍を副将として支え続けてきたのがベルフェルドであった。武人というより堅けん実じつな政務官といった風ふう体ていのベルフェルドは、時に強ごう引いんに事を進めようとする二人の将軍相手に様々な献けん策さくを行い、最後まで大過なくその任を務め上げたのである。


「久しぶりだな、ベルフェルド」


　このときフィリップは、ルノアに血と汗あせで汚よごれた体を拭ぬぐわせているところだった。ただし、その血は人のものではない。それにしては、いささか黒過ぎた。


「いかがなされたのですか、その血は」


「何、政務ばかりでは腕が鈍にぶるのでな。妖魔どもを相手に少し剣を、な」


「はあ、それはそれは」


　沈ちん着ちやく冷静なベルフェルドが珍めずらしく言葉に困ったようだった。人を斬きるというのならともかく、妖魔を斬ることが咎とがめるに値あたいするか、咄とつ嗟さに分からなかったのだろう。


「それより、何の用だ？　おまえの提言にはいつも聞くべき点があった。このような場でよければ聞こう」


「問題ありません、それでは──」


　女に体を拭わせながら、というのはいささか礼を失している。しかし時をわきまえず押しかけたのはベルフェルドの方であったためか、気にする様子はなかった。


「現在、王都の人心が萎い縮しゆくしつつあります。特に次期国王とされるフィリップさまの陰かげ口ぐちを叩たたくことはもっとも重い罪であるという噂うわさがまことしやかに流れ、それどころかフィリップさまの陰口を口にしたと密告されるだけで妖魔に喰くわれるという噂までもが流れ始めているとのことです。この状じよう況きようが続けば、あらゆる活動が抑よく制せいされ、王都の経済にまで影えい響きようが生じかねませぬ」


「言いたいことはそれだけか？　生あい憎にくと、似たような諫かん言げんならばいくらでも聞かされているのだがな」


　その提言は、まったくフィリップの胸を打たなかった。そんな無む駄だなことを言うために、時間を浪ろう費ひさせたのか──と、やや棘とげがこもったほどだ。


　しかしベルフェルドは怯ひるまなかった。


「いえ、そこで提案がございます。間もなく王女殿でん下かの誕生日です。その祝いとして酒でも振ふる舞まい、そして同時に件くだんの〝妖魔の檻〟を撤てつ去きよするのです。さすれば萎縮していた人心は解放され、人々も閣下に感謝することでしょう」


「しかしあの檻は、国王陛下亡なき王都を治めるために必要なものだ。私が王として即そく位いし、王国全土に真の平穏が訪れる日が来ればともかく、それまでは撤去する気にはなれぬな」


「もう充じゆう分ぶんにその効果は出ているかと。それに、王女殿下が成人となられるこの時節に、あのような血ち塗まみれた牢ろう獄ごくが王都の中央に存在するのはあまりに不ふ吉きつであり不忠というもの。逆に、今ここで閣下が多少なりとも王家に敬意を払はらうところを見せれば、未いまだ王家に忠誠を誓っている騎士や貴族たちの反感をこれ以上買うこともないでしょう。フィリップさまにとっても悪い話ではないかと」


「……ふむ」


　様々な理由をつけて妖魔の檻を撤去させようというベルフェルドの回りくどい言い回しは好きになれない。しかし、あながち間ま違ちがった提言だとは思えなかった。フィリップも必要ならばいくらでも敵を作り、血を流すつもりだったが、無用の敵を作っても仕方がない。


　何より、フィリップはベルフェルドという人物を買っていた。それゆえに、このときは次のように返答することとなる。


「よかろう。前向きに考えてみよう」


「は、どうかよろしくお願いいたします」


　フィリップさまならば必ずやこの国に平穏をもたらされるでしょう──。型通りの口上を述べ、ベルフェルドは退出しようとした。


「ところでベルフェルド」


　しかしフィリップにそう呼び止められ、足を止める。


「は？　何でしょう？」


「私は今でこそ第三軍の将軍だが、王となればこの肩かた書がきも不要となる」


「は、存じておりますが」


「どうだ？　おまえも副将として充分な実績を積んできたはずだ。そろそろ将軍になってみるつもりはないか？」


　思ってもみなかった提案だったのか、さすがに驚おどろきを隠かくせない様子だった。


「閣下の後あと釜がまなど私にはいささか荷が重すぎまする。そのような大任はどうか他の者にお与あたえくださいますよう」


「そうすぐに返事をせずともよかろう。とにかく、少し考えてみてくれ」


「……は」


　一礼して今度こそベルフェルドは去った。


「フィリップさまは、あの方をずいぶんと高く買っておられるのですね。珍しいこと」


　二人きりになると、今まで沈ちん黙もくを守っていたルノアが、口を開いた。


「ああ。いささか融ゆう通ずうは利きかぬが、あの男の助言に助けられたのは事実だからな。しかし、相変わらず心の内の読めぬ男よ。カルレーンめの決起には加わらなかったようだが、さりとて私に面めん従じゆう腹ふく背はいというわけでもなさそうだ。今の状況をどう思っているのやら」


「あの手の堅かたそうな武人はわたくしも苦手ですわ。それでも将軍の椅い子すを提示したのは、やはり配下に引き入れるためですか？」


「そんなところだ。私に忠を尽くすというのであれば、充分に使い道はある男だからな」


　それはルノアからすれば、少し奇き妙みように思えただろう。少し前のフィリップであれば、自分に服従しない相手など、一いつ顧こだにすることもなかったからだ。


　今のフィリップには、わずかばかりの心境の変化が現れていた。パンドラと、そして他ほかならぬルノアの影響である。


　先に発生した、国務大臣カルレーン侯こう爵しやくの決起。その際に、フィリップはアレスと剣を交まじえ、そして──劣れつ勢せいに立たされた。


　それはフィリップにとっては屈くつ辱じよく的かつ衝しよう撃げき的な出来事だった。


　アレスにはパンドラの力があった。しかし今、フィリップもまたパンドラの力を得た。だからこそ、アレスと対等になれたと思った。


　それでもアレスには敵かなわなかったのだ。


　その原因の一つは、間違いなく戦いくさの経験の少なさにある。そのため、このところフィリップは、時間さえあれば王城の訓練場に籠こもった。ただし、相手を務めるのは騎士などではなく、凶きよう悪あくな妖魔や捕ほ縛ばくされた賊ぞくであり、フィリップもまた木ぼつ剣けんではなく真しん剣けんを用いて立ち合った。


　一歩間違えば命を落とす危険な状況に、自ら身を置いたのである。事実、大きな怪け我がを負うこともあった。だが、フィリップはそのすべてに打ち勝ってきた。そのために城勤めの使用人には、日々の仕事が一つ増えたほどだった。訓練場にこびりついた血や肉や臓ぞう物もつを洗い落とすという極きわめて陰いん湿しつな仕事が。


　その一方で、フィリップは将として自分の軍の陣じん容ようを厚くしようとも試みていた。


　武人としてアレスに勝つことなどどうでもいいと、ルノアに諭さとされたことが一因である。フィリップとしてはもちろん武人としても負けるつもりはなかったが、王としても勝つに越こしたことはないと判断したのだった。


　副将ベルフェルドに将軍の席を用意し、自らの帷い幕ばくに迎むかえようとしたのもその一いつ環かんだった。あるいは、かつて常にフィリップと共にあり、常に的確な補ほ佐さをしてくれたギルマードのような参さん謀ぼう役を本能的に欲ほつしていただけかもしれないが。


「さて、ルノア。今日の午後は何があったか？」


「はい。エディンバラの大使との面会がございますわ」


「ちっ、そうだったな。今や王都には敵もおらぬというのに、まだ気に喰わぬ仕事をせねばならんか」


　フィリップは王都における次期国王としての立場を不動のものとし、大きな権力を手中に収めた。だが、そのような立場にあってもなお、意のままにならない相手がいた。隣りん国ごくエディンバラ皇国である。その国力は、一年の間に相次いだ争いによって疲ひ弊へいしたベールセールとは違ちがい強大で、とても争えるような相手ではない。癪しやくに障さわるが、しばらくは下した手てに出ねばならなかった。


「フィリップさま。お気持ちは分かりますが、そのような不満顔で大使と面会してもいいことはありませんわ。こればかりは次期国王たるフィリップさまにしかできぬこと。どうか我が慢まんしてくださいまし」


「もっとも過ぎる諫言だな」


　フィリップもそれぐらいのことは分かっている。国務大臣さえいない今、隣国の大使と会見するのは自分でなければならない。たとえ会見の目的が謝罪であってもだ。


「ただ、どうしても気が進まないと仰おつしやるのでしたら、気分を変えるいい方法がありますわ──」


　不意に、ルノアの声の調子が変わった。どこか艶つやが加わったように、絡からみつくような響ひびきを伴ともない始める。


「まだ少し時間がございます。少し愉たのしんでいかれませんか？」


　その言葉の意味を、フィリップは即そく座ざに察した。少し前まで処女であったルノアの体も、今やすっかりフィリップによって躾しつけられている。


　ルノアの顔は、すでに熱に浮うかされたように赤かった。あるいは半はん裸らのフィリップの体に接していたがために、火が点ついたのかもしれない。


「悪くない提案だな」


　フィリップはにやりと笑ってルノアの顎あごに手をかけた。


　熱い口付けを交かわす。もとよりフィリップの体も、訓練のせいで火ほ照てっていた。その火照りを鎮しずめるのにもちょうど良い。


「ベッドへ行くのも面めん倒どうだ」


「ああ──」


　フィリップは、半ば引ひき裂さくようにルノアの服を脱ぬがしながら、その体を壁かべへと押し付けていった。





　　　　◆




　エディンバラ皇国の大使との面会は、王城の一室にて行われた。




[image: ]


　大使が王城へと出向く形となったのである。これは本来、逆であるべきだった。そもそも今日会見が行われる理由は、エディンバラの王族とクラウディア王女との婚こん約やくを正式に破は棄きするためである。ベールセール側にも事情はあったにせよ、本来ならフィリップが国の代表として、大使館あるいはエディンバラ本国にまで出向き、詫わびを入れるのが当然だった。


　だが、相手方まで出向いて詫びを入れるという行こう為いがフィリップには結局我慢できず、それゆえ大使を王城へ呼びつけることとなったのである。


　本来ならエディンバラ側から抗こう議ぎの一つもされていておかしくはない。しかしエディンバラの大使は不満の色一つ見せず王城に出向き、それどころか次のように述べてベールセール王国の現状に理解を示した。


「国王陛下、および王太子殿下を襲おそった悲劇のことを考えれば、婚こん姻いんの件は白紙に戻もどさざるを得ないところであると、我々も理解しております」


「うむ。感謝する。私が次代の王として即位した暁あかつきには、あらためて貴国との同盟関係を重視し、あらたな友好の手立てを考えたい」


「ありがたきお言葉です。我々としても、真の実力者とこそ交こう渉しようの場を持ちたいですからな」


　顔には笑えみを浮かべ、言こと葉ば遣づかいも丁てい寧ねいそのものだったが、フィリップとしては大使の言葉の真の意味を勘かん繰ぐらずにはいられなかった。


　真の実力者と交渉したい。しかし、それがフィリップであるとは一言も言っていない。つまり、今は誰だれが次の王になるのか状じよう況きようを見定めようとしているのだと、暗にそう言っているようにしか思えなかった。今のところ最有力候補はフィリップであるが、もし他ほかに相応ふさわしい者がいたのなら、いつでも手の平を返すつもりなのだと。


「しかしながら──」


　と、ここで大使は顔から笑みを消し、厳おごそかに続けた。


「貴国は現在、あの悪あしき妖よう魔まどもを王都に入れ、治安維い持じのために利用しているとか。我が国が妖魔という存在をどれだけ忌いみ嫌きらっているかはご存じのはず。そのような方法が貴国のためになるとは思えませんぞ」


　それが本題か、とフィリップも背筋をあらためた。


「貴国の事情は承知しているが、我が国には我が国の事情がある。ご理解頂きたい。それに、我が国にとっても妖魔はただの奴ど隷れい、道具として使用しているに過ぎぬ。貴国の懸け念ねんするような事態にはならぬであろう」


「貴国の内政に干かん渉しようするつもりはございません。しかし、貴国の今後の動向によっては、我が国も態度を変えなければなりません。それだけはご記き憶おくください」


「分かった、覚えておこう」


　やがて大使が去ると、フィリップは毒づいた。


「ふん、エディンバラの犬めが」


　残念ながら、エディンバラに喧けん嘩かを売れるほどの力はまだない。エディンバラは正義を重んずる国と言われており、ゆえに同盟国の内政に干渉するつもりはないのだろう。しかしもし何らかの理由が生じさえすれば、グリア大陸全土に名を馳はせたエディンバラの騎き馬ばが瞬しゆん時じにベールセールの大地を蹂じゆう躙りんすることになるだろう。


　フィリップはそれまでに王としての立場を確立し、大陸に覇はを唱えられるだけの軍勢を育てあげなければならなかった。





　　　　３




　クラウディアの誕生日が近づいていた。


　最後の王族が成人となる日である。もちろん王城では盛せい大だいな祝賀会が行われることになっており、多くの使用人や役人たちが忙いそがしくその準備に当たっていた。


　そんな最さ中なか、フィリップは彼らに新たな要求をすることとなる。


「当日は民衆にも酒を振ふる舞まえ。それから、当日の朝のうちに〝妖魔の檻おり〟を回収しろ」


　そう命じられた文官たちのうち、幾いく人にんかはまた仕事を増やされるのかと、顔を青くした。


「よいお考えかと存じます。ではそのように」


　しかしそれ以上に、安あん堵どの色を見せた文官は多かった。彼らもまた、妖魔という未だ得体の知れぬ生物を利用することに不安を覚え、また人を生きたまま喰くわせるという罰ばつに恐きよう怖ふを覚えていたのである。


「ところでフィリップさま。フィリップさまはいつ王として即そく位いなされるのでしょうか？」


　一人の文官が、意を決してそう訊たずねた。


「ほう。それを今教える必要があるのか？」


　実のところ、フィリップは王となる日を未だ決めかねていた。しかし、自分が決断力に欠けているなどと思われたくはなく、それゆえ自然と語気が強くなっていた。


　フィリップに質問をした文官は、もちろん震ふるえ上がった。しかし、彼の立場からするとどうしても聞いておかねばならなかった質問であり、それゆえ顔を隠かくすように深々と頭を下げながらなおも訊ねたのである。


「はは……！　一国の王の戴たい冠かん式しきともなれば、それこそ王国全土を挙げ、クラウディアさまの成人式以上に大きく祝わねばなりませぬ。準備は早い方がよろしいかと」


　そう言われれば、フィリップとしても無下に突つき返すわけにはいかなかった。しかし決まっていないことは答えようがない。


「……分かった。だが、それを公表するのはクラウディアの誕生日と決めているのだ。漏ろう洩えいを防ぐため、それまではおまえたちにも告げるわけにはいかぬ」


「いえ、そういうことでしたら結構でございます。差し当たり、今はクラウディア王女殿でん下かの成人式に全力を尽つくすといたしましょう」





　──やはり、そろそろ定きめねばならぬか。


　一人執しつ務む室に残ったフィリップは、即位の問題を直視せざるを得なかった。


　すでに王都は支配下に置いている。王を名乗るのは簡単だ。それこそクラウディアが成人を迎むかえると同時に結けつ婚こんし、王となってもいい。


　しかし、ただ王を名乗るだけでは何の面おも白しろみもない。実のところ、自分がいつ即位するかについて、一つだけフィリップには考えがあった。


　アレスを血祭りに上げた直後である。


「パンドラ、出て来い」


　少女の形をした精せい霊れいは、何度見ても不ふ吉きつな深しん紅くの衣ころもをたなびかせ、音も立てずにフィリップの前に舞まい降おりた。


《何用かな、我が契けい約やく者よ》


「アレスは今どうしている？」


　少女の容姿に似つかわしくない凄せい惨さんな笑みが浮かんだ。


《やはり気になるか》


「……私の質問に答える気があるのか？　ないのなら即座に消えろ」


《ふふ、ならば消えた方がよさそうだな。あえて今は教えられぬのだ》


「なぜだ？」


《教えたところで汝なんじには手の出しようがないからだ。それに、間もなくその報は汝にもたらされる。楽しみは後に取っておいてもよかろう》


「……ほう」


　それで充じゆう分ぶんだった。


　意味するところは一つ、アレスは再び何か行動を起こしているということだ。王都にいるフィリップの耳に入るほどの何かを。


「面白い。それでこそ我が宿敵よ」





　　　　４




　王国暦れき八十三年第十一の月十五日。


　王都ヴァンフィールにおいて、クラウディアの誕生日が華はなやかに祝われた。


　城下では人々の不安を煽あおっていた〝妖魔の檻〟が撤てつ去きよされ、また酒や肉が振る舞われたことから、人々は口々にクラウディアの成人を祝い、そして彼女こそ不安定なこの生活に安定を与あたえてくれるのではないかと期待した。


　王城も例外ではなく、この日は遠路はるばる多くの貴族が集まり、大広間では大規模な祝賀会が開かれていた。


　しかし、いずれの場にも今日の主役であるはずのクラウディアが姿を現すことはなかった。もちろん代わりに場を取り仕切っていたのはフィリップである。


　王家に忠誠を誓ちかっていた一部の貴族たちは、もちろん落らく胆たんを隠さなかった。しかし、より多くの、内心はともかく表向きはフィリップに忠誠を約束していた貴族や武人たちは、そのことに疑問や不満を呈ていするようなことはまったくなく、成人の儀ぎは本人不在のまま滞とどこおりなく進んでいった。


「皆みなの者！　まさに今日、クラウディアさまは十四歳となり、成人となられた。残念ながらクラウディアさまは先にお父上と兄君を亡なくされた悲しみから未いまだ脱だつしてはおられず、今日この場にも出られぬ。しかし、間もなくクラウディアさまは将来を支える伴はん侶りよを得られ、必ずや皆の前に姿を現すであろう！」


　久しぶりの酒に酔よったフィリップは、上機嫌にそう宣言した。たちまち場は満場の拍はく手しゆで包まれる。


　だが、事件はそのときに起こった。


「い、一大事にございます！」


　一人の騎き士しが、息せき切って大広間に飛び込んできたのである。


「控ひかえぬか！　いかなる報告かは知らぬが、今日は国の吉きち日じつぞ」


　慌あわてて近この衛え騎士の一人がそう制止しようとする。


　しかしフィリップは言った。


「いや、構わぬ。いかなる吉日であろうと事実を遠ざけるような国に未来はなかろう。報告せよ、何があった？」


　飛び込んできた騎士は、感激したように平へい伏ふくした。


「申し上げます！　城じよう塞さい都市オルガスタより〈風の便り〉が王国全土に向けて発せられました！　アレス卿きようが！　あのファノヴァール伯はくが！　ジェレイド率いる反乱軍を支配下に置き、そ、そして今日、オルガスタにおいて即位式を行い、ベールセール国王を名乗ったとのこと！」


　祝いの雰ふん囲い気きは一いつ瞬しゆんにしてかき消えた。


　代わりに場を満たすのは、狼ろう狽ばいと疑問である。あまりにも不可解なことが多過ぎたのだ。


「どういうことだ!?　あのアレス卿が王を名乗っただと!?」


「反乱軍を支配下に置いた!?　なぜそうなる!?　しかも、ジェレイドもそれを許したというのか!?」


　出席していた貴族から、次々驚おどろきの声が上がる。


「詳くわしく申せ！　一体何があったのだ!?」


「ははっ！　詳しくは存じませぬが、オルガスタからの〈風の便り〉によると、アレス卿は『ファノヴァール家が王位を望めば貸かし与えよ』というベルセルム一世の遺ゆい言ごんを根こん拠きよに王を名乗ったとのこと！　しかもキアテーヌ侯こうを始めとして幾人かの諸しよ侯こうがこれに同調、王国を裏切ったとのことです！」


　大広間を覆おおったざわめきは消えることがなかった。何もかもがあまりに突とつ然ぜん過ぎたのだ。


　しかし、ただ一人平静さを保っていた者もいた。


　フィリップである。


　──パンドラの指し摘てきはこのことだったか。


　驚かずにいられたのは、パンドラの助言あってこそである。そのことが少し腹立たしい。もっとも、それ以上に腹立たしいのは、アレスの動向を聞かされた程度で無む闇やみに騒さわぎ立てる貴族たちだった。


「静まらぬか！　今日は国の祝いの日だ、クラウディアさまのお膝ひざ元もとでむやみに騒ぎ立てるな！」


　今や王都においてフィリップの発言を遮さえぎる者など誰だれもいない。さざ波が退ひくように、場は沈ちん黙もくを取とり戻もどしていった。


「皆の者。事は単純だ。逆ぎやく賊ぞくアレスはついに我が国に刃やいばを向けたのだ。ハインツ王太子殿下を殺害し、ベルセルム四世国王陛下を死に追いやり、なおもその上に王を名乗るなど言語道断！　私はこれより、近衛騎士団第三軍の将として、全軍に出しゆつ陣じんを命ずる！　卑ひ劣れつなるアレスを捕とらえ、我が国にたてつく反逆者どもを討うち取り、祖国に真の平和を取り戻すのだ！」


　ここでフィリップは大おお仰ぎように両手を広げた。


　アレスの行動によって、フィリップの権けん威いを見せ付けるはずの式典は台無しにされたのだ。この国の真の実力者が誰であるかを示すのは、まさに今をおいて他ほかになかった。


「そしてそのときにこそ、この国の王が誰であるか、大陸全土に示されるであろう！」


　それは、フィリップが王位に即つくことを正式に宣言した瞬しゆん間かんであった。


　場は再び、フィリップを称たたえる歓かん声せいによって満たされたのである。





　　　　◆




　その後、フィリップは一人式典の場を離はなれた。


　向かった先は、クラウディアの私室である。


「クラウディアさまに何かご用ですか？」


　部屋に入ろうとすると、まず扉とびらの隙すき間まから顔を覗のぞかせたのは専属の侍じ女じよシオーネであった。


　いつもと同じように、冷たく鋭するどい視線を向けてくる。この王都において、自分にこれほどの敵意を正面から向けてくるのは、今やこの侍女ぐらいのものである。


　もちろん、そんな無礼を許すフィリップではなく、縄なわで縛しばりつけて寝しん室しつにでも連れ込んでやろうかと思ったことは一度や二度ではない。


　しかしクラウディアのお気に入りだというこの侍女を殺せば、クラウディアが何をするか分かったものではない。むしろ手を出さずにいれば、ここぞというときにクラウディアに対する人ひと質じちとして使えるだろうと考えたのである。


「クラウディアに少し面白い話があってな。とっとと通せ」


「お断りします。クラウディアさまは十四歳の誕生日だというのに、公おおやけの場に出ることもできぬほどの重病ですので」


　クラウディアを病気ということにして部屋に閉じ込めたフィリップに対する辛しんらつな皮肉だった。今や自分に対し、これほどの皮肉を口にするのも彼女だけだろう。


「なるほど、おまえの言う通りだ。しかしクラウディアは将来の我が妻。病びよう床しようの身なればこそ、会いに来るのは当然であろう」


「まあ。本当にクラウディアさまがあなたの妻になるとお考えなのですか？　妄もう想そうと現実の区別もつかないというのであれば、フィリップさまこそお休みになられた方がよいかもしれませんわね」


　さすがにフィリップは憤いきどおった。しかも、まるでこの時節を待っていたかのように、部屋の主あるじが声をかけたのである。


「よい、シオーネ。通してやれ。聞いていて面白くはあったが、フィリップのことだ、そろそろ我が慢まんの限界であろうからな」


　クラウディアである。まるで腹の内を見み透すかされたようで、いよいよフィリップとしては気分が悪い。


「お許しが出たとあれば仕方ありませんわ。どうぞ」


　シオーネが扉を開き、フィリップを招き入れる。


　クラウディアはもちろんベッドに寝ねてなどいなかった。いつもそうしているように、椅い子すに座って本を読んでいる。


「せっかくのお越こしです。お茶でもお持ちいたしましょうか？」


「黙だまっていろ。侍女風ふ情ぜいがそれ以上口を開くな、とっとと出て行け」


「あら、別にフィリップさまになど聞いておりませんわ。わたしの主はクラウディアさまですもの」


　いちいち癪しやくに障さわる反応をする侍女だった。


「下がっていてやれ、シオーネ」


　笑いながら、クラウディアは言った。


「そやつは気も短く弱者に暴力を振ふるうことしかできぬ男だ。あまり苛いじめるのも可哀かわい想そうではないか」


「それもそうですわね。それでは」


　最後まで腹立たしい態度で、シオーネは部屋を出て行った。


　フィリップとしてはいよいよ我慢の限界だったが、ここでシオーネやクラウディアに憤りをぶつけても仕方がない。


「ご機嫌はいかがかな、クラウディア」


　できるだけ平静を装よそおい、そう声をかける。


「ふん、いつも通りだ。それより何の用だ？」


「我らの結けつ婚こんの日取りが決まったのでな。伝えに来たのだ」


「……言いたいことはそれだけか？　別に聞きたくもない」


　クラウディアの顔に表向き変化は表れなかったが、一瞬言葉に詰つまったことをフィリップは見み逃のがさなかった。


　動どう揺ようしているのだ。フィリップは自分が優位に立ったことを悟さとった。


　自然と、言動に余よ裕ゆうが戻る。


「まあそう言うな。そうだ、せっかくだから一つ面おも白しろいことを教えてやろう。アレスの奴やつめが、愚おろかにも王を名乗り反乱軍と手を組んだぞ」


「なんだと……？」


　さすがのクラウディアも驚きを隠かくせなかったようだった。


「くっくっく。王族たるおまえの意向を無視して王を名乗ったのだ。しかも、よりにもよっておまえの誕生日にな。どうやらアレスにとって、おまえなどもはやその程度の存在らしいぞ」


「…………」


　クラウディアは一言も言い返せずにいた。


「だが案ずることはないぞ、今やアレスは我が王国の敵となったのだ。間もなく私は全軍を率いて出しゆつ撃げきし、アレスを反逆者として捕らえてきてやる。そして私が再び王都に凱がい旋せんしたその日こそ、おまえと私とが結ばれるのだ！　どうだ、愉ゆ快かいな未来であろう!?」


　しかし、クラウディアの反応はフィリップが期待していたものとは違ちがった。まるでつまらないものを見るかのような目を、フィリップに向けたのである。


「ふん……。おまえは馬ば鹿かか？　アレスが王を名乗り、そして兵を率いる立場となったのだぞ。今いま頃ごろ多くの貴族どもは顔を青くして身の振ふり方を考えていることだろうよ。武名高き救国の英えい雄ゆうに従うか、あるいはただ運に恵めぐまれただけの貴族の三男坊ぼうに従うべきかとな。おまえに笑っている余裕などあるまい。それよりはアレスに敗北したときのための言い訳でも考えておく方がよほど建設的だぞ」


「……！」


　フィリップの胸中を、どす黒い感情が覆い尽つくした。


　もとより、他人に虚こ仮けにされることが我慢できない性格である。クラウディアは、今や何の力も持たない小さな少女だ。だからこそ、今まではどうにか我慢してきたのだ。しかし、あのアレスと比ひ較かくされた上で矮わい小しようだと非難されることはとても我慢ならなかった。


　反射的に、右手がクラウディアの首に伸のびた。


「うっ……」


　苦しげな声が彼女の口から漏もれる。


　嗜虐心に駆かられたフィリップは、クラウディアの首を摑つかんだまま、その小さな体を持ち上げ、背後にあったベッドに押おし倒たおした。


　苦しそうに咳せき込むクラウディアを真上から見下ろしながら、フィリップは言った。


「立場が分かっていないようだな。あまり私を怒おこらせるべきではない。今この場でおまえの処女を奪うばってやってもいいのだぞ」


　首にかけた手をそのままに、ねぶるように脅きよう迫はくする。


　しかし、クラウディアはあくまでフィリップの望む反応は見せなかった。それどころか、気き丈じようにフィリップを睨にらみつけながら、とんでもない台詞せりふを口にしたのである。


「結構なことだ。アレスに勝つ自信がないのなら、そうするがよい」


　再び頭に血が昇のぼった。


　本当に今すぐ抱だいてやろうかとも、あるいは縊くびり殺してやろうかとも思う。


　もしこのときクラウディアの瞳ひとみに、わずかでも恐きよう怖ふが浮うかんでいたならば、フィリップも本当にその考えを実行に移していたかもしれない。昔からクラウディアはことごとくフィリップに楯たて突ついてきた。その愚ぐ行こうを後こう悔かいさせながら処女を強ごう引いんに奪うというのは、さぞ甘かん美びな一ひと時ときとなるだろう。


　だが、今のクラウディアにはまったく怯おびえなど見えなかった。ベッドの上で組くみ敷しかれつつも、毅き然ぜんとした表情でじっとこちらの目を覗き込んでくる。


　たとえ今クラウディアを抱いたとしても、恐おそらく最後までその表情を変えることはないだろう。彼女がそういう人物であることを、フィリップは知っていた。そんな女を抱いても、自分が惨みじめになるだけである。


　それでも、一つだけクラウディアを恐怖させ、後悔させる方法をフィリップは知っていた。


「いいだろう。その態度を後悔させるのは、アレスを私の足元に跪ひざまずかせた後にしてやろう。そのときこそゆっくりとおまえの処女を奪ってやる。手と足とを斬きり落としたアレスの前でな！　どうだ、愉快な未来であろう！」


　予想通り、クラウディアの瞳に少しだけ恐怖がよぎったのをフィリップは見み逃のがさなかった。


　クラウディアも、そしてアレスも、自分の痛みには耐たえられる。だが、他者の痛みには耐えられないのだ。


　それでも気丈にクラウディアは言った。


「やれるものならやってみるがよい。おまえがアレスに勝てると本気で思っているのならな」


「……ふん」


　予想通りの返答に、フィリップは鼻を一度だけ鳴らし、部屋を後にした。
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「ふう、フィリップの奴め……」


　一人ベッドの上に取り残されたクラウディアは、必死に呼吸を整えようとしていた。


　十四歳になったばかりの小こ柄がらな少女が、大おお柄がらな男に首を絞しめられベッドの上に押し倒されたのだ。恐怖を感じないわけがない。だが、ここで泣なき喚わめこうものならフィリップを喜ばせるだけだろう。ゆえにクラウディアは、必死に恐怖を堪こらえていた。


　もっとも、それは難しいことではなかった。今このときも自分を信しん頼らいしてくれているであろう一人の騎き士しのことを思い浮かべれば、簡単に恐怖はどこかへ行ってしまうのだ。


　聞けば、アレスは王になるという新たな道を歩みだしたという。確かに意外ではあったが、アレスが考えた末に出した結論ならばそれでいい。


　自分もアレスには負けていられなかった。フィリップが何度立ち塞ふさがろうと、決して一歩も引きはしまいと心に誓ちかう。


「クラウディアさま……？　大だい丈じよう夫ぶですか？」


　心配げな顔を覗のぞかせたのは、侍じ女じよシオーネである。


　幸いというべきか、クラウディアもこのときには心の平静さを取とり戻もどすことに成功していた。


「シオーネ。酒を持ってまいれ」


「はっ!?　お、お酒ですか!?」


　珍めずらしくシオーネが驚おどろいていた。無理もない。クラウディアが酒を所しよ望もうしたのは、これが初めてだった。


「今日はわたしが成人した日だぞ。祝い酒の一いつ杯ぱいもあるべきだろう」


「はあ、分かりました。では直ちに」


　シオーネは慌あわてて部屋を出ていった。




[image: ]


「それにしてもフィリップめ。考えの浅い奴だ」


　フィリップは言った。よりにもよって今日アレスが王を名乗ったのは、クラウディアを蔑ないがしろにしているからだ──と。


　そんなわけがない。アレスのことを誰だれよりも知り尽くしているクラウディアには、その真意が簡単に分かった。


　かつてクラウディアは、アレスと約束をしたことがあった。自分の誕生日には、必ず再会しようと。しかし、今の状じよう況きようではそれは難しいだろう。だからアレスは、会いに来る代わりにとんでもない贈おくり物ものを──ある意思を表明してくれたのだ。


　すなわち、王となってフィリップを倒し、そして自分を迎むかえにきてくれると。


「アレスめ、粋いきなことをしおって」


　半ば勢いで所望した酒だったが、案外いい考えではないかという気もしてくるクラウディアだった。
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　祖国の英雄、比類なき騎士の鑑かがみアレスが、ジェレイド率いる反乱軍を支配下に置き、そして王を名乗った──。


　その一報が、王都を大いに騒さわがせたのは当然だった。


　アレスの武勇伝は事欠かない。誘ゆう拐かいされたクラウディアを単身救い出し、最年少で馬上槍やり試合に優勝し、さらに相次いで行われた戦争では右に並ぶ者のない功績を立てた。〝巨きよ人じん殺し〟の二つ名を持つ最強の騎士なのだ。


「将来はアレスさまのような騎士になる！」とは、今年子供たちの間でもっとも流は行やった言葉であり、アレスがハインツ王太子を殺害したとして手配されたときでさえ、「アレスさまがそんなことをするわけがない」と笑い飛ばした人の方が圧あつ倒とう的てきに多いほどだった。もっとも、その後アレスは数か月姿を現すことがなく、「やはり何か後ろめたいことがあるのではないか」と人々に疑心を抱いだかせることにもなったが。


　それでも、〝妖よう魔まの檻おり〟を設置したフィリップよりは、騎士の鑑とされたアレスが王になる方がよほどマシだ──。そう思っていた人々は少なくなかった。フィリップの支配下にある王都で、そう声こわ高だかに叫さけぶことはできなかったが。


　ただ、中にはアレスを非難する者もいた。騎士の鑑、救国の英雄と謳うたわれつつも、結局はフィリップと同じ野心の持ち主なのか──と。


　だが、結局のところほとんどの民衆には、推測や希望に夢を膨ふくらませる余裕すらなかった。誰が王になろうと重要なのはその施し政せいであったし、何より彼らは日々の生活を守るためにこそ労力を注がねばならなかった。


　フィリップは反乱軍鎮ちん圧あつのため、再度軍勢を編制すると宣言した。今年一年で、すでに大小の戦いくさが数多く行われている。その軍費が膨ぼう大だいな額に上っているであろうことは誰にでも予想がついたし、その負担は増税という形で民衆に押し付けられるのではないかとは誰もが想像するところだった。


　商人たちはすでに値上がりの予想される軍ぐん需じゆ物資の買かい占しめに走り出しており、麦の値上がりがすでに始まっていた。これはフィリップが即そく座ざに物価統制令を出すことで一いつ旦たんは収束したものの、もしフィリップが商人に対する影えい響きよう力を失うようなことがあれば、再び麦が高こう騰とうするのではないかと民衆は不安がった。





「私に、今すぐ王になれと？」


　フィリップが部下の一人からそのような要よう請せいをされたのも、そんな世情を反映してのことだった。


「は。反逆者アレスは王を名乗りました。その地位が万ばん人にんに認められたわけではありませんが、今やこの国の王がアレス一人という形になったことは確かです。ここはフィリップさまも王を名乗られ、どちらがより正しき王であるかを世に示すことが必要かと」


「…………」


　自分も王を名乗るべきではないのか。そう考えたことはフィリップにもあった。名目上のこととはいえ、一時的にアレスより下の地位に置かれることが我が慢まんならなかったのだ。


　だが、思いつきのように王を名乗り、アレスの模も倣ほうではないかと謗そしられることもまた耐え難がたい。


　ゆえにフィリップの返答は次のようなものだった。


「私がアレスに劣おとる点があるとすれば、それは王家への忠義だ。しかしアレスは自ら簒さん奪だつ者に身を落とすことで、その絶好の手札を手放そうとしている。ならば、その手札は遠えん慮りよなくもらっておくべきだろう。私はあくまで王国軍の一将としてアレスを討うち、そしてしかる後、王を名乗る。それでよい」


「……そこまでお考えでしたか。承知いたしました、ではそのように」


　納なつ得とくしたのか、部下はそれで引き下がった。


　入いれ替かわり立ち替わり、次の報告を携たずさえた部下がフィリップのもとにやってくる。


「フィリップさま。カラブリア侯こう爵しやくから書簡が届いております」


「カラブリア侯？」


　最初にその名を聞いたとき、フィリップは誰のことだか分からなかった。しかし侯爵といえばそう多くはない。どうにか誰のことか思い出す。


「ああ、いたな、そんな貴族も」


　使えない貴族の筆頭。それがフィリップの記き憶おくにあるカラブリア侯の印象だった。〈諸しよ侯こう連盟〉に所属するでもなく、ただ安あん穏のんと贅ぜい沢たくな日々を送っているだけの男だ。


「まあいい、とにかく見せろ」


「は、ここに」


　その書簡は見事なまでに言い訳と追つい従しようだけで構成されており、読み進むにつれ、フィリップの顔にはすぐに苛いら立だちと怒いかりが露あらわになっていった。


　……フィリップ将軍閣下のご命令に従い反乱軍を攻こう撃げきしようとしたものの、鎮圧軍の将を任せていたキアテーヌ侯の裏切りにより、やむなく撤てつ退たいを強しいられたこと。しかし自分を含ふくむ十数人ほどの諸侯の忠誠は未いまだにフィリップにあること。現在自分たちはトゥールスレン城じよう砦さい近くまで南下しており、もし援えん軍ぐんさえ送ってもらえれば、王を僭せん称しようするアレス率いる反乱軍を撃げき滅めつし、その功をもってフィリップ新王陛下への忠義の証あかしとしたい──と。


「馬ば鹿かか、こいつは」


　書簡を読み終えたフィリップは、一言で切って捨てた。あのアレスとジェレイドが手を組んだのだ。北との戦争の最さ中なかにも城に籠こもっていた田舎いなか貴族に倒たおせる相手ではない。


「いや、待てよ」


　捨て駒ごま、という単語が脳のう裏りをよぎった。


　新生アレス軍の実力がどの程度かを調べるに、そのカラブリア侯は当て馬としてはちょうどいいと思えたのだ。


　それに、時じ間かん稼かせぎにもなる。王国軍を動員する準備はすでに始めているが、万に達する軍勢を動かすとなれば、その準備に一月は欲しい。


　──ルノアと相談する必要があるな。


　フィリップは、自分に忠誠を誓った貴族であろうと、無能者には存在価値を認めていなかった。機会のあるうちに、そういった無能者はまとめて排はい除じよしておくべきだった。差し当たり、王国中部に住んでいる貴族の中でも無能なものをルノアに選別してもらい、カラブリア侯の援軍として送り込み、アレスにぶつけるのだ。無論勝つのはアレスだろうが、そのときは敗北の責任を財産の没ぼつ収しゆうという形でとらせてもらうだけのことである。


「よし、カラブリア侯に返事をしてやれ。すぐさま援軍を送らせる、とな。命に代えても反逆者アレスを討ち取り、忠義を示せ、とな」




　間章　聖女の決起







　救国の英えい雄ゆうアレスが王を名乗り、ジェレイド率いる反乱軍を配下に置き、それどころかキアテーヌ侯爵を中心とした北部の有力貴族たちをも味方につけた──。


　その情報は王国全土に響ひびき渡わたっていた。ジェレイドなどは意図的にその情報を広く伝えようとしたが、そんなことをせずともまさに風のような速さで王国中に広まっていったのである。


　その報に接した多くの人々は、当初こそ耳を疑ったが、「あのアレスなら」という一言で次し第だいに納得し、さらにまた「あのフィリップよりはマシではないのか」という点で喜びもした。


　しかもアレスは『ファノヴァール家が王位を望めば甘んじて貸かし与あたえよ』というベルセルム一世の遺ゆい言ごんを根こん拠きよに王を名乗ったのだ。それは誰の目にも強ごう引いんな論法と映ったが、いざ非難するとなると誰もが口をつぐむこととなる。


　アレスを明確に非難する根拠が、誰にも思いつかなかったのだ。ベルセルム一世がそう言い遺のこしたことは事実であり、そしていずれの王族もそれを否定しなかったのもまた事実なのだ。


　それでも騎き士しや貴族の中には「根拠はともかくとして、代々ご恩を賜たまわってきた王家への裏切りではないか」と主張する者もいた。しかし、アレスとクラウディアがただならぬ仲にあるのでは──とは以前から言われていたことである。もしアレスがクラウディアと結けつ婚こんでもすれば、いよいよ非難の余地はなくなり、それどころかフィリップが王になる根拠の方が薄はく弱じやくではないか。そう考える人々すら少なくなかった。


　まして、アレスの武にジェレイドの智ちが加わったという構図は極きわめて明めい瞭りようであり、そして何よりも力強さを感じさせた。


　こうなると、気分次第でどちらの側の支持にも回ることができる平民たちはともかく、大きな力を持つ貴族や商人たちはどちらの陣じん営えいを支持するか、支持するにしても積極的に支持するのか秘ひ密みつ裏りに支持するのか、あるいは中立を維い持じするのかに人生を賭かけねばならなかったのである。





　そしてその情報は、もちろんトゥールスレン城砦のエレナのもとにも届いていた。


「さすがね、義に兄いさん……」


　その報告を最初に聞いたとき、エレナはただ寂さみしげに笑っただけだった。


　数か月の間姿をくらましていたかと思えば、今度はいきなり王を宣言し、ボルネリア軍を支配下に置いたというのだ。さすがは義兄。そう思う。


　もっとも、エレナとしては、義兄のそんな行動を心のどこかで期待していた気もするのだ。むしろ、もしこの局面でアレスが王ぐらい目指さなければ、エレナ自身が尻しりを蹴けっ飛とばしにでも行っていたかもしれない。


「でも、だからこそあたしもやらせてもらうわよ」


　自分がこれから行おうとしていることは、あるいは義兄の足を引っ張ることになるかもしれない。だが、義兄に道を踏ふみ外はずして欲しくないし、少しでも傷つく人を減らしたかった。


　そのためだけに、エレナはある行動を起こすつもりだった。




　第六章　歩むべき道







　　　　１




　トゥールスレン平原の南側の出口に、カラブリア侯こう率いる鎮ちん圧あつ軍は陣じん地ちを構築していた。


　アレスが率いるところとなった反乱軍から逃にげ出して半月。ほとんど着の身着のままといった態ていでこの地に辿たどり着ついたカラブリア侯は、ここで態勢を整えていた。


「ご無ぶ沙さ汰たしております、カラブリア侯。フィリップ将軍の命により、兵を引っさげて参りました」


「おお、サブラン伯はくではないか！　昨年の狩しゆ猟りよう祭以来だな！　よく来てくれた！」


　フィリップ将軍に要請した援軍も順次到とう着ちやくしつつあり、その軍勢は今や六千近くにまで膨ふくれ上がっていた。


　もっとも、援軍を歓かん迎げいするカラブリア侯の機き嫌げんは至し極ごく良かったが、駆かけつけた貴族たちの中には、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をしている者が少なくなかった。


　多くの貴族は、「次代の王へ忠義を示すは今をおいて他ほかにない。もっとも忌いむべきは怠たい惰だと中立である」とのフィリップの書簡を受けて駆けつけたためである。今動かなければフィリップが王となった暁あかつきにはどのような処しよ遇ぐうを受けるか分かったものではなく、それゆえ嫌いや々いや私兵を率いて参軍したのだった。


　あるいはキアテーヌ侯がそうしたように、アレス側に付くという選せん択たく肢しもあったが、ほとんどの貴族にはそれが現実的な判断だとは思えなかった。アレス率いる国王軍の兵力は未いまだ三、四千である一方、フィリップ率いる王国軍の軍勢は、歴戦の近この衛え騎士団を中心に万を超こえると見られていたためである。せっかく動くのならば勝ち馬に乗るべきであったし、何よりもアレスの陣営には反貴族の筆頭であるジェレイドがいる。彼らが権力を持った暁には、貴族の特権が奪うばい取られるのではという疑いも拭ぬぐえず、それゆえ貴族たちはフィリップの命に従うことを選んだのである。


　過程はどうあれ、日々自軍の兵力が増大していくためか、このところカラブリア侯の機嫌はすこぶる良かった。


「ダルトボア平原では老いぼれキアテーヌの裏切りで後おくれを取ったが、今度はそうはいかんぞ。この場でアレスもろとも討うち取り、我がカラブリア侯こう爵しやく家の名を天下に知らしめてやる！」


「カラブリア侯。いくら兵が集まったとはいえ、我が軍は近きん隣りんの貴族が私兵を連れて集まっただけの寄せ集めに過ぎません。時間の許す限り訓練を行いましょう」


　駆けつけた諸侯からすれば、一度味方すると決めた以上、勝ってもらわねば困る。それゆえカラブリア侯にそのような注進をする貴族は少なくなかった。


「うむ、確かにその通りだ」


　侯爵としてあらゆる我がままが許されてきたカラブリア侯である。以前なら、「私に命令するな！　私は侯爵だぞ！」と怒ど鳴なりつけ、一いつ顧こだにしなかったかもしれない。しかしこのときカラブリア侯は度量の広いところを見せて部下の提言を受け入れ、いささか強引とも思える統とう率そつ力を発揮し、軍を鍛きたえていった。


　北レニアールの侵しん略りやくに際しても、領民を見捨てて城へ閉とじ籠こもっていたカラブリア侯が、ここへ来て積極的な戦いくさを望むのには理由があった。


　もはや他に道がないと悟さとっていたためである。キアテーヌ侯の裏切りがあったとはいえ、アレス率いる反乱軍に手も足も出ずに退たい却きやくしたのは事実なのだ。敗軍の将という汚お名めいを着せられたまま、フィリップ新国王の下もとで新たな時代を迎むかえることとなれば、立場も侯爵としての矜きよう持じも失われることとなる。


　それに、今や王国北部はアレス率いる反乱軍が支配するところとなっている。もともと反はん抗こう的だった領民たちとて、いつ刃やいばを向けてくるかも分からない。もはや反乱軍を撃滅できない限り、故郷には帰れないのだ。


　ただ、悪いことばかりではない。アレスとジェレイドが手を組んだ今、ベールセール王国の敵と言えば反乱軍だけだ。その反乱が鎮圧されれば、少なくとも当分の間は戦の機会はなくなる。つまり、今が功を上げ、武名を高める最後の機会なのだ。ここで反乱軍鎮圧という功を上げれば、比ひ肩けんしうる者はもはやいない。


　もっとも、課題は余りに大きかった。


「問題は、トゥールスレン城じよう砦さいだな」


　視線を北へ向ければ、平原の中央に位置する巨きよ大だいな城砦が嫌いやでも目に入る。反乱軍の支配下にあるあの鉄てつ壁ぺきの城砦に、もしアレス率いる反乱軍の本隊が籠ろう城じようすれば、六千程度の兵力では手も足も出ない。


　さりとて、城砦を迂う回かいして北上しようものなら後方を襲おそってくれと言っているようなものだった。反乱軍は城砦を橋きよう頭とう堡ほとして前進できるが、カラブリア侯としては城砦をなんとかしない限り決して進軍できない。これは軽視できぬ問題であった。


「城砦だけではございませぬ。アレスの強さ、そしてジェレイドの奸かん智ちを知らぬ者はおりませぬ。その両者が手を組んだとなれば、たとえ正面から戦いを挑いどんだとしても勝利は容易ではないでしょう」


　貴族たちの中にはそう忠言する者もいた。不本意ではあるが、その点も確かに認めざるを得ない。


「一つ、作戦がある。間かん者じやの報告によれば、反乱軍の兵力はおよそ三千ほどだという。我が軍は兵力において反乱軍の倍近い。この兵力差を利用し、前後から挟きよう撃げきするのだ。我が軍はあらかじめ兵を二手に分け、片方をトゥールスレン平原の西から北上させる。そしてもう一方を、東の森林地帯を通って北上させれば敵に気付かれることなく背後へ回り込ませることができよう。そして反乱軍が城砦に入ろうと平原に入ったところで、南北から挟撃するのだ」


　兵が多ければ挟撃するのは兵法の常道である。カラブリア侯としては自信のある策だったが、それでも反対する者は皆かい無むではなかった。


「よいお考えだとは思います。しかし、熟練の指揮官であるジェレイドを相手にうまく挟撃ができるでしょうか。もし時節を誤れば、戦力を二分した我が軍は逆に各個撃げき破はの対象となりかねませぬ」


「……む」


　せっかく考え出した絶好の戦略を否定されたのだ。カラブリア侯としては苛いら立だちを覚えずにはいられなかった。


「とはいえ、ジェレイドのような小細工を弄ろうする相手には兵法の常道を用いることこそが肝かん要よう。敵を挟撃するという戦略自体は、修正する必要はないかと」


「むしろ問題はアレスではないでしょうか。彼かの英えい雄ゆうと渡わたり合えるだけの武人は、恐おそらく我が軍にはおりますまい。何らかの対処が必要では？」


「アレスの武勇は確かに誰もが認めるところではある。しかし、武人としての才と将としての才は同じものではあるまい。アレスには数千もの兵を率いて戦った経験はないはずだ、むしろ初うい陣じんとなる此こ度たびの戦こそ、我らに勝機があるというべきではないか」


　常ならば親のすねをかじるだけの貴族たちだったが、このときばかりは誰だれもが積極的に意見を提示し始めた。今回ばかりは誰もが自分の命と将来の安あん泰たいとを懸かけていたためである。


　ただ、それはカラブリア侯にとっては気に入らない展開だった。この軍の将は自分なのだ。その自分が、蔑ないがしろにされているような気がしたためである。


「……よろしい！」


　やがて議論が進んだところで、カラブリア侯は声を上げた。


「皆みなの意見はよく分かった。差し当たり、軍勢を二分し反乱軍を挟撃することを基本戦略として決定する。直ちに軍を再編制し、部隊を北上させる準備を整えるとしよう」


　そう言って、結論を半なかば強ごう引いんに定きめる。それは議論をまとめるため──というよりは、誰がこの軍の将であるかを示すためだった。


　とにもかくにも、鎮圧軍の方針はここに決し、貴族たちは慌あわただしくその準備のために奔ほん走そうすることとなる。





　　　　◆




　アレス率いる反乱軍はさらに南下、今日中にはトゥールスレン平原へ到着すると見られる──。


　その日、斥せつ候こうから届けられた報告により、貴族たちはいよいよ色めき立った。


　ついに反乱軍がやってくるのだ。鎮圧軍は、当初より定められていた戦略に添そって行動を始めた。


　もっとも重要な点は、反乱軍をトゥールスレン城砦に入れないことにある。それを阻そ止しするために、反乱軍が平原部に入ったところで南西からカラブリア侯率いる本隊が攻こう撃げきを仕し掛かけ、さらに間道を通って平原の東側を北上したサブラン伯率いる別働隊が反乱軍の背後を突つくという手て筈はずとなっていた。


　相手はあのアレスとジェレイドであり、決して勝利は容易ではない。だが鎮圧軍はこの日のために入念な準備をしており、さらに反乱軍は遠路を行軍してきたため、少なからず疲ひ労ろうしている。貴族たちも自らの地位と財産と命を守るため必死であり、勝利の可能性は充じゆう分ぶんにあると見られていた。


　一人の兵士が思いもよらぬ報告をもたらしたのは、いよいよカラブリア侯が別働隊に北上の命令を出そうとしていたその時である。


「侯爵さま。トゥールスレン城砦からの使者と名乗る者が面会を求めておりますが……」


「なに、使者だと？　ふん、たわけたことを！」


　カラブリア侯はその報告を鼻で笑い飛ばした。


　この時節にやってくる敵方の使者となれば、恐らくは降こう伏ふくを説ときに来たのだろう。だがカラブリア侯にそんな気は微み塵じんもない。


　すぐさま「追い返せ」と命じようとするが、それよりも先に場に居合わせた別の貴族が尋たずねた。


「待て。今、なんと言ったか？　トゥールスレン城砦からの使者だと？」


「はい。確かにそのように申しております」


「おかしいではないか。アレスやジェレイドからの使者というならともかく、なぜトゥールスレン城砦から使者がやってくるのだ？」


「ふむ、そういえば……」


　わずかながら疑念を抱いだいたカラブリア侯は、結局使者を自らの天幕の中へ呼ぶことを許した。


　だが、やってきた人物を見て、居並ぶ貴族たちは瞠どう目もくすることとなる。


「き、貴公は……グロースター伯はくではないか！」


　それは、王国貴族の中でも勇ゆう猛もうで知られた人物だった。数百人もの重装歩兵を率い、常に王国軍の最前線で戦い続けてきた若き貴族である。


「お目通りが叶かない恐きよう悦えつにございます。カラブリア侯爵閣下」


「こ、これは一体何の冗じよう談だんだ？　なぜ王国貴族として武名を馳はせた貴公が、敵方の使者としてやってきた？　まさか、キアテーヌ侯に続き貴公までもアレスに──」


「何か誤解なされているようですな。そもそも、私は敵方の使者などではありません。なぜなら、現在トゥールスレン城砦を統すべているのは、ジェレイドでもなく、先に王を宣言したというアレス卿きようでもないのです」


「おかしなことを。では今トゥールスレン城砦を治めているのは、一体誰だというのだ？」


「聖女エレナさまです」


　突とつ飛ぴな話ではあったが、居並ぶ諸しよ侯こうはその言葉を疑おうとはしなかった。


　なぜなら、この地に長く逗とう留りゆうしていれば、嫌でもある噂が耳に入ってくるためだ。


「……噂うわさは聞いておる。城砦を聖女が乗っ取ったとな。ふざけた話だと思っていたが……」


「真実にございます。今や城砦に在ある者は、誰もが皆聖女エレナさまに忠誠を誓ちかっております」


「つ、つまりこういうことか？　貴公も、我が王国を裏切りその聖女とやらに付いたと！」


「祖国を裏切ったつもりはありませぬ。ただ私は、エレナさまにお仕えすることが王国にとって最善と判断したまでのこと」


「な、何が最善だ！　敵に手を貸すなど王国に対する明めい瞭りような裏切りではないか！」


「王国への裏切り……と申しますが、そもそも王国とは王あっての国。しかし我が国には今現在、王はおりませぬ。存在しない王を裏切ることなどできますまい」


　屁へ理り屈くつだ、と思った。しかし、今その点を追つい及きゆうしても話が進まない。


「まあよい。で、その聖女とやらが一体何の用なのだ？」


「北方からアレス卿率いる自称国王軍が近づきつつあることはご存じかと思います。間もなく、このトゥールスレン平原において大きな戦いくさが始まることとなりましょう。その前に、カラブリア侯に我がトゥールスレン城砦までお越こし頂きたいのです。我らが聖女エレナさまは戦いで人々が傷つくことを望んでおりません。それゆえ、両軍に話し合いの場を提供したいと考えておられるのです。カラブリア侯、そしてアレス卿とジェレイド。この三者に城砦へお越し頂きたいのです」


　冗談ではなかった。トゥールスレン城砦はカラブリア侯にとって敵地である。そんな危険なところへノコノコ出て行けるわけがない。


　そもそも、話し合いなどで事が解決しては功を得る機会を失う。そうなって一番困るのは、カラブリア侯本人だった。


「断る。もはや話し合いで事態が解決する状じよう況きようではない、時間の無む駄だだ。とっとと帰って聖女とやらにそう伝えるがいい」


「そう仰おつしやられるのは当然でしょう。しかしながら、話し合いの機会を持つことが無駄になることはないと、エレナさまは申しておられます。それに、これは侯こう爵しやく閣下にも利益のある話なのです」


　カラブリア侯には、すでにそれ以上の話を聞く気はなかった。とっととこの無礼者を叩たたき出せと命じようとさえしていたが、利益という言葉に釣つられたのか、一人の貴族が訊たずねた。


「ほう、利益とな？　聞こうではないか。その聖女とやらが、どのような利益をもたらしてくれるというのだ？」


「アレス卿とカラブリア侯が話し合いの場を持って頂ければ、我々はその間中立を守るつもりです。しかし話し合いに応じず、一方的に相手を攻撃しようとする陣じん営えいがあれば、我々はその陣営を敵とみなすでしょう」


　その言葉の意味を悟さとるには、誰もが少し時間が必要だった。


　やがて別の貴族が、勢い込んで確かく認にんする。


「つ、つまり、こういうことか？　我々が話し合いの場に出さえすれば、トゥールスレン城じよう砦さいはアレス率いる反乱軍に味方はしないと？」


「然しかり。我が城砦は南北の門を共に閉とざすでしょう」


「で、では逆に、カラブリア侯がトゥールスレン城砦に赴おもむき、一方で反乱軍が話し合いに応じなければ、トゥールスレン城砦は我が軍に味方するというのか!?」


「その通り。そのときは城砦の南門を解放し、北門を堅かたく閉ざすでしょう」


　貴族たちは色めき立った。もし労なくトゥールスレン城砦を手中に収めることができるというのなら、こんなありがたい話はない。


　ただ一人の例外はカラブリア侯である。カラブリア侯からすれば、こんな馬ば鹿かげた提案を考慮する者がいることさえ理解できなかった。


「分かった分かった、もう良い。後はこちらで検討するゆえ、もう城砦に戻もどられるがよい」


　半なかば強引に話を打ち切る。


「は。カラブリア侯のご到とう着ちやくを心よりお待ちしております。それではこれにて」


　そう言って、グロースター伯は場を去った。


「ふん、誰があのような提案を真に受けるというのだ。私が知らぬとでも思ったか、エレナといえば彼かの逆ぎやく賊ぞくアレスの義いも妹うとというではないか。それに、アレスに付いたジェレイドは、小細工に長たけた男。大方、私がノコノコ出て行ったところを捕とらえるという計略なのだろうよ」


　カラブリア侯は鼻で笑った。


　本来なら、ここで追つい従しようの笑い声の一つも上がっていいところである。しかし、このときカラブリア侯が期待した反応は一つも生じなかった。それどころか、一人の貴族が次のように発言したのである。


「ここは提案を受け入れるべきではないか？」


「な、なんだと!?　正気で言っているのか!?」


　カラブリア侯は信じられない思いでその貴族を見やった。


「まあ落ち着いて頂きたい。そもそも、トゥールスレン城砦を聖女が乗っ取ったという情報は、かなり信しん憑ぴよう性せいが高い。事実、城じよう塞さい都市オルガスタが反乱軍に包囲されたときも、トゥールスレン城砦だけはその包ほう囲い網もうに参加しなかったという話もあるほどだ。まして使者はあのグロースター伯、いかなる経けい緯いで聖女とやらに仕えているかは分からぬが、噓うそをつくとも思えぬ。うまくいけば、反乱軍がトゥールスレン城砦に逃にげ込むことを阻止できるかもしれぬ」


　すかさず別の貴族も同調した。


「私も同感です。我が軍にとって最悪の状況は、反乱軍がトゥールスレン城砦に籠ろう城じようすることにあります。それを防げるというのであれば、話に乗ったフリだけでもする価値はあるでしょう」


「その通りだ。それに、話し合いの場に引きずり出すという形でアレスとジェレイドの二人を軍勢から引ひき離はなすことができれば、反乱軍は何もできぬまま我が軍に挟きよう撃げきされることになるぞ！」


「ま、待ておまえたち！」


　とんでもない方向へ議論が転がっている。カラブリア侯は皆みなをなだめるように大おお仰ぎように手を広げながら、事態を沈ちん静せいさせようとした。


「こんな馬鹿げた提案、一いつ顧こだにする価値もないであろう！　そもそも、もしこの私が虜りよ囚しゆうの身となったらどうするつもりだ!?　将を失えば、軍はお終しまいなのだぞ！」


　だが、居並ぶ貴族たちの中にカラブリア侯を案じる者は皆かい無むだった。


「それは無用の心配にございます。そのときは私めが指揮を引き継つぎましょう」


　途と端たんに、いえ私が、いえ私が──という声が無数に上がり、カラブリア侯は顔を真っ赤にして叫さけんだ。


「い、いい加減にしろ！　私はフィリップ将軍直々に鎮ちん圧あつ軍の将たれと命令を受けた身だ。この任を放ほう棄きすることはできぬし、他の何なん人ぴとにも務まるものではない。その私が軽々しく身を危険にさらすことなどできるわけがなかろう！」


「失礼ながら、我々とてフィリップ将軍に忠義を見せるため、この場にいるのです。我らの間に上下などなく、皆が同格であるはず。もしカラブリア侯に万が一の事あれば、我らにその後を引き継ぐ資格もありましょう」


「その通りだ！　むしろカラブリア侯こそ、王国への忠誠心を行動によって示すべきではありませんかな!?」


「なっ……」


　カラブリア侯は完全に言葉を失った。


　自分はこの諸侯たちの将だと思っていたが、それが誤りだったと思い知らされる。


　今回の反乱軍との戦は、恐おそらく戦功を上げる最後の機会──カラブリア侯はそう考えていたが、同じように考えていたのは自分だけではなかったのだ。それどころか、誰だれもが自分に取って代わることを狙ねらっていたのだ。


「ご安心ください、カラブリア侯。話し合いと称しようして敵将を招き、その身を捕らえるなど、鬼き畜ちくにも劣おとる下げ衆すな所業ではありませんか。今でこそ反逆者となりましたが、アレスも騎き士し道どうを知ったる男、そのような策を取るとは思いませぬ。エレナとやらも同様です、仮にも聖女を名乗っている以上、下げ劣れつな噓をつくことなどありますまい」


「これはむしろ名を上げる好機ですぞ。カラブリア侯ただお一人がトゥールスレン城砦へ向かうだけで、我が軍は勝利の可能性を高めることができるのです。そうなればカラブリア侯の名は、自らを危険にさらして軍を勝利に導いた立たて役やく者しやとして、歴史に刻まれることとなりましょう」


　貴族たちは口々にカラブリア侯をその気にさせようとしていた。


　だが、彼らの本ほん音ねがどのようなものなのか、カラブリア侯には手に取るように分かった。いっそおまえが敵の手に囚とらわれれば、功を競きそう相手が減るではないか──彼らはそう考えているに違ちがいないのだ。


　カラブリア侯は、もはや悟らざるを得なかった。


　ここに味方はいないのだ、と。


「……分かった」


　大きくため息を吐つき、頷うなずく。


　覚かく悟ごを決める。トゥールスレン城砦へ赴くのだ。そして、生きて帰る。それができれば、立場は再び一転して自分こそがすべての勝利の立役者となることができるのだ。


　トゥールスレン城砦には、同じ王国貴族であるグロースター伯はくもいるし、聖女と謳うたわれるほどの人物がいるのだ。


　──まさか命まで取られることはあるまい。


　カラブリア侯は、もはやそう祈いのることしかできなかった。





　　　　２




　アレス率いる国王軍は、トゥールスレン城砦の北方二里（約八キロメートル）ほどのところまで進軍していた。


　その道中を遮さえぎる者は誰もいなかった。貴族が私兵を動員して何らかの妨ぼう害がい活動に出る可能性をわずかながらジェレイドは想定していたが、それも杞き憂ゆうに終わった。


「間者の報告によると、ほとんどの貴族は領地を留守にしてトゥールスレン平原の南に兵を集めているようです。フィリップが王国軍の精せい鋭えいを率いて出てくるとしたらもう少し時間がかかるでしょうし、多分ここで一度戦になるでしょうね」


　ジェレイドはそう所見を述べ、そしてその推察がほぼ的を射ていたことは、間もなく戻ってきた斥せつ候こうによって明らかにされる。


「申し上げます。トゥールスレン平原の南部に敵軍らしき軍勢が確認できました」


「そうか。規模は？」


「陣じん地ちを遠目から見ただけではなんとも申し上げられませんが、規模からすれば、恐らく五、六千ほどかと」


「我が軍の倍か……」


　報告を聞いたアレスは顔をしかめたが、対照的にジェレイドは気楽そうだった。


「なあに、大したことはありませんよ。フィリップが率いているというのならともかく、名も知らぬ貴族の率いた敵なんですから」


「……気のせいかしら」
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　このときそう呟つぶやいたのは、傍そばにいた〈風の戦いくさ乙おと女め〉だった。


「なんだかジェレイド、最近妙みように楽しそうに見えるのよね」


「……やはりそうなのか？　私の目にもそう見えていたんだが」


　アレスの口調に若じやつ干かんの刺とげが籠こもる。しかしジェレイドは気にした風もない。


「ふっふっふ、気のせいじゃないかもしれませんね。他人に責任を背負わせるというのがこんなに楽だったとは思いませんでしたよ」


「…………」


　いささか腹立たしいが、このような態勢を望んだのは他ほかならぬアレス自身である。文句は言えなかった。


「ま、今はそんなことはどうでもいいでしょう。それより、トゥールスレン城砦はどうなってましたか？」


「は。事前の情報通り、四方の門を閉ざして我々を受け入れようという様子はまったくありませんでした。ただ、我々が城砦に近づいたところ、城じよう壁へきの上にいた兵士からある伝言を頼たのまれました」


「伝言？　どういうことだ、内容は？」


「後ほど使者を一人送りたい──とのことでした」


　アレスとしては、首を傾かしげる他にない。


「わけが分からんな」


「まあ今は悩なやんでも仕方ありません。使者を送ってくるというのなら、待てばいいだけのことです。その使者に話を聞けば、何か分かるでしょうよ」





　かくして、それから一刻ほど進軍を続けたころ、アレスとジェレイドのもとに一人の男が現れたのである。


「ご無ぶ沙さ汰たしております、ジェレイドさま」


「おやまあ。誰かと思いきや、僕が守備隊長に任じたバーグラムではありませんか。まさかこのような形で再会できるとは思いませんでしたよ」


　ジェレイドの言葉は妙に皮肉に満ちていた。


「ジェレイド。するとこの男が、トゥールスレン城じよう砦さいの？」


「ええ、そうです。責任者ですね。もっとも、今は仰あおぐ旗を替かえられてしまったようですが」


　やはり皮肉で言っているようだった。


　しかし、バーグラムという男は顔色を変えない。


「その節はご迷めい惑わくをおかけいたしました。ですが、私にはそうすることが必要だと思えたのです」


「そうですか。まあ今となってはどうでもいいことです。何せ今の僕はアレス国王陛下にすべてを押し付け一いつ介かいの参さん謀ぼうに成り下がった身、あなたに謝罪される資格もありません。そんなことより、一体何を伝えにいらっしゃったのでしょう？」


「今の私の主あるじ、聖女エレナさまよりの伝言をお伝えに参りました。間もなく、二つの軍勢がこのトゥールスレン平原で激げき突とつしようとしています。しかし、聖女エレナさまは戦いで人々が傷つくことを望んでおりません。それゆえ、両軍に話し合いの場を提供したいとお考えなのです。現在、平原の南で鎮圧軍を率いているカラブリア侯こう爵しやく、それからアレスさまとジェレイドさま。この三者に城砦へお越こし頂きたいと、そう仰おつしやっておられます」


「…………」


　思いもしなかった提案だった。こういうとき、アレスは咄とつ嗟さに返事ができない。


　話は分かる。話し合いの場を持つ。なるほど、それで解決できるというのなら、アレスとしても願ったり叶かなったりである。さすがは我が義いも妹うと、とも思う。


　だが、恐らく事態はそう単純なものではないということも、なんとなく分かるのだ。


「なるほど、お話は承うけたまわりました」


　そんなアレスの心境を察したのかは分からないが、ジェレイドが返事をする。


「ではこちらで検討した後、またお返事しましょう。それでいいですね？」


「は。では、色よいお返事をお待ちしております」


　そう言って使者は去って行った。


「いかがするおつもりですか、ジェレイドさま」


　早さつ速そくそう訊たずねたのは、未いまだアレスではなくジェレイドに仕えている感のあるベルハルトである。


「常識的に考えれば、怪あやしい話です。今やトゥールスレン城砦が一体どうなっているかは何も分かりません。そこへジェレイドさまとアレスさまが護衛もなしに赴おもむき、万が一の事があっては大変です」


「いえ、行ってみるべきでしょう」


　それがジェレイドの答えだった。


「なにせ聖女に城砦を乗っ取られたなど僕にとっては前代未み聞もん、何が起こってるのやらさっぱりです。虎こ穴けつに入いらずんば何とやら、ここは飛び込んで僕たちの目と耳で何が起こっているかを知るのが一番でしょう。それに、相手は陛下の義いも妹うと、間ま違ちがってもいきなり殺されることはないでしょうし、よしんば攻こう撃げきされたとしてもアレス国王陛下に護衛が必要とも思えません。さらに言えば、万が一の事があれば僕の身ぐらい陛下が守ってくださるでしょうし」


「…………」


　アレスとしては、何となく即そく答とうし辛づらかった。


　相手がクラウディアならば、万の軍勢を敵に回してでも守り抜ぬく気にもなるが、なぜかジェレイドが相手だと今一つその気にならない。しかし「おまえが相手だとあまり助ける気になれないのだが」と答えるわけもいかず、結局は頷く。


「分かった。確かに私もエレナとは会ってみたい。おまえがそう言うのなら、飛び込んでみるとしよう」


「では、差し当たりトゥールスレン平原の北部まで軍を移動させましょう。勝手知ったるあの平野に出てしまえば、〈風の戦乙女〉の力も充じゆう分ぶん活いかせます。たとえ僕と陛下が一時的に軍を離はなれようと、どうとでもなるでしょう」





　　　　３




　かくして、数か月ぶりにアレスはトゥールスレン城砦の城壁をくぐることとなった。


　前回くぐったときはクラウディアと一いつ緒しよだったが、今一緒にいる相手はかつての仇きゆう敵てきジェレイドである。つくづく、蒼そう神しんラクリナースの導き方には意外性が有り過ぎると思う。


　城砦の中の様子は、あらかた聞いていた通りだった。兵士たちは見事に統とう率そつされ、油断なく四方を守っている。


　ただ、当然と言うべきかもしれないが、歓かん迎げいされている様子はなかった。どの兵士も、もしエレナさまに何かあればただでは済まさないと言いたげな険しい視線を向けてくる。


「よく来たな。アレス、それにジェレイド」


　そういって二人を出で迎むかえたのは、まったく意外な人物だった。


「ローラン!?」


　かつてアレスの副官を務めたこともある戦友であり、騎き士し道どうよりも伊だ達てに熱を上げる、騎士らしからぬ騎士。


「そういえば、おまえもエレナと共にここに残っていたんだな」


「そういえばって何だよ、せっかくおまえの義妹を守ってやってたのによ」


「……そうだな。そのことについては礼を言うべきかもしれん。しかし、一体どういうことだ？　なぜエレナがこんなことを？　おまえは止めようと思わなかったのか？」


「おいおい、相手はおまえの義妹だぜ？　俺が言ったところで聞く耳なんて持ってくれねえよ」


「それもそうか」


　思わず納なつ得とくしてしまう。


「ま、エレナにもエレナなりの考えがあったってことさ。とにかく話は当人に聞いてくれ。それより、俺も聞きたいんだけどな。なんでおまえ、いきなり王なんて名乗ってんの？」


「もっともな疑問だな」


　アレスとしては苦く笑しようする他ほかなかった。義妹のことをどうこう言える資格もない気がする。


「まあいい、とにかくエレナの元に案内してやる。付いてこいよ」





　ローランの案内で、城砦の中央、大きな広間へと通される。


　そして、アレスは残された唯ゆい一いつの家族と、数か月ぶりの再会を果たすこととなる。


「……変わってないな」


　少なくとも、見た目の上ではエレナに変化はなかった。堂々とした身のこなしも、強い意志のこもった瞳ひとみもずっと以前のままだ。


　ただ、後ろにローランと守備隊長バーグラムという男を控ひかえさせた義妹の雰ふん囲い気きは、まるでクラウディアを彷ほう彿ふつとさせるような威い厳げんを伴ともなっていた。


「久しぶりだな、エレナ──」


「待って」


　話しかけようとしたものの、手で制される。


「もう一人来るから、話はそれからにしましょう」


　その言葉どおり、間もなく広間に来訪者が現れた。


　ただし、来訪者は二人いた。しかもうち一人はアレスと面識があった。


「グ、グロースター伯はく？」


　共に戦ったことのある武人の名は忘れぬアレスである。数百人もの重装歩兵を抱かかえ、常に王国軍の最前線で戦い続けてきた貴族のことは、もちろん覚えていた。


「これはご無沙汰しております、アレス卿きよう。ミレスデン軍との決戦以来……ですかな」


「あなたが、なぜこのようなところに……？」


「そうおかしなことではありますまい。卿けいのもとにキアテーヌ侯こうが身を寄せたのと同じこと」


「……ああ」


　一いつ瞬しゆん遅おくれてアレスは事を理解した。いかなる経けい緯いがあったのかは知らないが、どうやらグロースター伯はエレナに仕えているらしい。何せエレナは城砦を一つ乗っ取ったのだ。貴族の一人ぐらい味方に付けていてもおかしくはない──気もする。


「それより皆みなに紹しよう介かいしよう。こちらは、鎮ちん圧あつ軍の指揮を執とっておられるカラブリア侯爵だ」


　そう言ってグロースター伯は、背後に控えていた人物を手で示した。


　鎮圧軍の指揮官に任命されたということは、それなりに名のある貴族の誰だれかなのだろう。しかし、アレスにはまったく誰だか分からなかった。北との戦いくさでも目にした覚えがない。


　それでも、なんとなくどういった人物かはすぐに分かる。不ぶ恰かつ好こうな甲かつ冑ちゆうで身を固め、顔には偏かたよった食生活のためか余分な脂あぶらがにじみ出ており、髪かみの毛も薄うすい。


「典型的な小物の貴族ですね」


　アレスの耳元でそう呟つぶやくジェレイドには容よう赦しやがない。もっとも、アレスの抱いだいた印象もまったく同じだったが。


「案内ありがとう、グロースター伯」


　エレナが礼を述べると、グロースター伯はさも嬉うれしそうに「恐きよう縮しゆくです」と述べてエレナの後ろに控えた。


　かくして、ここに三つの勢力による会談が始まった。


「ようこそ、アレスにジェレイド。そしてカラブリア侯爵。あたしの申し出に応じてくれたこと、まず感謝するわ」


「ふん。感謝されるいわれもない」


　まず吐はき捨すてたのはカラブリア侯爵である。


「反逆者アレスに、自じ称しよう聖女とやらか。まず言っておこう。我ら貴族に逆らってタダで済むとは思っておるまいな？　降こう伏ふくするなら今のうちだぞ。おまえたちに残された道は、もはや降伏か、さもなくば死しかないのだからな！」


　間かん髪はつ入れず、ジェレイドはこれみよがしにため息を吐いて見せた。


「聞き飽あきた口上ですね。貴族という輩やからは、どうしていちいち上から目線で降伏を促うながさないと気が済まないんですか？　それではまるで、あなたに身分以外になんら誇ほこるところがないと自ら認めているようなものではないですか」


　相変わらずその口の滑なめらかさは尊敬に値あたいする。


「きっ、貴様！　平民の分際で、それ以上の無礼は許さんぞ！」


「その辺にしてもらえないかしら」


　カラブリア侯が激げき昂こうしたところで、エレナが強く制した。


「あたしはあなたたちに話し合いの場を提供するために呼んだの。口くち喧げん嘩かさせるために来てもらったわけじゃないわ」


「黙だまれ黙れ！　まさか、貴様のような小こ娘むすめが栄はえある王国貴族に命令できるなどと勘かん違ちがいしているのではあるまいな！　言っておく、貴様らと話すことなど何もない！　御ご託たくを並べる時間があったらとっとと城じよう砦さいの門を開いて降伏しろ！　さもなくば我が王国のすべてを敵に回すことになるのだぞ！　城砦に籠こもっているからといって、安全などと思うな！」


「あんたこそいい加減にしなさい！　あたしがその気になったら、あんたはここから生きて出られないのよ！　それぐらい分かってんでしょ!?」


　エレナは一歩も退ひかなかった。


　しかも、それがただの脅おどしではないと言いたげに、エレナの後ろに控えていたローラン、グロースター伯、バーグラムら三人が姿勢を正したのである。


　さすがにカラブリア侯も鼻はな白じろんだ様子だった。


「き、貴様！　やはりそれが目的だというのか……!?」


「あんたの態度次し第だいよ。ま、安心して。あたしは話さえさせてもらえればそれでいいから。その後は帰るなり何なり、好きにしていいわ」


「……ふ、ふん。御託を並べたければ勝手にしろ！」


　鼻を一度鳴らし、カラブリア侯は黙り込んだ。


「ようやく話を聞いてもらえそうね。じゃあまず、聞かせて。アレス、そしてカラブリア侯。あんたたちは、なんで争おうとしているの？」


「……それは」


　アレスは思わず言葉に詰つまった。


　いざあらためて正面から問われると、何と答えていいのか分からなくなる。


「僕たちに争うつもりなど毛頭ございませんとも」


　代弁するように答えたのはジェレイドだった。


「アレス国王陛下は資格があったがゆえにこの国の王になられました。そして、王がこの国のどこへ赴こうと勝手というもの。陛下は争いなど望んでおりませんが、しかしもし誰かに戦いを挑いどまれたとあれば、自衛のために戦わざるを得ない。それだけのことです」


「ふん！　ほざきおるわ！」


　即座にカラブリア侯は吐き捨てた。


「我々はアレスなる反逆者が王となることを認めておらぬ。そして次の王はフィリップ将軍閣下であると、諸しよ侯こうの間ですでに取り決められておる。一つの国に二人もの王は不要、ゆえに我らはアレス、貴様を生かしておくわけにはいかぬのだ！」


「分かりやすくて結構ね」


　どこか皮肉を込めて、エレナは言った。


「まあ分からなくはないのよ。その辺の事情も。ただ、一つだけ理解できないことがあるの」


「……何のことだ？」


　アレスはすぐさまそう問いかけずにはいられなかった。そこにこそ、エレナがこのような行動を起こした理由があるのではと思ったのだ。


「簡単なことよ。なんで戦いで事を解決しようとしてるのかってことよ。まず話し合いで解決の道を探さぐろうとか、なんでそういうことをしないの？」


　カラブリア侯は鼻で笑った。


「くだらぬ。話し合いで何が分かるというのだ。まさかそのような子供じみた理想論を聞かせるために私を呼びつけたのではあるまいな！」


「これについては同感です」と、ジェレイドも同意する。「子供の喧けん嘩かじゃないんです、言い聞かせてどうなるものではないんですよ。僕たちが争っているものは、それほど大きなものなんです。血を流すことすら許容するほどにね」


　エレナは退かなかった。


「いいわ、男なんて名めい誉よに命を懸かける馬ば鹿かな生き物だもの。王位でもなんでも、命を懸けてやり取りするのは自由よ。好きにすればいいわ。でもね！」


　声を荒あららげて言い放つ。


「懸けるなら自分の命だけにしなさいよ！　なんで何千人もの兵士を集めて、多くの人を巻き込んで戦おうとするわけ!?」


「……！……」


　アレスは押おし黙った。その点だけはアレスとて何度も悩なやんだからだ。


「そんなことで非難されるいわれはありませんよ」


　しかし、ジェレイドもまた退かない。


「王国軍はいざ知らず、僕たちの軍は完全な志願制です。兵士たちに戦いを強要したことはありませんし、中には兵士になれたがゆえに、充じゆう分ぶんな食事が得られ、そして故郷の家族に仕送りができる者もいるんです。僕たちが軍を立ち上げなければ、それこそどれだけ多くの餓が死し者が出たことか」


「我らの兵とて、自ら戦いを望んでおる者ばかりよ！」


　と、カラブリア侯までもが言う。


「生き残り、勝てば富と栄光が手に入る。命を懸けるに充分な恩賞だ。そして資格のない者は振ふり落とされる。それだけのことではないか」


「ええ、最初は兵士たちだって、お国のためお金のため出世のためだって張り切って戦場に行くんでしょう。でも、いつも固くて冷たい地面の上に寝ねかされて、食事だって確実にありつけるとは限らない。その上、疲つかれた体で戦場に駆かり出されて、傷つき倒たおれて満足な治ち療りようも受けられないまま放り出されるのよ。そのときになって……手や足を失って、耐たえ難がたい痛みや苦しみにずっとさらされるようになってから、誰もがみんな後こう悔かいするのよ。こんな地じ獄ごくに来るんじゃなかったって」


「…………」


　他ほかならぬエレナに言われると、強い説得力があった。エレナはアレスの従軍神官として、戦場で多くの怪け我が人の治療に当たってきた。そんなエレナだからこそ、兵士たちの苦しみを誰よりも知っているのだろう。


「大体ね、戦争が起こって苦しむのは兵士だけじゃないわ。いつの時代も、戦争の犠ぎ牲せいになるのは決まって女と子供よ。あんたたちが大きな争いを起こしたために、食べ物の値段は上がって治安も悪化して、それでいつも女と子供が泣きを見るの。戦争のために食べるのに困って、それで兵士になるしかなかった人だっているわ。それでもあんたたちは、自分に関係がないって言えるの!?　人を雇やとう余よ裕ゆうがあるんだったら、戦いなんてさせてないで開かい墾こんでもすればいいじゃない！」


「…………」


　まったくその通りで、アレスは言葉を失った。


　国王となると決めたときから、争いが起こることは覚かく悟ごしていた。自分の行動の結果、新たな犠ぎ牲せい者しやが生まれることも。


　ジェレイドならばそれを「必要な犠牲ですから」と切り捨てることもできるのだろう。しかし、アレスは一人でも多くの命を救いたい、そう思って今まで行動してきた。一方で、これから行おうとしていることは、明らかにその逆だった。一人でも多くの命を救いたいと思ったがゆえの行動が、実はより多くの人を巻き込んでいるのではないか──それは考えるだけで自分の根本が否定されるかのようだった。


「ふん、どうやらこれ以上私がここにいる理由はないようだ」


　不意に、カラブリア侯こうは言った。


「馬ば鹿か馬ば鹿かしい戯たわ言ごとを延々聞かせおって。そもそも、平民の命などどうでもいいではないか。あやつらはどれだけ死のうがくたばろうが、土地さえ与あたえておけば虫のごとく勝手に数を増やす。その程度の存在をいちいち気にかける必要などないわ！」


「……さすがね。やっぱりそういう風に考えるんだ、今の貴族って。分かってたわ、それぐらい。でも、そう簡単にあんたたちの好きにはさせない。だからあたしはこの城砦を乗っ取ったのよ」


　エレナは腕うでを組んでアレスたち三人を見やり、そして宣言した。


「覚えておきなさい、あんたたち。今後、この城砦は完全な中立を宣言するわ。もし今後この国で争いを起こそうとする勢力があったら、あたしたちは必ずその敵になるから」


　空気が一いつ瞬しゆん張り詰めた。


「なるほど、そういうことですか」


　ジェレイドは真しん剣けんな顔をして眼鏡めがねをかけ直した。


　アレスにも、エレナの宣言がどれだけ重要なものかは分かった。


　ベールセール王国のほぼ中央にある鉄てつ壁ぺきのトゥールスレン城砦。その戦略的な価値は計り知れない。アレス率いる国王軍にしても、トゥールスレン城砦を橋きよう頭とう堡ほにできない限り、王国の南部への侵しん攻こうは不可能となる。そのトゥールスレン城砦が、橋頭堡になるどころか敵に回ったとしたら、とてもフィリップとの戦どころではない。


「本気で僕たちの争いを止めようというわけですか。正直、そこまで考えていたとは思いませんでしたよ」


「あんたにそう言ってもらえるなら恐きよう縮しゆくね。分かったでしょ、あたしたちを敵に回したくなかったら、いきなり争いで解決するんじゃなくて──」


「ふん、くだらぬ！」


　カラブリア侯が声をあげ、エレナの言葉を遮さえぎった。


「やはりとんだ茶番であったな！　何が話し合いだ、平民の小娘が偉えらそうに！」


　そしてこのとき、まるで示し合わせたかのように一人の兵士がある報告を持ってきたのである。


「エレナさま！　大変です！」


「どうしたの、何かあったの？」


「み、南の鎮ちん圧あつ軍が突とつ如じよとして進軍を開始しました、我が城じよう砦さいの西方へと移動中です！」


　明らかな攻こう撃げきの姿勢だった。


　信じられないと言いたげに、エレナの視線がカラブリア侯へと突つき刺ささる。


「どういうことかしら、カラブリア侯。さっきあたしは言ったわよね？　先に相手を攻撃した陣じん営えいを敵とするって。あんたはこの城砦を敵に回してもいいの？」


「くっくっく。元よりこの城砦は反乱軍のものだったのだ、今いま更さら敵に回られたところで大した違ちがいはない。どのみち、眼前の反乱軍さえ撃げき滅めつできれば我らの勝利なのだからな！」


　その通りだった。


　国王軍にとって、トゥールスレン城砦の裏切りはとてつもない損失だ。


　だが、王国軍からしてみれば、トゥールスレン城砦が国王軍の味方をしないというだけでも儲もうけ物ものなのだ。その上、国王軍は一度でも敗北すればもう後がなく、そうなれば孤こ立りつしたトゥールスレン城砦になんら戦略的価値はなくなる。


　この時点でカラブリア侯が軍を動かしても、何ら関係はないのだ。


「どうやら私がこれ以上ここにいる理由はないようだ、帰らせてもらおう。とはいえ、エレナとやら、今まで反乱軍に対して中立を守ってくれたことには感謝するぞ！　おかげで我らの戦略は成ったのだからな！」


　カラブリア侯は笑いながら広間を後にしようとした。


　一瞬、エレナ配下の兵士たちが阻そ止しする素そ振ぶりをみせたものの、


「手は出さないで。そういう約束だったもの、あたしたちが破るわけにはいかない」


　そのエレナの一言で、彼らもすぐに動きを止めた。


　悠ゆう然ぜんとカラブリア侯が立ち去ると、即そく座ざにジェレイドは言った。


「やれやれ、やってくれましたね、聖女エレナ。ようするにあなたは、僕たちの状じよう況きようを不利にしたいがために、こんなことをしでかしたわけですか？」


　その一言は痛つう烈れつで、再び居並ぶ兵士たちが殺気立ったようにも見えた。


「残念だけど、そう解かい釈しやくされても仕方ないわね」


　そう口にしたエレナは、初めて感情らしいものを見せた。


　悲しげだったのだ。


「……知ってたわよ。こうなることぐらい。あたしみたいな小こ娘むすめに、できることなんてたかが知れてるって。それでも……それでもね、もうこれ以上見たくないのよ！　戦いくさに巻き込まれて、身も心もぼろぼろにされる人を！」


「なるほど。それでご丁てい寧ねいにもあなたは王国軍に先手を取る機会を与え、さらにあなたの義あ兄にを惑まどわそうとしたわけですか」


「ジェレイド！　その辺にしておけ！」


　思わずアレスは口を挟はさんでいた。


「いえ、これだけは言わせてもらわなければなりません。フィリップに今以上の権力を与えれば、平民は虐しいたげられ、さらなる戦の火がおこることは誰だれの目にも明らか。エレナ、あなたは民たみのことを考えるなら、なおさらアレス陛下のために尽じん力りよくするべきだったのではないですか」


「分かってるわよ、そんなこと」


　怒おこるでもなく、泣き出すでもなく、あくまで平然とエレナは答えた。


「でも、だからこそ義に兄いさんには知っておいて欲しかったの。戦を起こせば、必ず巻き込まれる人がいるってことを。争いを起こす側に回ろうっていうなら尚なお更さらよ」


　エレナの言葉は、深くアレスの胸に染しみ入った。


　まったくエレナの言っていることは正しい。だが、それでも従えない部分もある。


「……エレナ。私には為なすべきことがある。背負っている人々がおり、眼前には敵もいる。もはや引き返すことはできない」


「そう……」


　悲しげに、エレナは俯うつむいた。


「だが、おまえの言いたいことはよく分かった。傷つく者が一人でも減ることは私の望みでもある。見ていてくれ、エレナ。私は私なりのやり方で、それをやり遂とげてみせる」


「期待して……いいのよね？　正直に言うと、義兄さんならきっと何かしてくれるって思ってるの。それはきっとあたしだけじゃない、みんな同じよ。だからお願い、この国を背負おうとしている新しい王さまは、これまでとは違うってことをみんなに示して」


「ああ」


　強く頷うなずいてみせる。


　エレナの言うことはよく分かった。


　いかなる理由があろうと、争いを起こして弱者を巻き込むがごとき悪習はなくさねばならない。少なくともその努力はしなければならないのだ。


「……もはや僕たちもここにいる理由はありません。戻もどりましょう、陛下。僕たちも至急敵を迎むかえ討うつ準備をしなければなりません」


　ジェレイドの提案で、アレスたちもまた場を後にすることとなる。


　だが、一度だけアレスは振り返った。


「そうだ、エレナ。一つだけ頼たのみたい。敵味方を問わず、もし逃にげてくる兵がいれば、この城砦で匿かくまってやって欲しい」


「……いいわ、そういうことなら。死なないでね、義兄さんも」


「ああ」





　　　　◆




「これで、よろしかったのですな？」


　アレスたちが去った直後。グロースター伯はくはエレナに訊たずねた。


「ええ。これでいいのよ」


「ご無礼を承知で申し上げますが……。後世の歴史家たちは、エレナさまを戦局を混乱させた人物として断罪するかもしれませんぞ」


「未来の評価なんてどうでもいいわよ。義兄さんにはああすることが必要だったとあたしは信じてる。それで充じゆう分ぶんよ」


「よく言った、それでこそエレナだ」


　と、ローランが笑いかける。


「なあに、あのアレスのことだ。おまえの行動を真しん摯しに受け止めて、きっと期待に応こたえてくれるだろうさ」


「ええ、きっとそうなる。だからグロースター伯。あなたもそのつもりで兵の準備をしてて」


「……承知した」





　　　　４




　城砦を飛び出した二人は、まず真っ先に西へと視線を向けた。


　確かにそこには進軍してきた敵軍の姿があった。しかも、今やその進路を北東に変えている。


「一刻の猶ゆう予よもないな、急ぐぞジェレイド！」


　アレスとジェレイドは、互たがいに馬の腹に蹴けりを入れ、平原を駆かけ出した。


「国王陛下！　今のうちに少しお話がございます！」


　その途と上じようで、ジェレイドが珍めずらしく声を張り上げた。


「なんだ!?　こんな状況で！」


「僕もああは言いましたけど、実は彼女の言うことに間ま違ちがいがあるとは思ってないんです！」


　一瞬何の話か分からなかったが、エレナのことを言っているのだと気付く。


「戦で事を解決するのは下策も下策、本当はトゥールスレン城砦を境界線として、話し合いと政治力と策略とで事を解決する道もあったのかもしれません！　さらにいえば、戦に巻き込まれる人々のことは、考えないより考えた方がいい決まってます！」


「私もそう思う！　だが王国軍はすでに動き出している。こうなった以上、もはや迷いは不要だろう！」


「仰おつしやる通りです、剣けんを持った相手に言葉は通用しませんから！　ですが今や僕には懸け念ねんがあるんです！」


「懸念!?　何のことだ!?」


「あなたです！　彼女からあんな言葉を聞かされて、あなたに迷いが生じているのではないかと心配で！」


「…………」


　否定できなかった。


　自分が王になるための戦に、大勢の兵を巻き込んでいいのか。そこに迷いがないと言えば噓うそになる。


「ジェレイド、一つ頼みがある！」


「正直、あなたにそう言われると嫌いやな予感しかしませんね！　一体何ですか!?」


「兵士たちと合流した後、私はこう宣言したいのだ──」


　……アレスの言葉を聞いたジェレイドは、やはりというべきか不満そうだった。


「ほ、本気でそんなことをするつもりですか!?　下へ手たをすれば、我が軍は完全に瓦が解かいして誰も残らなくなりますよ!?」


「そのときは私がその程度の人間だったということだ！　おまえも諦あきらめてくれ！」


　ジェレイドは笑い出した。


　しかし、激しく揺ゆれる馬上でくっくっくと笑ったためか、舌でも嚙かんだらしい。痛そうに顔をゆがめた。


「いいでしょう、やってください！　大体、そうしなければ他ならぬあなたが納なつ得とくしないでしょうしね！　迷いを抱いだいたままの上官ほど始末に負えないものはありません、あなたが納得できるよう行動し、そして──皆みなを納得させてください。そのときこそ、あなたは名実ともに兵士たちの将として、王として認められることになるでしょう！」


「…………」


　ジェレイドの信しん頼らいを、アレスは感じていた。


　──ひょっとするとジェレイドは、私以上に私のことに詳くわしいのかもしれんな。


　あるいはジェレイドも、かつて似たような悩なやみを抱き、解決したことがあるのかもしれない。


「よし、では好きにやらせてもらうぞ！」





　　　　◆




　──くっくっく、生きて戻ってやったぞ！


　一方、カラブリア侯こうは、頰ほおが緩ゆるみそうになるのを必死で抑おさえながら、自じ陣じんへと帰き還かんした。


「こ、これはカラブリア侯！　よくご無事で！」


　貴族たちは口々に慰い労ろうの言葉を口にし、カラブリア侯の帰還を歓かん迎げいした。だが、一様にその表情は硬かたい。


　理由は明白だ。誰もが狙ねらっていた一軍の総大将の席が、空あかなくなったからだ。


「別働隊はどうしている？　それに、反乱軍の動向は？」


「はっ。別働隊はすでに平原の北東部へと回り込んでおります。反乱軍は平原の北部に駐ちゆう留りゆうしたまま動く様子がありません」


　いよいよカラブリア侯は頰が緩むのを堪こらえきれなくなってきていた。


　自分が命を危険にさらし、敵地へ赴おもむいた結果、鎮ちん圧あつ軍は戦略通り事を運べるようになったのである。


　──これで私の功績は誰だれが見ても明らかだ！


　残る課題は一つだけだった。


「合図の狼煙のろしを上げよ！　いよいよ勝負の時は来たぞ！」





　　　　◆




　アレスたちも、間もなく味方と合流した。


「ジェレイドさま！　よくご無事で！」


　ベルハルトが声を上げる。アレスとジェレイドという、二人の指揮官がいない間に敵が接近していたためだろう、ベルハルトも含ふくめて兵士たちは皆不安げだった。


　彼らのもとに馬を寄せながら、アレスは叫さけんだ。


「戦いの準備は!?」


「は、すでにあらかた！　見ての通り、南西より敵が接近中です、その規模およそ三千！　しかも敵は南西だけではありません、あれを！」


　ベルハルトが指差したのは、反対側──北東だった。トゥールスレン平原北東の森の中から、別の軍勢が姿を現しつつあったのだ。


　国王軍からすれば北東と南西から挟きよう撃げきされる形になる。


「なるほど、二正面作戦というわけですか。敵の貴族は間ま抜ぬけ面づらでしたが、一応やるべきことはやってたわけですね。さて、いかがいたしましょう、陛下」


「おまえの意見をまず聞こう。それがおまえの役目だろう？」


「なるほどごもっとも。では策を。敵が自ら兵力を分散してくれたのならむしろ好都合。まず南西の敵を打ち破り、その勢いで北東の新あら手てを撃げき退たいしましょう」


「……単純明快で結構だが。万が一南西の敵を打ち破るのに時間がかかれば、我らは前後から挟撃され破は滅めつするぞ」


「その通りです。ですのでそうなる前に敵を倒たおしてください」


　あっけらかんと、ジェレイドは言ってのけた。


　これから行う戦いくさは、下手をするとこれまでのどの戦よりも厳しいものになるかもしれない。他ならぬアレスがこれから行おうとしていることによって。


　だが、どうやらジェレイドには負ける気はないらしい。信頼ゆえなのか、それとも腹を据すえたからなのかは分からなかったが。


「……努力はしよう」


　静かに答えたアレスは、全軍の前に一人馬を進ませた。


　これから自分は王になるための私戦を行おうとしている。その私戦に、強ごう引いんに兵士たちを巻き込んではフィリップと同じだ。困難な戦いになることを承知の上で、やらねばならないことがあった。


「全軍、聞け！　見ての通りだ、眼前に我らの敵がいる！　我らは戦わねばならぬ！　だがその前に──私は皆に命令を伝えねばならん！」


　兵士たちは一様にいぶかしむ視線を送ってきた。構わず告げる。





「王の命令だ、たった今よりここに集つどった全員を解かい雇こする！」





　兵士たちは当然の反応を見せた。どよめきの声をあげ、うろたえ、周りの兵士たちと顔を見合わせたのである。


　構わずアレスは続けた。


「私は王になった！　それこそが一人でも多くの命を救う最善の策だと考えたからだ！　しかし、王位を守るための戦いは私戦に過ぎぬ、それに誰かを巻き込むことは私の本意ではない！　給料は払はらえるだけ払おう、故郷へ帰るだけの旅費も支払おう、帰る家がない者は、ボルネリア領へ行けば土地と家を与あたえる！　もうこれからは、金のためになど戦う必要はない！」


　言葉が止まらなかった。自分はジェレイドほど口は上う手まくない。しかし、心の中で率そつ直ちよくに思っていたことを口にするのはそう難しいことではなく、語るべき言葉は次から次へと湧わいてきた。


「私は王であり続けなければならない！　それは私とジェレイドが共に合意をしたことだ！　その上で避さけられぬ戦いがあるならば、たとえ犠ぎ牲せいを生じることとなっても勝利せねばならん！　しかしおまえたちにそんな事情は関係がない！　戦場は地じ獄ごくだ。おまえたちを私戦に巻き込み、怪け我がを負わせ、死に至らしめ、家族を悲しませるようなことはしたくない。ゆえに、おまえたちを解雇する！　だが……それでも──」


　揺らぐことのない瞳ひとみで、兵士たちを見回す。


「それでも、私とジェレイドの理想に命を預けてくれるというのなら！　いや、理由など関係ない、ただ私に力を貸してくれる者がいるのなら……」


　ここでアレスは、味方に背を向けた。


「再び私のもとへ、来て欲しい！」





　　　　◆




　──とうとう始めてしまいましたね。


　ジェレイドは、苦く笑しようしながらその光景を見つめていた。


　突とつ然ぜん解雇を告げられたのだ。兵士たちからすれば戸と惑まどうのが当然で、すぐに決断することは難しいだろう。


　だが、実際の反応は想像していたものとだいぶ違ちがっていた。


「おやおや……。僕が思ってた以上に、アレスの信しん奉ぽう者は多かったんですかね、我が軍は」


　ただ背を向けて動かないアレス。その背後に、ぽつりぽつりと人が集まり始めていた。彼らは迷うことなくアレスの呼びかけに応こたえたのだ。


　まず真っ先に駆かけつけたのはレオンとガルムスら従者たちだった。レオンの方が先だったのは、彼が馬に乗っていたというだけの理由である。


　まあ彼らはアレスの従者である。当然の結果だろう。


　次に駆けつけたのは、〈風の戦いくさ乙おと女め〉とルークだった。


　それからリーエンノール、先日アレスに一いつ騎き打うちを挑いどんで敗北したテオドリッジ。


　そこまでは分かる。実のところ、彼らならば率先してアレスの味方をするのではと、なんとなくジェレイドも予測していた。


　だが、それに留とどまらなかった。


　さらに一人、二人、三人と、少しずつ軍列から兵士たちが進み出る。


　中の一人は、次のように叫んで駆けつけた。


「北の侵しん略りやくの折、私の家族はアレスさまにより救われたと聞きました！　そのご恩、今こそお返しさせて頂きます！」


　有り得える話だった。ボルネリア軍の兵卒たちのほとんどは王国北部出身である。アレスに家族を救われたなどという話は多分、いくらでも出てくるだろう。


　そんな話に感化されたのか、さらに数人の兵士たちが戦列から離り脱だつし、アレスのもとへと駆けつけた。


「ベルハルト、まさかあなたまで行きたいなどと言い出しませんよね？」


　信頼している副将に声をかける。彼も元騎き士しである。案外、アレスのような武人に惹ひかれているのかもしれず、聞かずにはいられなかった。


「ご安心ください、いかなる状じよう況きよう下かにあろうと私の主あるじはジェレイドさまと決めておりますゆえ」


「はあ、それはどうもありがとうございます」


　そう言ってくれるのは多分あなたとオリビアぐらいでしょうけど、と自じ嘲ちよう気味に思う。


　だが、とうとうアレスに味方しようという者も出尽つくしたようだった。


　その数は──どう見ても三十人程度だった。しかもテオドリッジやガルムスを始めとして、半数以上が歩兵である。


　アレスは相変わらず前を見み据すえたままだった。一度たりとも背後を振ふり返ってはおらず、どれだけの人数が自分に付いてきているかも知らないはずである。


「ジェレイドさま」少し申し訳なさそうに、ベルハルトが言った。「ここはジェレイドさまが命令を出すべきではないでしょうか。兵士たちはどうすべきなのかと迷っております。国王陛下のもとへ集え──とまでは言わずとも、せめて好きなように行動せよと、そうジェレイドさまがご命令されれば、もっと多くの兵が陛下のもとに集まるはず。さもなければ……アレス国王軍は崩ほう壊かいしかねませんぞ」


　返事の代わりに、ジェレイドはからからと笑った。


「そんな無ぶ粋すいなマネができるわけないでしょう。大体、あの〈赤の悪あく魔ま憑つき〉には三十人もいれば充じゆう分ぶんですよ」





　　　　◆




　アレスは、自分の背後に人の気配を察していた。


　そう多くはない。だが、数は問題ではない。こんな自分にも、付いてきてくれる人がいる。その事実が、何よりも嬉うれしい。


　──なるほど、ジェレイドの心境が少し分かる気がする。


　それは、将という立場になって初めて理解できたことだった。


　将とは、兵が付いて初めて将たり得る。兵のいない将は将たり得ず、将は常に兵を引き付ける魅み力りよくを持った存在でなければならない。たとえば、もし今日の戦で自分が敗北するようなことがあれば、もはや一人たりとも自分に付いてきてくれる兵などいなくなるだろう。


　ジェレイドもそのことを誰よりもよく知っていたのだろう。だからたった一度の敗北を極度に恐おそれたのだ。そして、血を吐はくほど追おい詰つめられてきたのだ。自分に従う者さえ救えれば、後はすべて切り捨てるという戦略を取らざるを得なかったのも、その結果なのだろう。自分には限界がある、だからせめて、助けられるだけを助けようと。


　だが、今後はすべてを救わねばならない。そうでなければ、王を宣言した意味もない。そのためにも、この戦いを勝たねばならなかった。


　戦いの結果によって何かが変わるという状じよう況きようは、好ましいものではないのだろう。しかし、避け難がたい戦いならば──戦って勝たねばならない。新たな国王として、誰だれもが納なつ得とくできる戦い方で。


　アレスは一度大きく息を吸った。そして声を張り上げる。


「聞け！　カラブリア侯こうよ！　カラブリア侯に従う兵士たちよ！　我らの前に立ち塞ふさがる者たちよ！」


　平原の全域に轟とどろきそうな声だった。


　百間けん（約百八十メートル）ほどのところに近づいていた鎮ちん圧あつ軍の足が、一いつ瞬しゆん足を止める。


「私の前に立ち塞がるなら、一戦交まじえるもやむなし、すべて斬きり伏ふせるのみ！　しかし、おまえたちは王である私の臣民でもある！　ゆえに、降こう伏ふくの権利を与える！　もし敵かなわぬと知れば、無む駄だに命を落とす前に武器を捨てよ！」


　敵軍に、わずかながら動きが見えた。


　少しでも動どう揺ようしてくれたのならありがたいが、そううまくはいかないだろう。


　アレスは剣けんを抜ぬき、そしてその切っ先を天に向けた。


「これより新たな王の戦いを始める！　私に従う兵士たちに命ずる、ただ私の背だけを見よ！　そして、ただ一心に──」


　そして振り下ろすように、剣を眼前の軍勢へと突つきつける。





「我に、続けえぇっ！」





　　　　◆




「しょ、正気か!?　たったあれだけの人数で突っ込んでくるだと!?」


　カラブリア侯はその光景に瞠どう目もくした。


　白銀の甲かつ冑ちゆうに身を包み、堂々たる軍馬に乗って突とつ撃げきしてくるアレスと、それに従うたった数十人の兵士たち。


　それは自殺行こう為いにしか見えなかった。しかし相手はあのアレスであり、何よりもその迷いのない突とつ進しんぶりに、カラブリア侯はわずかながらに恐きよう怖ふを抱いだいた。


「ぜ、全軍、迎げい撃げきの準備を整えよ！」


　カラブリア侯率いる三千の軍勢は前進を止め、その場に留とどまり軍列を整え始めた。
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　　　　◆




　アレスは馬の腹を蹴けった。


　命令に忠実に従い、愛馬オルトスは速度を上げた。かつて一国の王女より賜たまわった名馬だ、たちまち後方の味方との距きよ離りが開くのが気配で分かる。


　それでいい。敵の戦列に正面から突っ込むのは、あまりに危険な行為だ。そのような危険に身を晒さらすのは、自分一人でいい。


「行くぞ……！」


　右手に剣を、左手に盾たてを構える。


　そして、自分の背後にいると信じて疑わない、頼たのもしい味方に声をかける。


「〈風の戦乙女〉よ！　王の命令だ、私のことはどうでもいい、私の兵を守れ！」


　果たして、返事はすぐにあった。


「分かったわ！　好きにやんなさい！」





　　　　◆




「弓を構えよ！　たかだか数十人、串くし刺ざしにしてやれ！」


　カラブリア侯の命令が下ると、訓練を積んだ兵士たちはきびきびと動いた。弓兵たちが軍列の前に出て一いつ斉せいに矢を番つがえる。


「番え！　放てぇええ！」


　彼ひ我がの距離はすでに六十間（約百メートル）を切っている。放たれた数百の矢は、アレスを先頭に突っ込んでくる数十人の集団を、逃にげ場ばの余地すらなく貫つらぬくこととなるだろう。


　だが、カラブリア侯が期待した光景が現実となることはなかった。


　アレスは、右手の剣とそして左手の盾を目にも留まらぬ速さで振ふるい、自らに降りかかる矢をすべて打うち払はらって見せたのだ。


　それだけではない。その後ろに続く敵兵に降り注ぐはずだった矢も、まるで見えない壁かべにぶつかったかのようにあらぬ方向へと吹ふき飛とんでいったのである。


「ば、馬ば鹿かな！」


　矢の雨が終わってもなおも平然と突っ込んでくるアレスたちを見て、カラブリア侯は呻うめくしかなかった。


「な、何をしてる!?　次の矢を番えよ！　放て！　放てぇ！」


　カラブリア侯に急せきたてられるように、次から次へと矢が放たれた。


　しかし、何の意味もなさない。


　何百本という矢は、一本たりともアレスを傷つけることはできなかった。目にも留まらぬ速さで剣と盾を振るい、蝗いなごの大群のごとく襲おそい掛かかる矢をことごとく打ち払う光景は、いっそ滑こつ稽けいに見えた。


　尋じん常じようでないのはアレスだけではない。アレスの駆かる馬までもが、自身目掛けて飛んできた矢をがっちりと歯で受け止め、ぺっと吐き出すのが見えた。もし吟ぎん遊ゆう詩人がその光景を忠実に謳うたい上げることができたとしても、そんな馬鹿なことがあるかと酔すい客きやくに酒さか瓶びんを投げつけられるのが関の山だろう。


「や、槍そう兵へい！　前へ出よ！　壁を作るのだ、奴やつを近づけるな！」


　カラブリア侯の指示は極きわめて適切だった。襲い来る騎き兵へいを止めるに、槍やり衾ぶすまほど有効な手だてはない。


　しかし、その指示はすでに遅おそかった。カラブリア侯の恐怖が伝染したように、兵士たちはたった一人の騎士を恐れた。その動きは鈍にぶく、反対にアレスの動きは速く──結果的に、槍衾が完成するよりも早く、アレスは鎮圧軍の軍列に飛び込んでいた。


　何か丸い物体が、空高く舞まった。


　それが前線で指揮を執とっているはずの騎き士しの頭であったことに、カラブリア侯はとうとう気付くことができなかった。


　カラブリア侯は自分の目がおかしくなったのではないかと思った。


　軍列に飛び込んできたたった一人の騎兵。それは飛んで火に入る夏の虫のようなものだ。常識的に考えれば四方八方から武器を突き立てられ、あっという間に串刺しにされるだろう。


　しかし、アレスには通用しなかった。周囲を敵に囲まれているとは思えないほど軽快な動きで右に左に剣と盾とを振り下ろし、縦じゆう横おう無む尽じんに軍列をかき乱していく。


　まさにそれは竜たつ巻まきのようだった。当たるを幸いすべてをなぎ倒たおしていく、自然の猛もう威い。


　しかもそこへ──後ご詰づめが、たった数十人の軍勢が殺さつ到とうした。


　斧おのを持ったドワーフや、同じく斧を持った熊くまのような巨きよ人じんが突撃し、凄すさまじい速さでアレスの作った穴を大きくしていく。そこへさらに、残るたった十数人の兵士たちが槍を突き立てていく。


　しかも、前線指揮官たちは一人のエルフが放った矢で次々射い貫ぬかれていき、指揮系統はたちまち修復不可能な規模で破は壊かいされていた。


　このときに至り、カラブリア侯も、そして兵士たちも、ようやく誰もが思い知った。


　自分たちが相手にしているのは、〈赤の悪あく魔ま憑つき〉の二つ名でかつての反乱軍を震ふるえ上がらせ、ファノヴァールの騎士として北の侵しん略りやく者たちの天敵となり、〝巨人殺し〟として救国の英えい雄ゆうと謳うたわれた最強の武人なのだということを。





　　　　◆




「あははははははは！」


　ジェレイドは声を上げて笑った。こんな笑い方をしては、部下たちに不ふ審しんな目で見られるかもしれない。だがそれでも笑いの衝しよう動どうを堪こらえ切れなかった。


　かつてジェレイドが幾いく度ども恐れた光景が、そこにあったからだ。


　あのアレスが、〈赤の悪魔憑き〉と恐れられ、ただ一人からなる無敵の軍勢と謳われたあのアレスが軍勢の先頭を切って敵軍へと突進していく。いかなる重厚な軍列をもってしても、それを阻はばむことはできない。


　そして、一度戦列が粉ふん砕さいされれば、すかさずそこへ後詰めの軍勢が殺到し、さらに蹂じゆう躙りんされる。


　一頭の獅し子しに率いられた千頭の羊は、一頭の羊に率いられた千頭の獅子に勝まさるという。いささか馬鹿げた話とも思えるが、この光景を見せつけられると確かに頷うなずける。


「ベルハルト」


「は。なんでしょう？」


「問題です。ただ一人からなる無敵の軍勢が、軍勢を率いたらどうなると思います？」


　このような問いかけに、ベルハルトは戸と惑まどいを隠かくせないようだった。


「さ、さあ？　どうなるのでしょう？」





「相手は負けます」





　ジェレイドは自分で言っておいてくくくっと笑った。


　笑わずにはいられない。こんな愉ゆ快かいな話はない。自分には漫まん談だんの才能などないと思っていたが、実は早とちりだったのかもしれない。参さん謀ぼうや指導者として食っていけなくなったら、漫談家として生きていくことも検討すべきではないか。半なかば本気でそんなことを考える。


　──これでいい。これでいいんです。


　さすがはアレスだった。言葉で語るのではなく、自らの行動ですべてを示したのだ。


　突とつ然ぜん仰あおぐ旗を替かえられ、今日からアレスに命を捧ささげよと言われても、兵士たちからすれば到とう底てい承服はできないだろう。しかし、アレスは新たな魅み力りよくを兵士たちに示したのだ。アレスは、命を捧げるべき主あるじではないかもしれない。だが、共に戦う価値のある主であると。


「全軍に伝えます！」


　ジェレイドは声を振ふり絞しぼって叫さけんだ。命令を出すときはいつも〈風の戦いくさ乙おと女め〉に助けられっぱなしのジェレイドである。これほど大きな声を出したのはいつ以来だったかというほどの声を、腹の底から張り上げる。


「僕たちの王が、僕たちの理想を実現するためにもっとも危険な場所に身を置いているのです！　僕たちの王はこう命じられました！　従うも退しりぞくも好きにせよと！　今一度全軍に伝えます！　好きにしなさい！」


　そして、兵士たちの反応を見ようともせず、ジェレイドは馬の腹を蹴った。


　自分が戦いの役に立つとは思えない。だが、ここでじっとしている気にはなれない。一刻も早く新たな王のもとへ駆けつけたかったのだ。





　　　　◆




「侯こう爵しやく閣下！　反乱軍が動き始めました！」


「なにいっ!?」


　その報告を、カラブリア侯は絶望と共に聞いた。


　見れば、アレスを見捨てるかのように動きを見せなかった反乱軍三千が、ついに動き始めていた。まるでアレスに吸い寄せられるかのように、全軍が一斉に突とつ撃げきしてくる。


　そこに秩ちつ序じよだった動きはない。だが、だからこそその勢いを止められる気がしなかった。


　そもそも、前線にはすでに大穴が空あけられている。そこへ三千もの軍勢が突とつ進しんしてくればどうなるかなど、子供でも明らかだろう。


　唯ゆい一いつの頼みは、敵の背を突つくことになっている別働隊だけだった。しかし、どうみても間に合わない。別働隊が敵の背後を突くよりも先に、間ま違ちがいなく自軍が崩ほう壊かいする。


　とそのとき、アレスの叫び声が、いや、命令が平原一帯に轟とどろいた。


「重ねて告げる！　おまえたちに降こう伏ふくの権利を保障する！　命を失いたくなくば、武器を捨てよ！」


　次々と前線で戦っていた兵士たちが武器を投げ捨てていく光景が見えた。もはやそれを、カラブリア侯に押しとどめることはできなかった。


　なぜなら、カラブリア侯からもすでに戦意は失われていたためである。


「くっ、くそ……！　覚えているがいい、反逆者め……！」


　もはや新たな命令を出そうともせず、カラブリア侯は馬首を翻ひるがえした。





　　　　◆




　敵はすでに潰かい走そう状態にあることを、もちろんアレスは悟さとっていた。アレスは誰だれよりも先頭で戦っている。敵の状態は手に取るように分かった。


　散り散りになって逃げていく敵兵。その中にたった一人、妙みように恰かつ幅ぷくのいい貴族がいることにアレスはすぐさま気付いた。


　どたどたと乱暴に馬の腹を蹴けり、必死に戦場から逃げようとするその人物は、間違いなくカラブリア侯だった。


　アレスは叫んだ。


「レオン、槍を持て！　〈風の戦乙女〉、我が槍を導け！」


　もはやそれ以上の命令は要いらなかった。若い従者が差し出す槍を無言で受け取り、そして馬上で構える。


　投じた。


　弧こも描えがかず、一直線に空くうを切った一本の槍は、まるで吸い込まれるようにカラブリア侯の背中を貫つらぬいていた。


「カラブリア侯はたった今死んだ！　重ねて命ずる、降伏せよ！」


　王の命令が、響ひびき渡わたった。


　もはやその命令に逆らうことに、意味を見み出いだせる者はいなかった。





　　　　５




　義あ兄にの戦いぶりを、エレナはトゥールスレン城じよう砦さいの城じよう壁へきからすべて眺ながめていた。


　義兄は軍の先頭に立って、まず南西の敵を撃げき破はしていた。いや、撃破などという生なま易やさしいものではない。あれは蹴け散ちらしたというべきだった。


　そしてその威い勢せいを駆かって、北東の新手へと突撃した。その戦いの結果は、もはや戦う前から明らかだった。


　北東の敵は、ロクに戦おうともせず早々に降伏し、あるいは逃にげ散ちっていった。


　ここにトゥールスレン平原の戦いは終結したのである。


「やはり血は繫つながってなくとも、アレスは間違いなくおまえの家族だぜ」


　隣となりに控ひかえていたローランが言った。


「あれがアレスなりの返答ってわけだ。避さけられない戦いなら、極力犠ぎ牲せいを減らそうってな。その代わり、自分を危険にさらしてさ」


「……そうね。義に兄いさんらしいわ」


　どんな戦いをしようと、誰かを巻き込み、命を奪うばっていることに違ちがいはない。しかし、たとえそうだとしても、今この国に、いや、この大陸に、あのような戦い方で皆みなを導くことのできる者がいるだろうか。


　アレスこそ、人を統すべる存在になるべきなのだ。アレスがたった一人の家族だから──などという理由ではない。家族としてではなく、一人の人間として、エレナはアレスを信じることができた。


　エレナは傍そばに控えていたある人物を振り返った。


「グロースター伯はく。予定通り、お願い」


　その短い命令を聞いたグロースター伯は、不敵な笑えみを浮うかべて頷いた。


「承知いたしました。しばしの別れは残念ですが、必ずやご期待に添そえてみせましょうぞ」


　そう言って、グロースター伯は慌あわただしく場を去った。


「さあてと。これからあたしたちも忙いそがしくなるわよ」


　義兄に迷めい惑わくをかけたという自覚は、エレナにもある。だが、結果としてこのような結末を迎むかえた以上は、その迷惑をかけた分以上にアレスの力にならなければならない。


　それも、エレナの決断の一つだった。





　　　　６




　アレスさまこそ真の王、我らを導くに足るお方──。


　トゥールスレン平原に、アレスを称たたえる声が絶え間なく響いていた。


「見事な勝利です。アレス国王陛下」


　そのアレスのもとに、ジェレイドが近寄って祝しゆく賀がを述べた。


「本当に、そうなのだろうか？」


　アレスは、手に持った剣けんを顧かえりみた。


　もう何人斬きったかも分からないその剣は、いつものように柄つかまで真っ赤に染まっている。


「なんだかんだと理由をつけつつも、結局私は血を流すことしかできないらしい。本当にこれで良かったのだろうか？」


「さあ？」


　他ひ人と事ごとのように、ジェレイドは答えた。


「……その返事はないだろう、私は真ま面じ目めに悩なやんでいるんだぞ」


「さっきも言ったでしょう、いつまでもごちゃごちゃと思い悩む上官ほど始末に負えないものはないと。もう賽さいは投げられたんです、死んだ命は返らないんです、あなたはよくやった方です。それ以上述べるべきことは何もありません。終わったことをクヨクヨ悩んだって何一つ良いことはないんです、これは僕の体験談だから間違いありません」


　ジェレイドの言っていることはいちいち正論で、いつもアレスは反論の言葉を失う。


「……味方の被害は？」


「数えてみないと分かりません。それぐらい少ないってことですよ」


「では、今は素す直なおに勝利を喜べというのだな」


「そうですとも。我が軍の威勢は高まり、そして将兵はついに一つになりました。未来に繫がる最上の勝利ですよ。ほら、そんなぼけっとした顔をしてるぐらいなら、兵に応こたえてやってください」


「…………」


　無言でアレスは、剣を掲かかげた。


　たったそれだけのことで、周囲の歓かん声せいが一層強まる。


「見てください、アレス国王陛下。あなたはもはや彼らを死地に追い込むことはありません。彼らは自分の意志で、進んで死地に向かおうとしているのです。僕たちはあなたと戦うことに、それだけの価値を見み出いだしたのです」


「……分かった。分かったぞ、ジェレイド。もはや私も迷うまい」


　ようやくアレスは悟った。


　アレスは王として、彼らの力を必要としている。そして彼らも、アレスの作り出す未来を必要としている。この状態こそが、自分の持つ軍隊にあるべき姿なのだ。


　と、そのときある報告が届けられる。


「陛下！　大変です、トゥールスレン城砦の門が開き、兵士の一団が出てきました！」


「そうか」


　すわ新手かと、兵士たちにわずかに動どう揺ようが見られた。だが、アレスには敵がやってきたとはまったく思えなかった。


　そのことを裏付けるように、兵の一団は間もなく動きを止めた。そして、その中から一人の貴族が馬を歩ませてくる。


「見事な勝利でしたな、アレス国王陛下」


　グロースター伯だった。


「まさかとは思いますが、戦いの勝利を祝うためだけに、兵を率いて出てきたのですか？」


　ジェレイドの問いかけに、グロースター伯は苦く笑しようした。


「ごもっともなお言葉。疑いを抱いだかれるのは本意ではありませぬ、単刀直入に用件を申し上げましょう」


　グロースター伯は馬を下りた。


　そして、兵士たちが見守る中で、アレスに対し膝ひざを折ったのだ。


「我が主あるじ、エレナさまの命により参りました。貴き殿でんこそが次代の王に相応ふさわしい人物。微び力りよくながら私もその力となりたいのです」


　兵士たちがどよめく中、応えたのはジェレイドである。


「なるほど、ありがたい申し出です。今は味方がいくらいても足りませんから。しかし、トゥールスレン城砦は僕を裏切り中立の立場を取りました。そのあなた方を、今になって信じ、味方にせよと仰おつしやるのですか？　それはいささか都合が良すぎると思いますが」


「もっともなご指し摘てき。しかし、我らの参軍を認めて頂ければ、あなた方が受けた不利益を補って余りある利益をもたらすことができるでしょう」


「……どういうことだ？」


　思わずアレスは訊ねた。


「聖女エレナさまは争いを防ぐため、自ら身を張ってベールセール王国軍とアレス国王軍に話し合いの場を提供しました。しかし王国軍は和平を拒きよ否ひして国王軍に一方的に攻こう撃げきしたのです。すなわち、今後この国に起こる戦いくさの非は、すべてベールセール王国軍にある──エレナさまは、そう主張されることとなるでしょう。王国にいるすべての緑神アトラスの信者に向けて」


「……！」


　意表を突つかれる提案だった。


「まさか、そのためにエレナはあのようなことを？」


「そうです。エレナさまとて、理解はしておられたのです。もう一度血を流さねば、この国はまとまらぬと。だとしても、流れる血の量が減るに越こしたことはなく、それゆえエレナさまは、兵を率いようとする者にそのことを今一度問いただそうとされたのです。ですが、勘かん違ちがいはなさらぬよう。エレナさまは、アレスさまなればきっと正しい道を歩まれると、最後まで信じておられたのです。私がこうしてここに膝を突くことは、必然だったと言うべきでしょうな」


「……そうか」


　たとえ立場は違い、離はなれていても、エレナはたった一人の家族だったのだ。あらためてそんな単純なことを理解する。


「確かに、ありがたい話ですね。緑神アトラスの聖女が味方に付けば、僕たちの正当性を国民全員に知らしめることができます」


「黙だまってなさいジェレイド。今はそういう生々しい話をするところじゃないでしょ」


「ごもっとも」


　ミーアの指摘を受けて、ジェレイドは笑いながら引き下がった。





　こうして、トゥールスレン平原におけるアレス国王軍最初の戦いは、終わりを告げたのである。





　　　　７




　その頃ころ。


　フィリップは、王城の執しつ務む室で一人じっと城下を眺ながめていた。


　そしてその背後に、血を連想させる真っ赤な衣ころもに身を包んだ精せい霊れいが音もなく降り立つ。


《我が契けい約やく者よ。アレスがカラブリア侯こうを破ったぞ》


　その報告を、フィリップはさして驚おどろくこともなく受け取った。


「ふん。当然だな。あんな小物に敗やぶれるようでは笑い話にもならぬ」


《余よ裕ゆうがあるのは結構だが……よいのか？　アレスは国王として初の勝利を飾かざり、士気も高まっておる。その威い勢せいは今後さらに増すことになるぞ》


「だからこそよい。せめて私と同程度の力を持ってもらわねば、戦う意味がないというものだ」


《よくぞ申した、それでこそ我の見込んだ契約者よ。だが、相手はあのアレスなのだ。戦いを挑いどむなら、万ばん全ぜんの準備をしておくべきであろう？》


　遠回しの言い方だったが、何を言わんとしているかはすぐに分かった。


「オーガどもの持つ魔ま剣けんのことを言っているのであれば、不要だ。そんなものになど頼たよらずとも、私はアレスに勝つ」


《さて、それはどうかな》


　意味ありげにパンドラは言った。


《ルノアなどは王として勝てばよいなどと汝なんじを言い含ふくめておるようだが、武人としてアレスに負けたままでいられる汝ではあるまい？》


「…………」


　腹立たしいが、否定はできなかった。しかし否定すれば、武人としてアレスに負けたことを認めることになる。


「回りくどい言い方はよせ。何が言いたいのだ？」


《一つ教えよう。汝も薄うす々うす気付いているだろうが、オーガは外の世界の情報を欲ほつしている。たとえば……エディンバラ皇国の詳しよう細さいな軍事地図だ。それが一枚あれば、オーガの王、ラーライーツは喜んで何でも差し出してくれるだろうな》


「…………」


　妖よう魔まどもがエディンバラの軍事地図を欲しているとすれば、理由は一つしか思い浮うかばない。


「エディンバラに攻せめ込む気なのか、オーガどもは」


《さてな。仮に妖魔どもとエディンバラが争ったとして、汝の国が困ることは何もなかろう。それどころか漁ぎよ夫ふの利を得る好機ではないか》


　パンドラは、かつて何度もアレスにそうしたように、その体をフィリップの耳元へと寄せた。


　そして悪あく魔まのごとき笑みを浮かべ、誘ゆう惑わくするように囁ささやいたのである。


《悩む必要など何もないではないか。エディンバラがどうなろうと汝の知ったことではないし、そしてどのような魔剣を得ようと、別に使う必要はない。ただ手元に置いておけばよいだけの話だ。万が一に備えて、な》
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　あとがき







　こうして皆様と再会できたことを、そしてこの本をお手元に届けることができたことを幸福に思います。


　火の国、風の国物語十二巻、いかがでしたでしょうか。よくない出来事が続く昨さつ今こんですが、この本を読んでいる間だけでも楽しんで頂けたのでしたら、物書きとしてこれに勝まさる喜びはございません。


　とはいえ、あとがきで湿しめっぽくなってはもとの木もく阿あ弥みです。前置きはこの辺に。





　物語の方がいよいよ大詰めとなって参りました。○○○と○○○○○がようやく到達すべき場所に辿りつき、残すところは激突のみです。十巻のあとがきで「あと三巻前後」と書きましたが、どうやら予定通りあと一冊、第十三巻にて無事完結と相成りそうです。


　さて、問題は（と自分で言うのもなんですが）最終十三巻の発売予定ですが……。


　これが大変申し訳ないのですが、今まではずっと毎回「何月ごろ出せれば」とできるだけ明めい記きしてきたんですが、十三巻だけはそれも難しいかもしれません。


　というのも、○○先生とか○○○先生とか、色んな先輩作家さんに脅おどされてるんですよね。十巻以上続いた長編シリーズを閉しめる時って、マジしんどいって。あの作家さんや、あの作家さんですらスランプになったという話を聞き、少々戦せん々せん恐きよう々きようとしている今日この頃です。


　ただ、十三巻のプロットはほぼ出来てますし、この物語のエンディングについても一巻を書き上げる前から決まってましたし、案あん外がいそう時間はかからないんじゃないかとも思ってるんですが……。


　それに、基本的に筆者は締しめ切りは守るタチなんです。この巻すら実は一月遅れてるので説得力は微び妙みようかもしれませんが、こればかりは本当に。ですので、夏とか秋辺りには出せるんじゃないかとは思っております。





　ただ、ここで朗ろう報ほう──と言えるかは分かりませんが、一つ告知がございまして。


　確かもう二年ぐらい前から申し上げております新シリーズが、ようやく始められる目め処どが立ちました。


　というわけで発表いたします。法廷ミステリー、戦記ファンタジーと続いてまたジャンルがガラっと変わるんですが、今度は回り回って普通に学園モノです。


　今更申し上げることでもありませんが、筆者はゲームが大好きです。ＲＰＧにシミュレーション、何でも好きですが、特に対人戦が好きです。格ゲーの一瞬の読み合いが好きです。シヴィライゼーションでトップの国に七カ国同盟を作って攻め込むのが好きです。ＦＰＳで敵の裏をかいて後ろに回り込み、そっと近づいてヘッドショットするのが好きです。マリカーで一位がゴールする寸前にキノコダッシュでまくるのが大好きです。


　ゲームの対人戦ほど、技や経験、運や実力、駆け引きや騙だまし合いといった要素が必要なものはなく、そしてそれは小説の題材にもなるんじゃないか。以前からそんな風に考えていたのですが、それがようやく形となりました。無数のボツ原稿を犠ぎ牲せいにして、大手ゲームメーカーさんにガチで許可をもらって。


　タイトルは『僕と彼女のゲーム戦争』です。戦争などと生々しい単語が付いていますが、ようは学校の部活で高校生がゲームをするというだけのお話です。





　ちなみにお気付きかもしれませんが、この『火の国、風の国物語』シリーズの何割かは、シヴィライゼーションシリーズや無双シリーズ、信長の野望シリーズといったゲームによってできているといっても過言ではありません。


　ですので、そんなシリーズを実に十二巻までお付き合い頂きました皆様には、『僕と彼女のゲーム戦争』の方もきっと楽しんで頂けるんじゃないかな、と（商業主義的観点からも）申し上げたい次第であります。





　ただ、このタイミングで新シリーズの告知をすると、「火風を完結させてからにしろよ！」と思う読者さまもおられることと思います。


　しかし専業作家にとって何が一番キツイって、まったく何も書けない時期が長く続くことらしいんですよね。物書きは文章を書かないと食えないわけですが、しかしもし何らかの理由でスランプに陥り、書かないと食えない、でも書けない、というのが続くと冗談抜きで心がやられてしまうんだとか。


　ではそういうときに最適な気分転換の手段は何かというと、やはり別のシリーズを書くことだそうでして。


　幸さいわい筆者はまだスランプらしきものに陥ったことはないのですが、未来はどうなるか分かりません。というわけで、少しばかりお目こぼしを頂き、十二巻と十三巻が出る合間に、『僕と彼女のゲーム戦争』の方もちょっと手に取って頂ければ幸いです。





　なお、発売予定日は六月十日です。二十日ではありません、十日です。


　この発売日を見てピンと来た方もおられるかもしれませんが、発売は富士見書房様ではなく、電撃文庫様となります。この本ばかりはどうしても電撃文庫様で出さないといけない理由がございまして……。


　もちろん、富士見書房様でも火風の後を見据えて別の企画を温めているところでして、そちらの方もそのうち発表できればと思っております。





　こんなところでしょうか。


　それでは、（本当に近いうちに）『火の国、風の国物語』最終巻のあとがきで皆様とまたお会いできることを心から祈りつつ……。







師走しわすトオル
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　追伸


　他社の本の宣伝をこの場に書くことを快こころよく承知してくださった担当さまには、心から感謝しております……。
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